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はじめに

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Monitoring Command Reference』で説明
する内容は、次のとおりです。

• マニュアルの変更履歴, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

マニュアルの変更履歴
表 1に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2011年 12月OL-26516-01

Cisco IOS XRリリース 4.2.1の
機能に合わせてドキュメントを

更新し再発行。追加および更

新されたトピックの一覧につい

ては、「New and Changed
Information」の項を参照してく
ださい。

2012年 5月OL-26516-02-J

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は Really Simple Syndication（RSS）フィードとして
購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配

信されるように設定することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、
RSSバージョン 2.0をサポートしています。
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アラーム管理およびロギング相関コマンド

このモジュールでは、ルータでのシステムモニタリングのためのアラーム管理およびロギング

相関ルールの設定に使用するコマンドについて説明します。

アラーム管理およびロギング相関の概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000
Series Aggregation Services Router System Monitoring Configuration Guide』の「Implementing and
Monitoring Alarms and Logging Correlation」モジュールを参照してください。

システムロギングのコマンドについては、「ロギングサービスコマンド」モジュールを参照し

てください。

システムロギングの概念については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System
Monitoring Configuration Guide』の「Implementing Logging Services」モジュールを参照してくださ
い。

• alarm, 3 ページ

• all-alarms, 5 ページ

• all-of-router, 7 ページ

• clear logging correlator delete, 9 ページ

• clear logging events delete, 11 ページ

• clear logging events reset, 15 ページ

• context-correlation, 17 ページ

• logging correlator apply rule, 19 ページ

• logging correlator apply ruleset, 22 ページ

• logging correlator buffer-size, 25 ページ

• logging correlator rule, 27 ページ

• logging correlator ruleset, 30 ページ

• logging events buffer-size, 32 ページ

• logging events display-location, 34 ページ
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• logging events level, 37 ページ

• logging events threshold, 39 ページ

• logging suppress apply rule, 41 ページ

• logging suppress rule, 43 ページ

• nonrootcause, 45 ページ

• reissue-nonbistate, 48 ページ

• reparent, 50 ページ

• rootcause, 52 ページ

• show logging correlator buffer, 54 ページ

• show logging correlator info, 57 ページ

• show logging correlator rule, 59 ページ

• show logging correlator ruleset, 63 ページ

• show logging events buffer, 66 ページ

• show logging events info, 71 ページ

• show logging suppress rule, 73 ページ

• show snmp correlator buffer, 75 ページ

• show snmp correlator info, 77 ページ

• show snmp correlator rule, 78 ページ

• show snmp correlator ruleset, 80 ページ

• source, 82 ページ

• timeout, 84 ページ

• timeout-rootcause, 86 ページ
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alarm
ロギング抑制ルールによって抑制されるアラームのタイプを指定するには、alarmコマンドをロ
ギング抑制ルールコンフィギュレーションモードで使用します。

alarmmsg-categorygroup-namemsg-code

___________________
構文の説明

ルートメッセージのメッセージカテゴリ。msg-category

ルートメッセージのグループ名。group-name

ルートメッセージのメッセージコード。msg-code

___________________
コマンドデフォルト アラームタイプは、デフォルトでは何も設定されません。

___________________
コマンドモード ロギング抑制ルールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、ロギング抑制ルール「commit」を設定し、アラームのうちルートメッセージが

「MBGL」、グループ名が「commit」、メッセージコードが「succeeded」であるものを抑制する
方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress rule commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-rule)# alarm MBGL COMMIT SUCCEEDED
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-rule)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを作成します。logging suppress rule, （43ページ）
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all-alarms
すべてのタイプのアラームを抑制するようにロギング抑制ルールを設定するには、ロギング抑制

ルールコンフィギュレーションモードで all-alarmsコマンドを使用します。

all-alarms

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト アラームタイプは、デフォルトでは何も設定されません。

___________________
コマンドモード ロギング抑制ルールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、ロギング抑制ルールcommitを設定してすべてのアラームを抑制する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress rule commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-rule)# all-alarms
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-rule)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを作成します。logging suppress rule, （43ページ）
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all-of-router
ルータ上のすべての場所からのアラームにロギング抑制ルールを適用するには、ロギング抑制適

用ルールコンフィギュレーションモードで all-of-routerコマンドを使用します。

all-of-router

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト スコープは、デフォルトでは何も設定されません。

___________________
コマンドモード ロギング抑制適用ルールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging

___________________
例 次の例は、ロギング抑制ルール「commit」をルータ上のすべての場所に適用する方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress apply rule commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-apply-rule)# all-of-router
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを適用してアクティブ化し

ます。

logging suppress apply rule, （41ページ）
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clear logging correlator delete
すべてのメッセージまたはロギングコリレータバッファの相関 IDで指定されたメッセージを削
除するには、EXECモードで clear logging correlator deleteコマンドを使用します。

clearloggingcorrelatordelete{all-in-buffer| correlation-id}

___________________
構文の説明

ロギングコリレータバッファのすべてのメッセージをクリアします。all-in-buffer

相関イベントレコード ID。スペースで区切ることにより、最大 14個
の相関 IDを指定できます。範囲は 0～ 4294967294です。

correlation-id

___________________
コマンドデフォルト バッファ容量に達していない限り、メッセージは自動的に削除されません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

レコードがクリアされたことを確認するには、show logging correlator buffer, （54ページ）コマン
ドを使用します。

ロギングコリレータバッファの容量を設定するには、logging correlator buffer-size, （25ページ）
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging
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___________________
例 次の例では、ロギングコリレータバッファからすべてのレコードをクリアする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging correlator delete all-in-buffer

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）
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clear logging events delete
ロギングイベントバッファからメッセージを削除するには、EXECモードで clear logging events
deleteコマンドを使用します。

clearloggingeventsdelete

___________________
構文の説明

管理レベルのイベントだけを削除します。admin-level-only

ロギングイベントバッファからすべてのイベント IDを削除します。all-in-buffer

SETステートのバイステートアラームを削除します。bistate-alarms-set

指定されたカテゴリからイベントを削除します。category name

指定されたコンテキストからイベントを削除します。context name

event-id引数で指定されたイベント ID以下のイベント IDを持つイベン
トを削除します。範囲は 0～ 4294967294です。

event-hi-limit event-id

event-id引数で指定されたイベント ID以上のイベント IDを持つイベン
トを削除します。範囲は 0～ 4294967294です。

event-lo-limit event-id

ロギングイベントバッファ内の最初のイベントから順にイベントを削

除します。event-count引数には、削除するイベントの数を指定します。
first event-count

指定されたメッセージグループからイベントを削除します。group message-group

ロギングイベントバッファ内の最後のイベントから順にイベントを削

除します。event-count引数には、削除するイベントの数を指定します。
last event-count

指定された場所のロギングイベントバッファからメッセージを削除し

ます。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。
location node-id

指定されたメッセージコードを持つイベントを削除します。message message-code

severity引数で指定された重大度以下の重大度を持つイベントを削除し
ます。

severity-hi-limit
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重大度。有効な値は次のとおりです。

• alerts

• critical

• emergencies

• errors

• informational

• notifications

• warnings

重大度の設定とそれに対応するシステムの状態は、logging
events levelコマンドの「使用上のガイドライン」に記載され
ています。重大度レベルの値が小さいイベントほど、重要度

が高いイベントを表します。

（注）

severity

severity引数で指定された重大度以上の重大度を持つイベントを削除し
ます。

severity-lo-limit

指定されたタイムスタンプ以前のタイムスタンプを持つイベントを削

除します。

timestamp-hi-limit
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timestamp-hi-limitまたは timestamp-lo-limitキーワードのタイムスタン
プ。 month、day、および yearの各引数を指定していない場合は、デ
フォルトで現在の月、日、および年になります。

hh : mm : ss month day year引数の範囲は、次のとおりです。

• hh :：時。範囲は 00～ 23です。 hh引数の後ろには、コロンを挿
入する必要があります。

• mm :：分。範囲は 00～ 59です。 mm引数の後ろには、コロンを
挿入する必要があります。

• ss：秒。範囲は 00～ 59です。

• month：（任意）月。 month引数の値は次のとおりです。

◦ january

◦ february

◦ march

◦ april

◦ may

◦ june

◦ july

◦ august

◦ september

◦ october

◦ november

◦ december

• day：（任意）日。範囲は 01～ 31です。

◦ year：（任意）年。年の末尾 2桁を指定します（たとえば、
2004年の場合は 04）。範囲は 01～ 37です。

hh : mm : ss [month] [day]
[year]

指定されたタイムスタンプ以降のタイムスタンプを持つイベントを削

除します。

timestamp-lo-limit

___________________
コマンドデフォルト バッファ容量に達していない限り、メッセージは自動的に削除されません。

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、指定したキーワードと引数に一致するロギングイベントバッファからメッセー

ジを削除する場合に使用します。すべての条件が満たされている場合に、記述が一致していると

見なされます。

ロギングイベントバッファからイベントがクリアされていることを確認するには、show logging
events buffer, （66ページ）コマンドを使用します。

ロギングイベントバッファの容量を設定するには、logging events buffer-size, （32ページ）コマ
ンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging

___________________
例 次の例では、ロギングイベントバッファからすべてのメッセージを削除する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging events delete all-in-buffer

___________________
関連コマンド

説明コマンド

バイステートアラームをリセットします。clear logging events reset, （15ページ）

ロギングイベントバッファのメッセージを表

示します。

show logging events buffer, （66ページ）
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clear logging events reset
バイステートアラームをリセットするには、EXECモードで clear logging events resetコマンドを
使用します。

clearloggingeventsreset{all-in-buffer| event-id}

___________________
構文の説明

イベントロギングバッファのすべてのバイステートアラームメッセージ

をリセットします。

all-in-buffer

イベント ID。イベントのバイステートアラームをリセットします。スペー
スで区切ることにより、最大 32個のイベント IDを指定できます。範囲は
0～ 4294967294です。

event-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、ロギングイベントバッファのバイステートアラームメッセージをクリアしま

す。バイステートアラームは、アクティブから非アクティブへのインターフェイスステートの

変化、Modular Service Card（MSC;モジュラサービスカード）の活性挿抜（OIR）、またはコン
ポーネントの温度の変化など、システムハードウェアに関連するステート変更によって生成され

ます。

ロギングイベントバッファのメッセージを表示するには、show logging events buffer, （66ペー
ジ）コマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging

___________________
例 次の例では、ロギングイベントバッファのすべてのバイアラームをリセットする方法を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging events reset all-in-buffer

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングイベントバッファから、すべてのバ

イステートアラームメッセージまたは相関 ID
で指定されたメッセージを削除します。

clear logging events delete, （11ページ）

ロギングイベントバッファのメッセージを表

示します。

show logging events buffer, （66ページ）
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context-correlation
コンテキスト固有の相関をイネーブルにするには、ステートフルまたは非ステートフル相関ルー

ルのコンフィギュレーションモードのいずれかで、context-correlationコマンドを使用します。
コンテキストでの相関をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

context-correlation

nocontext-correlation

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト コンテキストでの相関は、イネーブルになっていません。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、指定されたルールが適用されている各コンテキストについて、コンテキスト固

有の相関をイネーブルにします。たとえば、2つのコンテキスト（context1および context2）に
ルールが適用されている場合、コンテキスト「context1」を持つメッセージは、コンテキスト
「context2」を持つメッセージとは個別に相関されます。

コンテキスト相関フラグの現在の設定を表示するには、show logging correlator rule, （59ページ）
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例では、ステートフル相関ルールのコンテキストで相関をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule stateful_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# context-correlation
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メッセージの相関に関するルールを定義しま

す。

logging correlator rule, （27ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールを表示します。

show logging correlator rule, （59ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

18 OL-26516-02-J  

アラーム管理およびロギング相関コマンド

context-correlation



logging correlator apply rule
相関ルールを適用およびアクティブにし、相関適用ルールのコンフィギュレーションモードを開

始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging correlator apply ruleコマンド
を使用します。相関ルールを非アクティブにするには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingcorrelatorapplyrulecorrelation-rule[all-of-router| contextname| locationnode-id]

nologgingcorrelatorapplyrulecorrelation-rule[all-of-router| contextname| locationnode-id]

___________________
構文の説明

適用する相関ルールの名前。correlation-rule

（任意）ルータ全体に相関ルールを適用します。all-of-router

（任意）指定されたコンテキストに相関ルールを適用します。コン

テキスト数は無制限です。 nameストリングは 32文字までです。
context name

（任意）指定されたノードに相関ルールを適用します。node-id引数
は、rack/slot/moduleの形式で入力します。場所の数は無制限です。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト 相関ルールは適用されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging correlator apply ruleコマンドは、指定されたルールの適用設定を追加または削除する場合
に使用します。これらの設定により、影響を受けるルールに対して相関されるメッセージが決定

されます。

ルールが all-of-routerに適用される場合、メッセージのコンテキストや場所に関係なく、相関さ
れるルールで設定されている原因値と一致するメッセージだけで相関が発生します。
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指定されたコンテキストまたは場所のセットにルールが適用される場合、ルールで設定されてい

る原因値と 1つ以上のコンテキストまたは場所の両方に一致するメッセージだけで相関が発生し
ます。

特定のルールの現在の適用設定を表示するには、show logging correlator rule, （59ページ）コマ
ンドを使用します。

ルールが適用される場合（またはこのルールを含むルールセットが適用される場合）、その

ルールまたはルールセットの適用が解除されるまで、設定によってルール定義を変更できま

せん。

ヒント

適用設定は、ルールおよびそのルールを含む任意の数のルールセットの両方について、同時

に設定できます。この場合、ルールに対する適用設定は、すべての適用設定と結合されます。

ヒント

logging correlator apply ruleコマンドを使用することで、サブモード（config-corr-apply-rule）を開
始し、ルールを適用およびアクティブにできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator apply rule stateful1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#?

all-of-router Apply the rule to all of the router
clear Clear the uncommitted configuration
clear Clear the configuration
commit Commit the configuration changes to running
context Apply rule to specified context
describe Describe a command without taking real actions
do Run an exec command
exit Exit from this submode
location Apply rule to specified location
no Negate a command or set its defaults
pwd Commands used to reach current submode
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#

サブモードでは、キーワードオプションを無効にできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#? no all-of-router
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#? no context
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)#? no location

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、定義済みのコリレータルールを場所に適用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator apply rule rule1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)# location 0/2/CPU0
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

メッセージの相関に関するルールを定義しま

す。

logging correlator rule, （27ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールを表示します。

show logging correlator rule, （59ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールセットを表示します。

show logging correlator ruleset, （63ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 21

アラーム管理およびロギング相関コマンド

logging correlator apply rule



logging correlator apply ruleset
相関ルールセットを適用およびアクティブにし、相関適用ルールセットのコンフィギュレーショ

ンモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging correlator apply
rulesetコマンドを使用します。相関ルールセットを非アクティブにするには、このコマンドの
no形式を使用します。

loggingcorrelatorapplyrulesetcorrelation-ruleset[all-of-router| contextname| locationnode-id]

nologgingcorrelatorapplyrulesetcorrelation-ruleset[all-of-router| contextname| locationnode-id]

___________________
構文の説明

適用する相関ルールセットの名前。correlation-ruleset

（任意）ルータ全体に相関ルールセットを適用します。all-of-router

（任意）指定されたコンテキストに相関ルールセットを適用します。

コンテキスト数は無制限です。nameストリングは32文字までです。
context name

（任意）指定されたノードに相関ルールを適用します。 node-id引数
は、rack/slot/moduleの形式で入力します。場所の数は無制限です。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト 相関ルールセットは適用されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging correlator apply rulesetコマンドは、指定されたルールセットの適用設定を追加または削
除する場合に使用します。これらの設定により、影響を受けるルールに対して相関されるメッ

セージが決定されます。
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ルールセットが all-of-routerに適用される場合、メッセージのコンテキストや場所に関係なく、
相関されるルールで設定されている原因値と一致するメッセージだけで相関が発生します。

指定されたコンテキストまたは場所のセットにルールセットが適用される場合、ルールで設定さ

れている原因値と 1つ以上のコンテキストまたは場所の両方に一致するメッセージだけで相関が
発生します。

特定のルールセットの現在の適用設定を表示するには、show logging correlator ruleset, （63ペー
ジ）コマンドを使用します。

ルールが適用される場合（またはこのルールを含むルールセットが適用される場合）、その

ルールまたはルールセットの適用が解除されるまで、設定によってルール定義を変更できま

せん。

ヒント

適用設定は、ルールおよびそのルールを含む任意の数のルールセットの両方について、同時

に設定できます。この場合、ルールに対する適用設定は、すべての適用設定と結合されます。

ヒント

logging correlator apply rulesetコマンドを使用することで、サブモード（config-corr-apply-ruleset）
を開始し、ルールセットを適用およびアクティブにできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator apply ruleset ruleset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-ruleset)#?
all-of-router Apply the rule to all of the router
clear Clear the uncommitted configuration
clear Clear the configuration
commit Commit the configuration changes to running
context Apply rule to specified context
describe Describe a command without taking real actions
do Run an exec command
exit Exit from this submode
location Apply rule to specified location
no Negate a command or set its defaults
pwd Commands used to reach current submode
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration

RP/0/RSP0 /CPU0:router(config-corr-apply-ruleset)#

サブモードでは、キーワードオプションを無効にできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-ruleset)#? no all-of-router
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-ruleset)#? no context
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-ruleset)#? no location

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例では、定義済みのコリレータルールセットをルータ全体に適用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator apply ruleset ruleset1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-apply-rule)# all-of-router

___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールセットを表示します。

show logging correlator ruleset, （63ページ）
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logging correlator buffer-size
ロギングコリレータバッファのサイズを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging correlator buffer-sizeコマンドを使用します。バッファサイズをデフォルト設定に戻
す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

loggingcorrelatorbuffer-sizebytes

nologgingcorrelatorbuffer-sizebytes

___________________
構文の説明

循環バッファのサイズ（バイト単位）。範囲は 1024～ 52428800バイトで
す。

bytes

___________________
コマンドデフォルト bytes：81920バイト

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging correlator buffer-sizeコマンドは、相関バッファのサイズを設定します。バッファには、
相関レコードのほかに、関連する相関されたメッセージが保持されます。このバッファのサイズ

を超過すると、バッファ内の古い相関から順に、新たに入力された相関と置き換えられます。こ

れらのバッファのリサイクルには、次の基準が使用されます。

•最初に、最も古い非ステートフル相関レコードがバッファから削除されます。

•非ステートフルの相関がそれ以上存在しない場合は、最も古いステートフル相関レコードが
削除されます。

バッファのサイズと、現在使用されているバッファスペースの割合を確認するには、show logging
correlator info, （57ページ）コマンドを使用します。 show logging events buffer, （66ページ）
all-in-bufferコマンドを使用すると、バッファの内容の詳細を表示できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、ロギングコリレータバッファのサイズを 90000バイトに設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator buffer-size 90000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズと、相

関されたメッセージで占有されているバッファ

の割合を表示します。

show logging correlator info, （57ページ）
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logging correlator rule
相関するメッセージのルールを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

logging correlator ruleコマンドを使用します。相関ルールを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

loggingcorrelatorrulecorrelation-ruletype{stateful| nonstateful}

nologgingcorrelatorrulecorrelation-rule

___________________
構文の説明

適用する相関ルールの名前。correlation-rule

ルールのタイプを指定します。type

ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

stateful

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードを開始

します。

nonstateful

___________________
コマンドデフォルト ルールは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging correlator ruleコマンドは、コリレータがロギングコリレータバッファにメッセージを保
存するために使用する相関ルールを定義します。ルールは最低でも、根本原因メッセージ、1つ
または複数の非根本原因メッセージ、およびタイムアウトの 3つの要素で構成されている必要が
あります。
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根本原因メッセージまたは非根本原因メッセージが受信されると、タイマーが開始されます。根

本原因メッセージが syslogに送信されるのに対し、非根本原因メッセージは一時的に保持されま
す。タイマーが期限切れになった後で、根本原因メッセージまたは 1つ以上の非根本原因メッ
セージが受信されると、相関が作成されて相関バッファに保存されます。

ルールは、ステートフルまたは非ステートフルのいずれかのタイプになります。ステートフル

ルールでは、バイステートの根本原因アラームが後でクリアされた場合に、相関バッファからの

非根本原因メッセージの送信が許可されます。非ステートフルルールは、相関が発生した後で、

固定された不変の相関になります。

ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードで使用できるルールパラメータは、次

のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# ?

context-correlation Specify enable correlation on context
nonrootcause nonrootcause alarm
reissue-nonbistate Specify reissue of non-bistate alarms on parent clear
reparent Specify reparent of alarm on parent clear
rootcause Specify root cause alarm: Category/Group/Code combos
timeout Specify timeout
timeout-rootcause Specify timeout for root-cause

RP/0/RSP0/CPU0:routerconfig-corr-rule-st)#

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードで使用できるルールパラメータは、

次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-nonst)# ?

context-correlation Specify enable correlation on context
nonrootcause nonrootcause alarm
rootcause Specify root cause alarm: Category/Group/Code combos
timeout Specify timeout
timeout-rootcause Specify timeout for root-cause

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-nonst)#

ルールは適用されている間は削除や変更がきません。そのため、ルールを変更するには、no
logging correlator applyコマンドを使用してルールの適用を解除する必要があります。

（注）

相関ルールの名前は、すべてのルールタイプの間で一意でなければならず、最大 32文字に制
限されています。

（注）

ロギングコリレータバッファに保存されているメッセージを表示するには、show logging correlator
buffer, （54ページ）を使用します。

相関ルールの設定を確認するには、show logging correlator rule, （59ページ）コマンドを使用し
ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例では、ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードを開始し、ロギングイベ

ントバッファに送信されたコリレータメッセージの収集期間を指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# timeout 50000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

相関ルールを適用およびアクティブにします。logging correlator apply rule, （19ページ）

非根本原因のコンフィギュレーションモードを

開始し、非根本原因アラームを指定します。

nonrootcause, （45ページ）

根本原因アラームがクリアされた後で、コリ

レータログから非バイステートアラームメッ

セージ（イベント）を再発行します。

reissue-nonbistate, （48ページ）

すぐ上位の親がクリアされた場合に、階層的な

相関の中でその次に上位のアクティブな根本原

因に非根本原因メッセージを再配置します。

reparent, （50ページ）

根本原因メッセージアラームを指定します。rootcause, （52ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールを表示します。

show logging correlator rule, （59ページ）

ロギングコリレータルールメッセージの収集

期間を指定します。

timeout, （84ページ）

適用される相関ルールのオプションパラメータ

を指定します。

timeout-rootcause, （86ページ）
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logging correlator ruleset
相関ルールセットのコンフィギュレーションモードを開始し、相関ルールセットを定義するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで logging correlator rulesetコマンドを使用しま
す。相関ルールセットを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingcorrelatorrulesetcorrelation-rulesetrulenamecorrelation-rulename

nologgingcorrelatorrulesetcorrelation-ruleset

___________________
構文の説明

適用する相関ルールセットの名前。correlation-ruleset

相関ルールの名前を指定します。rulename

適用する相関ルールの名前。correlation-rulename

___________________
コマンドデフォルト ルールセットは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging correlator rulesetコマンドは、特定の相関ルールセットを定義します。ルールセットの
名前は一意でなければならず、最大 32文字に制限されています。

ロギングコリレータルールセットを適用するには、logging correlator apply ruleset, （22ページ）
コマンドを使用します。

___________________
例 次の例では、ロギングコリレータルールセットを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator ruleset ruleset_1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)# rulename state_rule
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-ruleset)# rulename state_rule2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

相関ルールセットを適用およびアクティブに

し、相関適用ルールセットのコンフィギュレー

ションモードを開始します。

logging correlator apply ruleset, （22ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

定義済みの相関ルールセット名を表示します。show logging correlator ruleset, （63ページ）
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logging events buffer-size
ロギングイベントバッファのサイズを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging events buffer-sizeコマンドを使用します。バッファサイズをデフォルト値に復元す
る場合は、このコマンドの no形式を使用します。

loggingeventsbuffer-sizebytes

nologgingeventsbuffer-sizebytes

___________________
構文の説明

ロギングイベントバッファのサイズ（バイト単位）。範囲は 1024～ 1024000
バイトです。デフォルト値は 43200バイトです。

bytes

___________________
コマンドデフォルト bytes：43200

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ロギングイベントバッファは、bytes引数で設定された値以下のレコードサイズの倍数に自動
的に調整されます。

（注）

ロギングイベントバッファのサイズを確認するには、show logging events info, （71ページ）コ
マンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

32 OL-26516-02-J  

アラーム管理およびロギング相関コマンド

logging events buffer-size



___________________
例 次の例では、ロギングイベントバッファのサイズを 50000バイトに増加させる方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging events buffer-size 50000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングアラームメッセージの重大度を指定

します。

logging events level, （37ページ）

イベントロギングバッファ容量のしきい値を

指定します。この値を超えると、アラームが発

生します。

logging events threshold, （39ページ）

ロギングコリレータバッファのサイズと使用

可能な容量の情報を表示します。

show logging correlator info, （57ページ）

ロギングイベントバッファのメッセージを表

示します。

show logging events buffer, （66ページ）

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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logging events display-location
show loggingおよび show logging events bufferコマンドの出力でのバイステートアラームのアラー
ムソース場所表示フィールドをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging events display-locationコマンドを使用します。

loggingeventsdisplay-location

nologgingeventsdisplay-location

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト show loggingの出力のアラームソース場所表示フィールドはイネーブルではありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

バイステートアラームの show loggingコマンドの出力が拡張されました。以前は、出力のアラー
ムソースフィールドにはアラームをログに記録したプロセスの場所が表示されていました。

logging events display-locationコマンドを使用すると、show loggingコマンドの出力に、アラーム
の実際のソースを表示するソースフィールドを追加するように設定できます。アラームソース

は、他のプラットフォームや装置でのアラームソース識別と同様の形式で表示されます。新しい

アラームソース表示フィールドは、障害の原因の正確な識別および切り分けを支援します。

デフォルトでは、show loggingコマンドの出力に、新しいアラームソース識別フィールドは含ま
れません。 show loggingの出力のアラームソース場所表示フィールドをイネーブルにした場合
は、show diagコマンドおよび show inventoryコマンドの出力でのハードウェアの場所の表示にも
同じ命名規則が使用されます。
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カスタマーの OSSツールは、デフォルト出力を使ってアラーム出力を解析および解釈してい
ることがあります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次に、アラームソース場所表示フィールドをイネーブルにする前と後のバイステートアラームの

show loggingコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging | inc Interface

Wed Aug 13 01:30:58.461 UTC
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:54.073 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINK-5-CHANGED : Interface
GigabitEthernet0/2/0/0, changed state to Administratively Down
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:59.450 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface
GigabitEthernet0/2/0/0, changed state to Down
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:59.451 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : Line protocol
on Interface GigabitEthernet0/2/0/0, changed state to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:22:11.496 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-5-CHANGED : Interface
MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Administratively Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.842 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface
MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.843 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : Line protocol
on Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.850 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface
MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Up
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.856 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : Line protocol
on Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Up
RP/0/RSP0/CPU0:router# config
Wed Aug 13 01:31:32.517 UTC

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging events display-location

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging | inc Interface

Wed Aug 13 01:31:48.141 UTC
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:54.073 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINK-5-CHANGED : Interface
GigabitEthernet0/2/0/0, changed state to Administratively Down
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:59.450 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : interface
GigabitEthernet0/2/0/0: Interface GigabitEthernet0/2/0/0, changed state to Down
LC/0/2/CPU0:Aug 12 01:20:59.451 : ifmgr[159]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : interface
GigabitEthernet0/2/0/0: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/2/0/0, changed state
to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:22:11.496 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-5-CHANGED : Interface
MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Administratively Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.842 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : interface
MgmtEth0/5/CPU0/0: Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.843 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : interface
MgmtEth0/5/CPU0/0: Line protocol on Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down
RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.850 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : interface
MgmtEth0/5/CPU0/0: Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Up
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RP/0/5/CPU0:Aug 12 01:23:23.856 : ifmgr[202]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-5-UPDOWN : interface
MgmtEth0/5/CPU0/0: Line protocol on Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Up

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングイベントバッファのメッセージを表

示します。

show logging events buffer, （66ページ）
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logging events level
ロギングアラームメッセージの重大度を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging events levelコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

loggingeventslevelseverity

nologgingeventslevel

___________________
構文の説明

ロギングイベントバッファに記録されるイベントの重大度。これより高い重大度

のイベント（数値が小さいイベント）も記録されます。表 2：イベントロギング
のアラーム重大度, （37ページ）に、重大度とそれに対応するシステムの状態を
示します。

severity

___________________
コマンドデフォルト すべての重大度（0～ 6）が記録されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、アラームメッセージが記録されるイベントの重大度を指定します。重大度は、

重大度の値（warningsなど）で指定できます。重大度が指定されている場合、重大度以下のイベ
ントもロギングイベントバッファに書き込まれます。

重大度レベルの値が小さいイベントほど、重要度が高いイベントを表します。（注）

次の表に、システムの重大度とそれに対応する数値、および対応するシステムの状態の説明を示

します。
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表 2：イベントロギングのアラーム重大度

記録されるシステムメッセー

ジ

数値重大度のキーワード

システムは使用不能。0emergencies

ただちにアクションが必要な致

命的なシステムの状態が存在し

ます。

1alerts

致命的なシステムの状態が存在

します。

2critical

致命的ではないエラー。3errors

警告状態。4warnings

システム設定の変更通知。5notifications

システムステートの変更に関

する情報。

6informational

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、警告に対する通知の重大度を設定する方法を示します（レベル 4）。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging events level warnings

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングイベントバッファのサイズを指定し

ます。

logging events buffer-size, （32ページ）

ロギングイベントバッファ容量のしきい値を

指定します。この値を超えると、アラームが発

生します。

logging events threshold, （39ページ）
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logging events threshold
ロギングイベントバッファのしきい値を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging events thresholdコマンドを使用します。この値を超えると、アラームが発生します。
デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingeventsthresholdpercent

nologgingeventsthreshold

___________________
構文の説明

メッセージへのバッファ容量の割り当てとして、アラームが発生しない最小

割合。範囲は 10～ 100です。デフォルト値は 80%です。
percent

___________________
コマンドデフォルト percent：80%

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、10%以上のイベントバッファ容量を使用できる場合にアラームを発生するよう
に設定できます。

ロギングイベントバッファは循環バッファであるため、いっぱいになるとバッファ内の最も古い

メッセージが上書きされます。ロギングイベントバッファが最大容量に到達すると、上書きさ

れたイベント数が、メッセージに割り当てられたバッファ容量の割合を超えたときに次のアラー

ムが発生します。

現在のしきい値設定を表示するには、show logging events info, （71ページ）コマンドを使用しま
す。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、しきい値設定をバッファ容量の 95%に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging events threshold 95

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズを指定

します。

logging events buffer-size, （32ページ）

ロギングアラームメッセージの重大度を指定

します。

logging events level, （37ページ）

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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logging suppress apply rule
ロギング抑制ルールを適用およびアクティブにするには、グローバルコンフィギュレーション

モードで logging suppress apply ruleコマンドを使用します。

loggingsuppressapplyrulerule-name[all-of-router| sourcelocationnode-id]

nologgingsuppressapplyrulerule-name[all-of-router| sourcelocationnode-id]

___________________
構文の説明

アクティブにするロギング抑制ルールの名前。rule-name

（任意）指定されたロギング抑制ルールを、ルータ上のすべての場所

からのアラームに適用します。

all-of-router

（任意）指定されたロギング抑制ルールを、指定したノードからのア

ラームに適用します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力
します。

source location node-id

___________________
コマンドデフォルト ロギング抑制ルールは何も適用されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例では、定義済みのロギング抑制ルールをルータ全体に適用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#logging suppress apply rule infobistate
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-apply-rule)# all-of-router

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを適用して、ルータ上のす

べてのソースからのアラームを抑制します。

all-of-router, （7ページ）

ロギング抑制ルールを適用して、ルータ上の特

定のノードからのアラームを抑制します。

source, （82ページ）
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logging suppress rule
ロギング抑制ルールを作成し、そのルールのコンフィギュレーションモードを開始するには、

logging suppress ruleコマンドを使用します。

loggingsuppressrulerule-name[alarmmsg-categorygroup-namemsg-code| all-alarms]

nologgingsuppressrulerule-name

___________________
構文の説明

ルールの名前。rule-name

（任意）ロギング抑制ルールによって抑制するアラームのタイプを

指定します。

alarm

ルートメッセージのメッセージカテゴリ。msg-category

ルートメッセージのグループ名。group-name

ルートメッセージのメッセージコード。msg-code

（任意）ロギング抑制ルールによってすべてのタイプのアラームを

抑制することを指定します。

all-alarms

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ロギング抑制ルールはありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging suppress ruleコマンドを使用するときに非根本原因アラームを指定せず、後で指定する場
合は、alarmキーワードをプロンプトで入力してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、infobistateという名前のロギング抑制ルールを作成する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress rule infobistate
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-rule)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールによって抑制するアラーム

のタイプを指定します。

alarm, （3ページ）

すべてのタイプのアラームを抑制するロギング

抑制ルールを設定します。

all-alarms, （5ページ）
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nonrootcause
非根本原因のコンフィギュレーションモードを開始し、非根本原因アラームを指定するには、ス

テートフルまたは非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードでnonrootcauseコ
マンドを使用します。

nonrootcausealarmmsg-categorygroup-namemsg-code

___________________
構文の説明

非根本原因アラーム。alarm

（任意）メッセージに割り当てられるメッセージカテゴリ。スペースで区

切ることで、メッセージ（メッセージカテゴリ、グループ、およびコードで

識別）を無制限に指定できます。

msg-category

（任意）メッセージに割り当てられるメッセージグループ。スペースで区

切ることで、メッセージ（メッセージカテゴリ、グループ、およびコードで

識別）を無制限に指定できます。

group-name

（任意）メッセージに割り当てられるメッセージコード。スペースで区切

ることで、メッセージ（メッセージカテゴリ、グループ、およびコードで識

別）を無制限に指定できます。

msg-code

___________________
コマンドデフォルト 非根本原因のコンフィギュレーションモードおよびアラームは指定されていません。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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このコマンドは、非根本原因のコンフィギュレーションモードを開始して、特定の相関ルールに

関連付けられた 1つまたは複数の非根本原因アラームを設定する場合に使用します。

現在のしきい値設定を表示するには、show logging events info, （71ページ）コマンドを使用しま
す。

nonrootcauseコマンドを使用するときに非根本原因アラームを指定せず、後で指定する場合は、
alarmキーワードをプロンプトで入力してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、非根本原因のコンフィギュレーションモードを開始し、このモードで使用できるコ

マンドを表示する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# nonrootcause
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st-nonrc)# ?
alarm Specify non-root cause alarm: Category/Group/Code combos
clear Clear the uncommitted configuration
clear Clear the configuration
commit Commit the configuration changes to running
describe Describe a command without taking real actions
do Run an exec command
exit Exit from this submode
no Negate a command or set its defaults
pwd Commands used to reach current submode
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration

次の例では、アラーム重大度が 4のレイヤ 2ローカル SONETメッセージの非根本原因アラーム
を指定する方法を示します。非根本原因アラームは、state_ruleという名前の相関ルールに関連付
けられています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st-nonrc)# alarm L2 SONET_LOCAL ALARM

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズを指定

します。

logging events buffer-size, （32ページ）

ロギングアラームメッセージの重大度を指定

します。

logging events level, （37ページ）

ロギングイベントバッファ容量のしきい値を

指定します。この値を超えると、アラームが発

生します。

logging events threshold, （39ページ）
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説明コマンド

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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reissue-nonbistate
ステートフルルールの根本原因アラームがクリアされた後で、コリレータログから非バイステー

トアラームメッセージ（イベント）を再発行するには、ステートフルまたは非ステートフル相関

ルールのコンフィギュレーションモードで reissue-nonbistateコマンドを使用します。非バイス
テートの再発行フラグをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

reissue-nonbistate

noreissue-nonbistate

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 根本原因アラームがクリアされた後で、非バイステートアラームメッセージは再発行されませ

ん。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、ステートフル相関の根本原因アラームがクリアされると、その相関に対して保

持されている非根本原因メッセージやバイステートメッセージは自動的に削除され、syslogには
送信されません。非バイステートメッセージを送信する必要がある場合は、この動作が必要な

ルールに対して reissue-nonbistateコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例では、非バイステートアラームメッセージを再発行する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# reissue-nonbistate

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

ロギングイベントバッファのメッセージを表

示します。

show logging events buffer, （66ページ）
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reparent
すぐ上位の親がクリアされた場合に、階層的な相関の中でその次に上位のアクティブな根本原因

に非根本原因メッセージを再配置するには、ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

モードで reparentコマンドを使用します。再配置フラグをディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

reparent

noreparent

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 親となる根本原因がクリアされた後で、非根本原因アラームが syslogに送信されます。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

親となる根本原因アラームがクリアされた場合に、非根本原因アラームが階層的な相関の中でど

のような動作をするか指定するには、reparentコマンドを使用します。次のシナリオでは、再配
置フラグを設定する必要がある状況を示します。

根本原因 Aと非根本原因 Bを持つルール 1

根本原因 Bと非根本原因 Cを持つルール 2

（アラーム Bは、ルール 1に対して非根本原因であり、ルール 2に対しては根本原因です。この
例では、すべてのメッセージがバイステートアラームという前提で説明します）

ルール 1およびルール 2の両方がそれぞれ正常に相関をトリガーすると、これら 2つの相関をリ
ンクする階層が構築されます。アラームBがクリアされると、通常はアラームCが syslogに送信
されます。ただし、階層の上位に存在する根本原因（アラーム A）がアクティブであるため、オ
ペレータはアラーム Cを抑制（相関バッファに保持）し続けることを選択できます。
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再配置フラグを使用することで、非根本原因の動作を指定できます。フラグが設定されている場

合、アラームCは根本原因アラームAの子になります。設定されていない場合は、アラームCが
syslogに送信されます。

再配置などのステートフル動作は、バイステートアラームだけでサポートされています。バ

イステートアラームは、インターフェイスステートがアクティブから非アクティブに変化す

る場合など、システムハードウェアに関連付けられています。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、ステートフルルールに対して再配置フラグを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# reparent
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メッセージの相関に関するルールを定義しま

す。

logging correlator rule, （27ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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rootcause
根本原因アラームメッセージを指定するには、ステートフルまたは非ステートフル相関ルールの

コンフィギュレーションモードで rootcauseコマンドを使用します。

rootcausemsg-categorygroup-namemsg-code

___________________
構文の説明

ルートメッセージのメッセージカテゴリ。msg-category

ルートメッセージのグループ名。group-name

ルートメッセージのメッセージコード。msg-code

___________________
コマンドデフォルト 根本原因アラームは指定されていません。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、特定の相関ルールに対して根本原因メッセージを設定する場合に使用します。

メッセージは、メッセージカテゴリ、グループ、およびコードによって識別されます。カテゴ

リ、グループ、およびコードは、それぞれ 32文字まで指定できます。ステートフル相関ルール
の根本原因メッセージは、バイステートアラームでなければなりません。

相関ルールの根本原因アラームおよび非根本原因アラームを表示するには、show logging events
info, （71ページ）コマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、ステートフル相関ルールに対して根本原因アラームを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# rootcause L2 SONET_LOCAL ALARM
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズを指定

します。

logging events buffer-size, （32ページ）

ロギングアラームメッセージの重大度を指定

します。

logging events level, （37ページ）

ロギングイベントバッファ容量のしきい値を

指定します。この値を超えると、アラームが発

生します。

logging events threshold, （39ページ）

適用される相関ルールのオプションパラメータ

を指定します。

timeout-rootcause, （86ページ）

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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show logging correlator buffer
ロギングコリレータバッファ内のメッセージを表示するには、EXECモードで show logging
correlator bufferコマンドを使用します。

showloggingcorrelatorbuffer{all-in-buffer[ruletype[nonstateful| stateful]]| [rulesource[internal| user]]|
rule-namecorrelation-rule1...correlation-rule14| correlationIDcorrelation-id1..correlation-id14}

___________________
構文の説明

相関バッファ内のすべてのメッセージを表示します。all-in-buffer

（任意）ルールタイプフィルタを表示します。ruletype

（任意）非ステートフルルールを表示します。nonstateful

（任意）ステートフルルールを表示します。stateful

（任意）ルールソースフィルタを表示します。rulesource

（任意）ルールソースフィルタの内部的に定義されている

ルールを表示します。

internal

（任意）ルールソースフィルタのユーザ定義のルールを表示

します。

user

相関ルール名に関連付けられているメッセージを表示します。

スペースで区切ることにより、最大 14個の相関ルールを指定
できます。

rule-name
correlation-rule1...correlation-rule14

相関 IDで識別されるメッセージを表示します。スペースで区
切ることにより、最大 14個の相関 IDを指定できます。範囲
は 0～ 4294967294です。

correlationID
correlation-id1..correlation-id14

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

54 OL-26516-02-J  

アラーム管理およびロギング相関コマンド

show logging correlator buffer



___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、指定された相関 IDまたは相関ルールと一致するロギングコリレータバッファ
のメッセージを表示します。 all-in-bufferキーワードが指定されている場合、ロギングコリレー
タバッファのすべてのメッセージが表示されます。

ruletypeが指定されていない場合、ステートフルおよび非ステートフルのルールが両方とも表示さ
れます。

rulesourceが指定されていない場合、ユーザ定義および内部定義のルールが両方とも表示されま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 show logging correlator bufferコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator buffer all-in-buffer

#C_id.id:Rule Name:Source :Context: Time : Text
#14.1 :Rule1:RP/0/5/CPU0: :Aug 22 13:39:13.693 2007:ifmgr[196]: %PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN :
Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down
#14.2 :Rule1:RP/0/5/CPU0: :Aug 22 13:39:13.693 2007:ifmgr[196]: %PKT_INFRA-LINEPROTO-3-UPDOWN
: Line protocol on Interface MgmtEth0/5/CPU0/0, changed state to Down

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 3：show logging correlator buffer のフィールドの説明

説明フィールド

ロギング相関ルールと一致するイベントに割り

当てられた相関 ID。
C_id.

特定の相関ルールと一致する各イベントに割り

当てられた ID番号。このイベント番号は、ロ
ギング相関ルールと一致した個別の各イベント

を識別するためのインデックスとして機能しま

す。

id
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説明フィールド

ロギング相関ルールでロギングコリレータバッ

ファに対して定義されているメッセージをフィ

ルタリングするロギング相関ルールの名前。

Rule Name

イベントの生成元ノード。Source

イベントが発生した日付と時刻。Time

イベントを説明するメッセージストリング。Text

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズと、相

関されたメッセージで占有されているバッファ

の割合を表示します。

show logging correlator info, （57ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールを表示します。

show logging correlator rule, （59ページ）
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show logging correlator info
ロギングコリレータバッファのサイズと、相関されたメッセージで占有されているバッファの割

合を表示するには、EXECモードで show correlator infoコマンドを使用します。

showloggingcorrelatorinfo

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、ロギングコリレータバッファのサイズと、相関されたメッセージに割り当てら

れているバッファの割合を表示します。

バッファのサイズを設定するには、logging correlator buffer-size, （25ページ） コマンドを使用

します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 次の例では、show logging correlator infoコマンドを使用し、残りのバッファサイズと、相関され

たメッセージに割り当てられている割合を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator info
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Buffer-Size Percentage-Occupied
81920 0.00

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズを指定

します。

logging correlator buffer-size, （25ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

1つまたは複数の定義済みのロギングコリレー
タルールを表示します。

show logging correlator rule, （59ページ）
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show logging correlator rule
定義済みの相関ルールを表示するには、EXECモードで show logging correlator ruleコマンドを使
用します。

showloggingcorrelatorrule{all|
correlation-rule1...correlation-rule14}[contextcontext1...context6][locationnode-id1...node-id6][rulesource{internal|
user}][ruletype{nonstateful| stateful}][summary| detail]

___________________
構文の説明

すべてのルールセットを表示します。all

表示するルールセット名。スペースで区切ることにより、最

大 14個の定義済み相関ルールを指定できます。
correlation-rule1...correlation-rule14

（任意）コンテキストルールのリストを表示します。context context1...context 6

（任意）指定されたノードのルールフィルタのリストの場所を

表示します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力し
ます。

location node-id1...node-id6

（任意）ルールソースフィルタを表示します。rulesource

（任意）ルールソースフィルタの内部的に定義されているルー

ルを表示します。

internal

（任意）ルールソースフィルタのユーザ定義のルールを表示

します。

user

（任意）ルールタイプフィルタを表示します。ruletype

（任意）非ステートフルルールを表示します。nonstateful

（任意）ステートフルルールを表示します。stateful

（任意）サマリー情報を表示します。summary

（任意）詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ruletypeが指定されていない場合、ステートフルおよび非ステートフルのルールがデフォルトで両
方とも表示されます。

rulesourceが指定されていない場合、ユーザ定義および内部定義のルールがデフォルトで両方とも
表示されます。

summaryまたは detailキーワードが指定されていない場合、デフォルトで詳細情報が表示されま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 show logging correlator ruleコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator rule test

Rule Name : test
Type : Non Stateful
Source : User
Timeout : 30000 Rule State: RULE_APPLIED_ALL
Rootcause Timeout : None
Context Correlation : disabled
Reissue Non Bistate : N/A
Reparent : N/A
Alarms :
Code Type: Category Group Message
Root: MGBL CONFIG DB_COMMIT
Leaf: L2 SONET ALARM
Apply Locations: None
Apply Contexts: None
Number of buffered alarms : 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 4：show logging correlator rule のフィールドの説明

説明フィールド

定義済み相関ルールの名前。Rule Name

相関ルールに対して設定されたタイムアウト。Time out

ルールが適用されているかどうかを示します。

ルールがルータ全体に適用される場合は、この

フィールドに「RULE_APPLIED_ALL」と表示
されます。

Rule State

メッセージカテゴリ、グループ、およびコー

ド。

Code Type

ロギング相関ルールで設定されているルート

メッセージのメッセージカテゴリ、グループ、

およびコード。

Root

ロギング相関ルールで設定されている非根本原

因メッセージのメッセージカテゴリ、グルー

プ、およびコード。

Leaf

ルールを適用するノード。ロギング相関ルール

がルータ全体に適用される場合は、このフィー

ルドに「None」と表示されます。

Apply Locations

ルールを適用するコンテキスト。ロギング相関

ルールがコンテキストに適用するように設定さ

れていない場合は、このフィールドに「None」
と表示されます。

Apply Contexts

___________________
関連コマンド

説明コマンド

相関ルールを適用およびアクティブにします。logging correlator apply rule, （19ページ）

メッセージの相関に関するルールを定義しま

す。

logging correlator rule, （27ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）
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説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズと、相

関されたメッセージで占有されているバッファ

の割合を表示します。

show logging correlator info, （57ページ）
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show logging correlator ruleset
定義済みの相関ルールセット名を表示するには、EXECモードで show logging correlator ruleset
コマンドを使用します。

showloggingcorrelatorruleset{all| correlation-ruleset1...correlation-ruleset14}[detail| summary]

___________________
構文の説明

すべてのルールセット名を表示します。all

表示するルールセット名。スペースで区切ることにより、

最大 14個の定義済みルールセット名を指定できます。
correlation-ruleset1...correlation-ruleset14

（任意）詳細情報を表示します。detail

（任意）サマリー情報を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト 何も指定されていない場合、detailがデフォルトです。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ruletypeが指定されていない場合、ステートフルおよび非ステートフルのルールがデフォルトで両
方とも表示されます。

rulesourceが指定されていない場合、ユーザ定義および内部定義のルールがデフォルトで両方とも
表示されます。

summaryとdetailのどちらのオプションも指定されていない場合は、デフォルトとして詳細情報が
表示されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 show logging correlator rulesetコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator RuleSetOne RuleSetTwo

Rule Set Name : RuleSetOne
Rules: Rule1 : Applied
Rule2 : Applied
Rule3 : Applied
Rule Set Name : RuleSetTwo
Rules: Rule1 : Applied
Rule5 : Not Applied

allオプションが指定されている場合の show logging correlator rulesetコマンドの出力例は、次の
とおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator ruleset all

Rule Set Name : RuleSetOne
Rules: Rule1 : Applied
Rule2 : Applied
Rule3 : Applied
Rule Set Name : RuleSetTwo
Rules: Rule1 : Applied
Rule5 : Not Applied
Rule Set Name : RuleSetThree
Rules: Rule2 : Applied
Rule3 : Applied

allおよび summaryオプションが指定されている場合の show logging correlator rulesetコマンドの
出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging correlator ruleset all summary
RuleSetOne
RuleSetTwo
RuleSetThree

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 5：show logging correlator ruleset のフィールドの説明

説明フィールド

ルールセットの名前。Rule Set Name

ルールセットに含まれるすべてのルールが一覧

表示されます。

Rules

ルールが適用されています。Applied

ルールが適用されていません。Not Applied
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

相関ルールを適用およびアクティブにします。logging correlator apply rule, （19ページ）

メッセージの相関に関するルールを定義しま

す。

logging correlator rule, （27ページ）

ロギングコリレータバッファのメッセージを

表示します。

show logging correlator buffer, （54ページ）

ロギングコリレータバッファのサイズと、相

関されたメッセージで占有されているバッファ

の割合を表示します。

show logging correlator info, （57ページ）

定義済みの相関ルールを表示します。show logging correlator rule, （59ページ）
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show logging events buffer
ロギングイベントバッファ内のメッセージを表示するには、EXECモードで show logging events
bufferコマンドを使用します。

showloggingeventsbuffer[admin-level-only][all-in-buffer][bistate-alarms-set][categoryname][contextname][event-hi-limitevent-id][event-lo-limitevent-id][firstevent-count][groupmessage-group][lastevent-count][locationnode-id][messagemessage-code][severity-hi-limitseverity][severity-lo-limitseverity][timestamp-hi-limithh:mm:ss[month][day][year]timestamp-lo-limithh:mm:ss[month][day][year]]

___________________
構文の説明

管理レベルのイベントだけを表示します。admin-level-only

イベントバッファ内のすべてのイベント IDを表示します。all-in-buffer

SETステートのバイステートアラームを表示します。bistate-alarms-set

指定されたカテゴリのイベントを表示します。category name

指定されたコンテキストのイベントを表示します。context name

event-id引数で指定されたイベント ID以下のイベント IDを持つイベン
トを表示します。範囲は 0～ 4294967294です。

event-hi-limit event-id

event-id引数で指定されたイベント ID以上のイベント IDを持つイベン
トを表示します。範囲は 0～ 4294967294です。

event-lo-limit event-id

ロギングイベントバッファ内の最初のイベントから順にイベントを表

示します。event-count引数には、表示するイベントの数を指定します。
first event-count

指定されたメッセージグループのイベントを表示します。group message-group

ロギングイベントバッファ内の最後のイベントから順にイベントを表

示します。event-count引数には、表示するイベントの数を指定します。
last event-count

指定された場所のイベントを表示します。 node-id引数は、
rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

指定されたメッセージコードを持つイベントを表示します。message message-code

指定された重大度以下の重大度を持つイベントを表示します。severity-hi-limit
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重大度。有効な値は次のとおりです。

• emergencies

• alerts

• critical

• errors

• warnings

• notifications

• informational

重大度の設定とそれに対応するシステムの状態は、logging
events levelコマンドの「使用上のガイドライン」に記載され
ています。重大度レベルの値が小さいイベントほど、重要度

が高いイベントを表します。

（注）

severity

指定された重大度以上の重大度を持つイベントを表示します。severity-lo-limit

指定されたタイムスタンプ以前のタイムスタンプを持つイベントを表

示します。

timestamp-hi-limit
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timestamp-hi-limitまたは timestamp-lo-limitキーワードのタイムスタ
ンプ。month、day、および yearの各引数を指定していない場合は、デ
フォルトで現在の月、日、および年になります。

hh : mm : ss month day year引数の範囲は、次のとおりです。

• hh :：時。範囲は 00～ 23です。 hh引数の後ろには、コロンを挿
入する必要があります。

• mm :：分。範囲は 00～ 59です。 mm引数の後ろには、コロンを
挿入する必要があります。

• ss：秒。範囲は 00～ 59です。

• month：（任意）月。 month引数の値は次のとおりです。

◦ january

◦ february

◦ march

◦ april

◦ may

◦ june

◦ july

◦ august

◦ september

◦ october

◦ november

◦ december

• day：（任意）日。範囲は 01～ 31です。

• year：（任意）年。年の末尾 2桁を指定します（たとえば、2004
年の場合は 04）。範囲は 01～ 37です。

hh : mm : ss [month] [day]
[year]

指定されたタイムスタンプ以降のタイムスタンプを持つイベントを表

示します。

timestamp-lo-limit

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、記述が一致するロギングイベントバッファのメッセージを表示します。すべ

ての条件が満たされている場合に、記述が一致していると見なされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 show logging events buffer all-in-bufferコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events buffer all-in-buffer

#ID :C_id:Source :Time :%CATEGORY-GROUP-SEVERITY-MESSAGECODE: Text

#1 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:57:54 2004:nvram[66]: %MEDIA-NVRAM_PLATFORM-3-BAD_N
VRAM_VAR : ROMMON variable-value pair: '^['[19~CONFIG_FILE = disk0:config/startup, contains
illegal (non-printable)characters
#2 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:58:21 2004:psarb[238]: %PLATFORM-PSARB-5-GO_BID :
Card
is going to bid state.
#3 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:58:22 2004:psarb[238]: %PLATFORM-PSARB-5-GO_ACTIVE :
Card is becoming active.
#4 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:58:22 2004:psarb[238]: %PLATFORM-PSARB-6-RESET_ALL_LC_
CARDS : RP going active; resetting all linecards in chassis
#5 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:58:22 2004:redcon[245]: %HA-REDCON-6-GO_ACTIVE : this
card going active
#6 : :RP/0/RSP0/CPU0:Jan 9 08:58:22 2004:redcon[245]: %HA-REDCON-6-FAILOVER_ENABLED
: Failover has been enabled by config

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 6：show logging correlator buffer のフィールドの説明

説明フィールド

ロギングイベントバッファ内の各イベントに

割り当てられた整数。

#ID
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説明フィールド

ロギング相関ルールと一致したイベントに割り

当てられた相関 ID。
C_id.

イベントの生成元ノード。Source

イベントが発生した日付と時刻。Time

イベントに関するカテゴリ、グループ名、重大

度、およびメッセージコード。

%CATEGORY-GROUP-SEVERITY-MESSAGECODE

イベントを説明するメッセージストリング。Text

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングイベントバッファの設定と動作メッ

セージを表示します。

show logging events info, （71ページ）
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show logging events info
ロギングイベントバッファの設定および動作情報を表示するには、EXECモードで show logging
events infoコマンドを使用します。

showloggingeventsinfo

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、ロギングイベントバッファのサイズ、バッファの最大サイズ、保存されている

レコード数、循環的保存方法における最大許容レコード数のしきい値、およびメッセージフィル

タリングに関する情報を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 show logging events infoコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging events info

Size (Current/Max) #Records Thresh Filter
16960 /42400 37 90 Not Set
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 7：show logging events info のフィールドの説明

説明フィールド

ロギングイベントバッファの現在のサイズお

よび最大サイズ。バッファの最大サイズは、

logging events buffer-size, （32ページ）コマン
ドによって制御します。

Size (Current/Max)

ロギングイベントバッファに保存されている

イベントレコードの数。

#Records

設定されているロギングイベントのしきい値。

このフィールドは、logging events threshold, （
39ページ）コマンドによって制御します。

Thresh

表示されるイベントの最小重大度。このフィー

ルドは、logging events level, （37ページ）コ
マンドによって制御します。

Filter

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングコリレータバッファのサイズを指定

します。

logging events buffer-size, （32ページ）

ロギングアラームメッセージの重大度を指定

します。

logging events level, （37ページ）

ロギングイベントバッファ容量のしきい値を

指定します。この値を超えると、アラームが発

生します。

logging events threshold, （39ページ）

タイプ、時間、または重大度に応じた、ロギン

グイベントバッファ内のメッセージに関する

情報を表示します。

show logging events buffer, （66ページ）
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show logging suppress rule
定義済みのロギング抑制ルールを表示するには、show logging suppression ruleコマンドを EXEC
モードで使用します。

showloggingsuppressrule[rule-name1[...[ rule-name14 ]]| all[detail][summary][sourcelocationnode-id]]

___________________
構文の説明

表示するロギング抑制ルールを最大 14個指定します。rule-name1 [...[rule-name14]]

すべてのロギング抑制ルールを表示します。all

（任意）指定されたノードのルールフィルタのリストの場所を表

示します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。
source location node-id

（任意）詳細情報を表示します。detail

（任意）サマリー情報を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging
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___________________
例 次の例では、設定済みでまだアクティブ化されていないロギング抑制ルールに関する情報を表示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging suppression rule test_suppression

Rule Name : test_suppression
Rule State: RULE_UNAPPLIED
Severities : informational, critical
Alarms :

Category Group Message
CAT_C GROUP_C CODE_C
CAT_D GROUP_D CODE_D

Apply Alarm-Locations: PLIM-0/2, PowerSupply-0/A/A0
Apply Sources: 0/RP0/CPU0, 1/6/SP

Number of suppressed alarms : 0

次の例では、ルータ上の特定のソース場所に適用されるすべてのロギング抑制ルールに関する情

報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging suppress rule all source location 0/RP0/CPU0

Rule Name : test_suppression
Rule State: RULE_APPLIED_ALL
Severities : N/A
Alarms :

Category Group Message
CAT_E GROUP_F CODE_G

Apply Alarm-Locations: None
Apply Sources: 0/RP0/CPU0

Number of suppressed alarms : 0

次の例では、すべてのロギング抑制ルールに関するサマリー情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging suppression rule all summmary
Rule Name :Number of Suppressed Alarms
Mike1 0
Mike2 0
Mike3 0
Real1 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを適用してアクティブ化し

ます。

logging suppress apply rule, （41ページ）

ロギング抑制ルールを作成します。logging suppress rule, （43ページ）
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show snmp correlator buffer
SNMPコリレータバッファ内のメッセージを表示するには、EXECモードで show snmp correlator
bufferを使用します。

showsnmpcorrelatorbuffer[all| correlation ID | rule-namename]

___________________
構文の説明

コリレータバッファ内のすべてのメッセージを表示します。all

相関 IDで識別されるメッセージを表示します。範囲は 0～ 4294967294で
す。スペースで区切ることにより、最大 14個の相関ルールを指定できま
す。

correlation id

SNMP相関ルール名に関連付けられているメッセージを表示します。ス
ペースで区切ることにより、最大 14個の相関ルールを指定できます。

rule-name name

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.8.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りsnmp
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___________________
例 この例は、show snmp correlator bufferコマンドの出力を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show snmp correlator buffer correlationID 10
Correlation ID : 10
Rule : ospf-trap-rule
Rootcause: 1.3.6.1.6.3.1.1.5.3
Time : Dec 14 02:32:05
Varbind(s):

ifIndex.17 = 17
ifDescr.17 = POS0/7/0/0
ifType.17 = other(1)
cieIfStateChangeReason.17 = down

Nonroot : 1.3.6.1.2.1.14.16.2.2
Time: Dec 14 02:32:04
Varbind(s):

ospfRouterId = 1.1.1.1
ospfNbrIpAddr = 30.0.28.2
ospfNbrAddressLessIndex = 0
ospfNbrRtrId = 3.3.3.3
ospfNbrState = down(1)
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show snmp correlator info
SNMPコリレータバッファのサイズと、相関されたメッセージで占有されているバッファの割合
を表示するには、EXECモードで show snmp correlator infoコマンドを使用します。

showsnmpcorrelatorinfo

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.8.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りsnmp

___________________
例 この例は、show snmp correlator infoコマンドの出力を示します。相関されたメッセージに割り当

てられているバッファの残りのサイズと割合が表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show snmp correlator info

Buffer-Size Percentage-Occupied
85720 0.00
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show snmp correlator rule
定義済みの SNMP相関ルールを表示するには、EXECモードで show snmp correlator ruleコマン
ドを使用します。

showsnmpcorrelatorrule[all| rule-name]

___________________
構文の説明

すべてのルールセットを表示します。all

ルールの名前を指定します。スペースで区切ることにより、最大 14個の
定義済み SNMP相関ルールを指定できます。

rule-name

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.8.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りsnmp

___________________
例 この例は、show snmp correlator ruleコマンドの出力を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show snmp correlator rule rule_1
Rule Name : rule_1

Time out : 888 Rule State: RULE_APPLIED_ALL
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Root: OID : 1.3.6.1.2.1.11.0.2
vbind : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2 value /3\.3\.\d{1,3}\.\d{1,3}/
vbind : 1.3.6.1.2.1.5.8.3 index val

Nonroot: OID : 1.3.6.1.2.1.11.3.3
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show snmp correlator ruleset
定義済みの SNMP相関ルールセット名を表示するには、EXECモードで show snmp correlator
rulesetコマンドを使用します。

showsnmpcorrelatorruleset[all| ruleset-name]

___________________
構文の説明

すべてのルールセット名を表示します。all

ルールセットの名前を指定します。スペースで区切ることにより、最大

14個の定義済みルールセット名を指定できます。
ruleset-name

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.8.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りsnmp

___________________
例 この例は、show snmp correlator rulesetコマンドの出力を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show snmp correlator ruleset test
Rule Set Name : test
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Rules: chris1 : Not Applied
chris2 : Applied
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source
ルータ上の特定のノードからのアラームにロギング抑制ルールを適用するには、sourceコマンド
をロギング抑制適用ルールコンフィギュレーションモードで使用します。

sourcelocationnode-id

___________________
構文の説明

ノードを指定します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入
力します。

location node-id

___________________
コマンドデフォルト スコープは、デフォルトでは何も設定されません。

___________________
コマンドモード ロギング抑制適用ルールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging

___________________
例 次の例では、0/RP0/CPU0からのアラームを抑制するようにロギング抑制ルール infobistateを設定

する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress apply rule infobistate
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-suppr-apply-rule)# source location 0/RP0/CPU0
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギング抑制ルールを適用してアクティブ化し

ます。

logging suppress apply rule, （41ページ）
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timeout
ロギングコリレータルールメッセージの収集期間を指定するには、ステートフルまたは非ステー

トフル相関ルールのコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用します。タイムア
ウト時間を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

timeout[ milliseconds ]

notimeout

___________________
構文の説明

指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。milliseconds

___________________
コマンドデフォルト タイムアウト時間は指定されていません。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

適用されている各相関ルールには、タイムアウト値が指定されている必要があります。相互に相

関できるのは、このタイムアウト時間内にキャプチャされたメッセージだけです。

タイムアウトは、相関ルールに対して一致する最初のメッセージが受信されて時点で開始されま

す。非根本原因メッセージが保持されるのに対し、根本原因メッセージが受信された場合は、た

だちに syslogに送信されます。

タイムアウトが期限切れになり、根本原因メッセージが受信されていない場合は、タイムアウト

時間内にキャプチャされたすべての非根本原因メッセージが syslogにレポートされます。タイム
アウト時間内に根本原因メッセージが受信された場合は、相関が作成されて、相関バッファに配

置されます。
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根本原因アラームは、最初に出現するとは限りません。相関の期間内であれば、どの時点で

も出現する可能性があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、60,000ミリ秒（1分）のタイムアウト時間でロギング相関ルールを定義する方法を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# timeout 60000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コリレータがロギングイベントバッファにメッ

セージを記録するルールを定義します。

logging correlator rule, （27ページ）

適用される相関ルールのオプションパラメータ

を指定します。

timeout-rootcause, （86ページ）
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timeout-rootcause
適用されている相関ルールのオプションパラメータを指定するには、ステートフルまたは非ス

テートフル相関ルールのコンフィギュレーションモードで timeout-rootcauseコマンドを使用しま
す。タイムアウト時間を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

timeout-rootcause[ milliseconds ]

notimeout-rootcause

___________________
構文の説明

指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。milliseconds

___________________
コマンドデフォルト 根本原因アラームのタイムアウト時間は指定されていません。

___________________
コマンドモード ステートフル相関ルールのコンフィギュレーションモード

非ステートフル相関ルールのコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

根本原因のタイムアウトが設定されている場合、非根本原因メッセージが最初に受信されると、

次の動作が発生します。

•根本原因のタイムアウトが設定されている場合、非根本原因メッセージが最初に受信される
と、次の動作が発生します。

根本原因のタイムアウトが期限切れになる前に根本原因メッセージが受信された場合、メイ

ンルールのタイムアウトの残り時間を使用して、通常どおり相関が継続されます。

•根本原因のタイムアウトが期限切れになる前に根本原因メッセージが受信されなかった場
合、根本原因のタイムアウト時間内に保持されていたすべての非根本原因メッセージがsyslog
に送信され、相関が終了します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、根本原因アラームに対してタイムアウト時間を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging correlator rule state_rule type stateful
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-corr-rule-st)# timeout-rootcause 50000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コリレータがロギングイベントバッファにメッ

セージを記録するルールを定義します。

logging correlator rule, （27ページ）
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Embedded Event Manager コマンド

このモジュールでは、Embedded Event Manager（EEM）の動作属性の設定と EEMの動作のモニ
タに使用するコマンドについて説明します。

Cisco IOS XRソフトウェア EEMは、Cisco IOS XRソフトウェアハイアベイラビリティサービ
スの一部分で検出されたイベントに関する情報を交換するうえで、中心的な役割を果たします。

EEMは、システムの障害検出、障害回復、プロセス信頼性統計情報を処理します。EEMはポリ
シーによって駆動されており、ニーズに合わせてシステムのハイアベイラビリティモニタリン

グ機能を設定できます。

EEMは、システムの各プロセスによって達成された信頼性の評価を監視します。テスト中にこ
のようなメトリックを使用することで、信頼性またはアベイラビリティの目標を満たしていない

コンポーネントを識別し、修正アクションを実行できます。

EEMの概念、設定作業、および例の詳細については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemMonitoring ConfigurationGuide』の「Configuring andManaging Embedded EventManager
Policies」モジュールを参照してください。

• event manager directory user, 91 ページ

• event manager environment, 94 ページ

• event manager policy, 96 ページ

• event manager refresh-time, 100 ページ

• event manager run, 102 ページ

• event manager scheduler suspend, 104 ページ

• show event manager directory user, 106 ページ

• show event manager environment, 108 ページ

• show event manager metric hardware , 110 ページ

• show event manager metric process, 112 ページ

• show event manager policy available, 116 ページ

• show event manager policy registered, 118 ページ
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• show event manager refresh-time, 121 ページ

• show event manager statistics-table, 123 ページ
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event manager directory user
ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の Embedded EventManager（EEM）ポリシーを保存
するためのディレクトリ名を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで event
manager directory userコマンドを使用します。ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の
EEMポリシーを保存するディレクトリの使用をディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

eventmanagerdirectoryuser{librarypath| policypath}

noeventmanagerdirectoryuser{librarypath| policypath}

___________________
構文の説明

ユーザライブラリファイルを保存するためのディレクトリ名を指定しま

す。

library

フラッシュデバイスのユーザディレクトリの絶対パス名。path

ユーザ定義の EEMポリシーを保存するためのディレクトリ名を指定しま
す。

policy

___________________
コマンドデフォルト ユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の EEMポリシーを保存するためのディレクトリ名

は指定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco IOS XRソフトウェアでは、Tool Command Language（TCL）スクリプト言語を使用して作成
したポリシーファイルだけがサポートされています。 TCLソフトウェアは、EEMをネットワー
クデバイスにインストールする際に、Cisco IOS XRソフトウェアイメージで提供されます。 .tcl
拡張子を持つファイルは、EEMポリシー、TCLライブラリファイル、または tclindexという名前
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の特殊な TCLライブラリインデックスとして使用できます。 tclindexファイルには、ユーザ関数
名とそのユーザ関数（プロシージャ）を含むライブラリファイルのリストが含まれています。

EEMは、TCLが tclindexファイルの処理を開始すると、ユーザライブラリディレクトリを検索
します。

ユーザライブラリ

ユーザライブラリディレクトリは、EEMポリシーの作成に関連するユーザライブラリファイル
を保存するために必要です。EEMポリシーを記述する予定がない場合は、ユーザライブラリディ
レクトリを作成する必要はありません。

EEMに対して識別する前にユーザライブラリディレクトリを作成するには、EXECモードで
mkdirコマンドを使用します。ユーザライブラリディレクトリを作成した後で、ユーザライブ
ラリディレクトリに .tclライブラリファイルをコピーするには、copyコマンドを使用します。

ユーザポリシー

ユーザポリシーディレクトリは、ユーザ定義ポリシーファイルを保存するために必要です。EEM
ポリシーを記述する予定がない場合は、ユーザポリシーディレクトリを作成する必要はありませ

ん。 EEMは、event manager policy policy-name userコマンドが入力されたときにユーザポリシー
ディレクトリを検索します。

EEMに対して識別する前にユーザポリシーディレクトリを作成するには、EXECモードでmkdir
コマンドを使用します。ユーザポリシーディレクトリを作成した後で、ユーザポリシーディレ

クトリにポリシーファイルをコピーするには、copyコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeem

___________________
例 次の例では、ユーザライブラリディレクトリのパス名を disk0の /usr/lib/tclに設定する方法を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager directory user library disk0:/usr/lib/tcl

次の例では、EEMユーザポリシーディレクトリの場所を disk0の /usr/fm_policiesに設定する方法
を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager directory user policy disk0:/usr/fm_policies

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）
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説明コマンド

フラッシュファイルシステムに新しいディレ

クトリを作成します。

mkdir

ユーザライブラリおよびポリシーファイルを

保存するためのディレクトリ名を表示します。

show event manager directory user, （106ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 93

Embedded Event Manager コマンド
event manager directory user



event manager environment
Embedded Event Manager（EEM）環境変数を設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで event manager environmentコマンドを使用します。設定を削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

eventmanagerenvironmentvar-name[ var-value ]

noeventmanagerenvironmentvar-name

___________________
構文の説明 EEM環境設定変数に割り当てる名前。var-name

（任意）環境変数var-nameに配置する一連の文字列（埋め込みスペー
スを含む）。

var-value

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

環境変数を EEMポリシーで使用できるのは、その変数が、event manager environmentコマンド
を使用して設定されたときです。このコマンドの no形式を使用して削除すると使用できなくな
ります。

通例として、シスコによって定義されたすべての環境変数の名前は、他の変数と区別するために

アンダースコア文字で始まります（たとえば _show_cmd）。

var-value引数では、スペースを使用できます。このコマンドは、var-name引数の後から行の最後
までのすべての文字列を var-value引数の一部として解釈します。
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event manager environmentコマンドを使用して設定される前または後に、すべての EEM環境変
数の名前および値を表示するには、show event manager environment, （108ページ） コマンドを使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeem

___________________
例 次の例では、一連の EEM環境変数を定義する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _show_cmd show eem manager policy
registered
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _email_server alpha@cisco.com
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _email_from beta@cisco.com
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _email_to beta@cisco.com
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager environment _email_cc

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての EEM環境変数の名前および値を表示
します。

show event manager environment, （108ページ）
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event manager policy
EmbeddedEventManager（EEM）ポリシーをEEMに登録するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで event manager policyコマンドを使用します。 EEMポリシーの EEMへの登録を
解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

eventmanagerpolicypolicy-nameusernameusername[persist-time[seconds| infinite]| type{system| user}]

noeventmanagerpolicypolicy-name[usernameusername]

___________________
構文の説明

ポリシーファイルの名前。policy-name

スクリプトの実行に使用するユーザ名を指定します。 この名前は、現在ロ

グインしているユーザと異なる名前でもかまいません。ただし、登録する

ユーザは、スクリプトを実行するユーザ名のスーパーセットである権限を

所有している必要があります。 そうでない場合は、スクリプトは登録され

ず、コマンドは拒否されます。

また、スクリプトを実行するユーザ名は、登録されるEEMポリシーが発行
するコマンドへのアクセス権を所有している必要があります。

username username

（任意）ユーザ名認証が有効である時間の長さ（秒）。デフォルトの時間

は 3600秒（1時間）です。 secondsの範囲は、0～ 4294967294です。ユー
ザ名の認証がキャッシュされないようにするには、0を指定します。ユー
ザ名が無効としてマーキングされないようにするには、infiniteキーワード
を指定します。

persist-time [seconds
| infinite]

（任意）ポリシーのタイプを指定します。type

（任意）シスコによって定義されたシステムポリシーを登録します。system

（任意）ユーザ定義のポリシーを登録します。user

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの持続時間は 3600秒（1時間）です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EEMは、ポリシー自体に含まれているイベントの指定内容に基づいて、ポリシーをスケジューリ
ングおよび実行します。 event manager policyコマンドが呼び出されると、EEMはポリシーを確
認し、指定されたイベントが発生した場合に実行されるように登録します。EEMスクリプトは、
このコマンドの no形式が入力されない限り、EEMによるスケジューリングが可能です。

AAA許可（eventmanagerおよび defaultキーワードを使用した aaa authorizationコマンドな
ど）を設定していない場合は、EEMポリシーを登録できません。ポリシーを登録するために
は、eventmanagerおよび defaultキーワードを設定する必要があります。 AAA認証の設定の
詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Security Configuration
Guide』の「Configuring AAA Services on Cisco ASR 9000シリーズルータ」モジュールを参照し
てください。

（注）

Username

スクリプトの実行に使用するユーザ名を、usernameusernameキーワードおよび引数を使用して入
力します。この名前は、現在ログインしているユーザと異なる名前でもかまいません。ただし、

登録するユーザは、スクリプトを実行するユーザ名のスーパーセットである権限を所有している

必要があります。 そうでない場合は、スクリプトは登録されず、コマンドは拒否されます。ま

た、スクリプトを実行するユーザ名は、登録されるEEMポリシーが発行するコマンドへのアクセ
ス権を所有している必要があります。

Persist-time

スクリプトの初回登録時は、スクリプトに対して設定された usernameが認証されます。認証に
失敗した場合、または AAAサーバがダウンしている場合は、スクリプトの登録が失敗します。

スクリプトの登録後は、スクリプトの実行のたびにユーザ名が認証されます。

AAAサーバがダウンしている場合は、ユーザ名の認証をメモリから読み取れます。このユーザ名
の認証をメモリに保持する秒数は、persist-timeによって決定します。

• AAAサーバがダウンしているが、persist-timeがまだ期限切れになっていない場合は、メモ
リ内のユーザ名が認証され、スクリプトが実行されます。

• AAAサーバがダウンしていて、かつ persist-timeが期限切れの場合は、認証は失敗となり、
スクリプトは実行されません。

設定された refresh-timeが期限切れになると、EEMは AAAサーバに問い合わせを行い、ユー
ザ名の再認証の更新を試行します。詳細については、eventmanager refresh-time, （100ページ）
コマンドを参照してください。

（注）
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persist-timeには、次の値を使用できます。

•デフォルトの persist-timeは、3600秒（1時間）です。 event manager policyコマンドを入力
するときに persist-timeキーワードを省略すると、persist-timeが 1時間に設定されます。

•ユーザ名の認証がキャッシュされないようにするには、0を指定します。AAAサーバがダウ
ンしている場合は、ユーザ名は認証されず、スクリプトは実行されません。

•ユーザ名が無効としてマーキングされないようにするには、infiniteを指定します。キャッ
シュに保持されたユーザ名の認証は、期限切れになりません。 AAAサーバがダウンしてい
る場合、ユーザ名はキャッシュから認証されます。

Type

typeキーワードを指定せずに event manager policyコマンドを入力すると、指定されたポリシー
ファイルが、まずシステムポリシーディレクトリで検索されます。システムポリシーディレク

トリ内でファイルが見つかった場合、そのポリシーがシステムポリシーとして登録されます。指

定されたポリシーファイルがシステムポリシーディレクトリ内で見つからなかった場合、ユー

ザポリシーディレクトリが検索されます。指定されたファイルがユーザポリシーディレクトリ

内で見つかった場合、そのポリシーファイルがユーザポリシーとして登録されます。同じ名前

を持つポリシーファイルがシステムポリシーディレクトリとユーザポリシーディレクトリの両

方で見つかった場合は、システムポリシーディレクトリ内のポリシーファイルが優先され、そ

のポリシーファイルがシステムポリシーとして登録されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeem

___________________
例 次の例では、ユーザポリシーディレクトリ内の cron.tclというユーザ定義のポリシーを登録する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager policy cron.tcl username joe

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ユーザライブラリファイルを保存するディレ

クトリを指定します。

event manager environment, （94ページ）

システムが AAAサーバへの問い合わせとユー
ザ名の再認証の更新を行う間隔を指定します。

event manager refresh-time, （100ページ）

すべての EEM環境変数の名前および値を表示
します。

show event manager environment, （108ページ）
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説明コマンド

登録が可能な EEMポリシーを表示します。show event manager policy available, （116ペー
ジ）

登録済みの EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered, （118ペー
ジ）
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event manager refresh-time
Embedded Event Manager（EEM）のユーザ認証の更新間隔を定義するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで event manager refresh-timeコマンドを使用します。システムをデフォ
ルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

eventmanagerrefresh-timeseconds

noeventmanagerrefresh-timeseconds

___________________
構文の説明

ユーザ認証更新の間隔（秒）。範囲は 10～ 4294967295です。seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの更新時間は 1800秒（30分）です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

設定された refresh-timeが期限切れになると、EEMは AAAサーバに問い合わせを行い、ユーザ
名の再認証の更新を試行します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeem
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___________________
例 次の例では、更新時間を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager refresh-time 1900
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event manager run
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを手動で実行するには、EXECモードで event manager
runコマンドを使用します。

eventmanagerrunpolicy[argument[...[ argument15 ]]]

___________________
構文の説明

ポリシーファイルの名前。policy

ポリシーに渡す引数。指定できる引数は、最大で 15個で
す。

[argument[...[argument15]]]

___________________
コマンドデフォルト 登録済みの EEMポリシーは実行されません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EEMは、通常、ポリシーそのものに含まれるイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリン
グし、実行します。 eventmanager runコマンドを使用すると、ポリシーを手動で実行できます。

ポリシーファイル内の引数を照会するには、次の例に示すように TCLコマンド event_reqinfoを
使用します。

array set arr_einfo [event_reqinfo] set argc $arr_einfo(argc) set arg1
$arr_einfo(arg1)

event manager runコマンドを使用してポリシーを実行する前に、event manager policy, （96ペー
ジ）コマンドを使用してポリシーを登録します。ポリシーは、イベントタイプを指定しなくて

も登録できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 次の event manager runコマンドの例では、policy-manual.tclという名前の EEMポリシーを手動で

実行する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# event manager run policy-manual.tcl parameter1 parameter2 parameter3

RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.169 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of arg2 is parameter2.

RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.170 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of argc is 3.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.171 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of arg3 is parameter3.

RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.172 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_type_string
is none.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.172 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_pub_sec
is 1190283990.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.173 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_pub_time
is 1190283990.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.173 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_id is 3.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.174 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of arg1 is parameter1.

RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.175 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_type is
16.
RP/0/RSP0/CPU0:Sep 20 10:26:31.175 : user-plocy.tcl[65724]: The reqinfo of event_pub_msec
is 830

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）
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event manager scheduler suspend
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーのスケジューリング実行をただちに停止するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで event manager scheduler suspendコマンドを使用しま
す。システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

eventmanagerschedulersuspend

noeventmanagerschedulersuspend

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ポリシーのスケジューリングは、デフォルトでアクティブです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべてのポリシーのスケジューリング要求を停止するには、eventmanager scheduler suspendコマ
ンドを使用します。このコマンドの no形式を入力するまで、スケジューリングは実行されませ
ん。このコマンドの no形式を使用すると、ポリシーのスケジューリングが再開され、保留中の
ポリシーがある場合は実行されます。

ポリシーを 1つずつ登録解除する代わりに、ポリシーの実行をただちに停止することを推奨する
のは、次のような場合です。

•セキュリティ：システムのセキュリティが侵害された疑いがある場合

•パフォーマンス：他の機能により多くのCPUサイクルを割り当てるために、ポリシーの実行
を一時的に停止する場合
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みeem

___________________
例 次の例では、ポリシーのスケジューリングをディセーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# event manager scheduler suspend

次の例では、ポリシーのスケジューリングをイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# no event manager scheduler suspend

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）
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show event manager directory user
EEMユーザライブラリファイルまたはユーザ定義の Embedded Event Manager（EEM）ポリシー
の現在の値を表示するには、EXECモードで show event manager directory userコマンドを使用し
ます。

showeventmanagerdirectoryuser{library| policy}

___________________
構文の説明

ユーザライブラリファイルを指定します。library

ユーザ定義 EEMポリシーを指定します。policy

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EEMユーザライブラリまたはポリシーディレクトリの現在の値を表示するには、show event
manager directory userコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem
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___________________
例 次に、show event manager directory userコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager directory user library

disk0:/fm_user_lib_dir
RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager directory user policy

disk0:/fm_user_pol_dir

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ユーザライブラリファイルまたはポリシーファ

イルの保存に使用されるディレクトリの名前を

指定します。

event manager directory user, （91ページ）
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show event manager environment
Embedded EventManager（EEM）環境変数の名前と値を表示するには、EXECモードで show event
manager environmentコマンドを使用します。

showeventmanagerenvironment[all| environment-name]

___________________
構文の説明

（任意）すべての環境変数を指定します。all

（任意）データを表示する対象となる環境変数。environment-name

___________________
コマンドデフォルト すべての環境変数が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

EEM環境変数の名前および値を表示するには、show event manager environmentコマンドを使用
します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 次に、show event manager environmentコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager environment
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No. Name Value
1 _email_cc
2 _email_to mosnerd@cisco.com
3 _show_cmd show event manager policy registered
4 _cron_entry 0-59/2 0-23/1 * * 0-7
5 _email_from mosnerd@cisco.com
6 _email_server zeta@cisco.com

次の表に、表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 8：show event manager environment のフィールドの説明

説明フィールド

EEM環境変数の数。No.

EEM環境変数の名前。Name

EEM環境変数の値。Value

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ユーザライブラリファイルの保存に使用する

ディレクトリを指定します。

event manager environment, （94ページ）
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show event manager metric hardware
特定のノードで実行されているプロセスの Embedded Event Manager（EEM）信頼性データを表示
するには、EXECモードで show event manager metric hardwareコマンドを使用します。

showeventmanagermetrichardwarelocation{node-id| all}

___________________
構文の説明

ノードの場所を指定します。location

指定されたノードのEEM信頼性データ。node-id引数は、rack/slot/module
の形式で入力します。

node-id

すべてのノードを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem
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___________________
例 次に、show event manager metric hardwareコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager metric hardware location 0/RSP1/CPU0

=====================================

node: 0/RSP1/CPU0

Most recent online: Mon Sep 10 21:45:02 2007
Number of times online: 1
Cumulative time online: 0 days, 09:01:07

Most recent offline: n/a
Number of times offline: 0
Cumulative time offline: 0 days, 00:00:00

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 9：show event manager metric hardware location のフィールドの説明

説明フィールド

プロセスを実行しているノード。node

ノードが最後に開始された日時。Most recent online

ノードが起動された合計回数。Number of times online

ノードが使用可能であった時間の合計。Cumulative time online

プロセスが最後に異常終了した日時。Most recent offline

ノードが終了した回数の合計。Number of times offline

ノードが終了した時間の合計。Cumulative time offline

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アクティブなプロセスに関する情報を表示しま

す。

show processes
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show event manager metric process
プロセスのEmbeddedEventManager（EEM）信頼性メトリックデータを表示するには、EXECモー
ドで show event manager metric processコマンドを使用します。

showeventmanagermetricprocess{all| job-id| process-name}location{all| node-id}

___________________
構文の説明

すべてのプロセスを指定します。all

このジョブ IDに関連付けられたプロセス。job-id

この名前に関連付けられたプロセス。process-name

ノードの場所を指定します。location

すべてのノードについて、ハードウェアの信頼性メトリックデータを表

示します。

all

指定されたノードのハードウェアの信頼性メトリックデータ。指定され

たノードの詳細なシスコエクスプレスフォワーディング情報を表示しま

す。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

node-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムは、プロセスの開始および終了日時に関するレコードを保持します。このデータは、信

頼性分析の基礎として使用されます。
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プロセスまたはプロセスのグループに関するアベイラビリティ情報を取得するには、show event
manager metric processコマンドを使用します。プロセスは、実行している場合に利用可能と見
なされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 show event manager metric processコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager metric process all location all

=====================================
job id: 88, node name: 0/4/CPU0
process name: wd-critical-mon, instance: 1
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Wed Sep 19 13:31:07 2007
recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Wed Sep 19 13:31:07 2007
--------------------------

most recent 10 process end times and types:

cumulative process available time: 21 hours 1 minutes 31 seconds 46 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 1.000000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0
=====================================
job id: 54, node name: 0/4/CPU0
process name: dllmgr, instance: 1
--------------------------------
last event type: process start
recent start time: Wed Sep 19 13:31:07 2007
recent normal end time: n/a
recent abnormal end time: n/a
number of times started: 1
number of times ended normally: 0
number of times ended abnormally: 0
most recent 10 process start times:
--------------------------
Wed Sep 19 13:31:07 2007
--------------------------

most recent 10 process end times and types:

cumulative process available time: 21 hours 1 minutes 31 seconds 41 milliseconds
cumulative process unavailable time: 0 hours 0 minutes 0 seconds 0 milliseconds
process availability: 1.000000000
number of abnormal ends within the past 60 minutes (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 24 hours (since reload): 0
number of abnormal ends within the past 30 days (since reload): 0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 113

Embedded Event Manager コマンド
show event manager metric process



次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 10：show event manager metric process のフィールドの説明

説明フィールド

ジョブ IDとして割り当てられている番号。job id

プロセスを実行しているノード。node name

ノードで実行されているプロセスの名前。process name

マルチスレッドプロセスのインスタンスまたは

スレッド。

instance

プロセスがメンバとなっているコンポーネン

ト。

comp id

プロセスがメンバとなっている特定のソフト

ウェアバージョンまたはリリース。

version

ノードで最後に発生したイベントのタイプ。last event type

最後に発生した終了のタイプ。recent end type

プロセスが最後に開始された日時。recent start time

プロセスが最後に正常に終了した日時。recent normal end time

プロセスが最後に異常終了した日時。recent abnormal end time

プロセスが最後に異常終了した理由。たとえ

ば、プロセスの中断やクラッシュが挙げられま

す。

recent abnormal end type

プロセスが開始された回数。number of times started

プロセスが正常に終了した回数。number of times ended normally

プロセスが異常終了した回数。number of times ended abnormally

最近 10回のプロセスの開始日時。most recent 10 process start times

プロセスが利用可能であった合計時間。cumulative process available time

再起動、中断、通信の問題などの理由で、プロ

セスがサービス不能であった合計時間。

cumulative process unavailable time
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説明フィールド

プロセスのアップタイム率（実行時間 -サービ
ス不能時間）。

process availability

最近60分間で、プロセスが異常終了した回数。number of abnormal ends within the past 60 minutes

最近24時間で、プロセスが異常終了した回数。number of abnormal ends within the past 24 hours

最近30日間で、プロセスが異常終了した回数。number of abnormal ends within the past 30 days

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アクティブなプロセスに関する情報を表示しま

す。

show processes
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show event manager policy available
登録が可能な Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを表示するには、EXECモードで show
event manager policy availableコマンドを使用します。

showeventmanagerpolicyavailable[system| user]

___________________
構文の説明

（任意）使用可能なすべてのシステムポリシーを表示します。system

（任意）使用可能なすべてのユーザポリシーを表示します。user

___________________
コマンドデフォルト オプションのキーワードを指定せずにこのコマンドを呼び出すと、使用可能なすべてのシステム

ポリシーおよびユーザポリシーの情報が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

event manager policyコマンドを使用してポリシーを登録する前に、登録が可能なポリシーを確認
するには、show event manager policy availableコマンドを使用します。

このコマンドは、event manager policyコマンドに必要なポリシーの正確な名前がわからない場合
にも便利です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem
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___________________
例 次に、show event manager policy availableコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager policy available

No. Type Time Created Name
1 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 pr_sample_cdp_abort.tcl
2 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 pr_sample_cdp_revert.tcl
3 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 sl_sample_intf_down.tcl
4 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 tm_sample_cli_cmd.tcl
5 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 tm_sample_crash_hist.tcl
6 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 wd_sample_proc_mem_used.tcl
7 system Tue Jan 12 09:41:32 2004 wd_sample_sys_mem_used.tcl

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 11：show event manager policy available のフィールドの説明

説明フィールド

ポリシーの数。No.

ポリシーのタイプ。Type

ポリシーが作成された日時。Time Created

ポリシーの名前。Name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）

登録済みの EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered, （118ペー
ジ）
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show event manager policy registered
登録済みのEmbeddedEventManager（EEM）ポリシーを表示するには、EXECモードで showevent
manager policy registeredコマンドを使用します。

showeventmanagerpolicyregistered[event-typetype][system| user][time-ordered| name-ordered]

___________________
構文の説明

（任意）特定のイベントタイプに対して登録済みのポリシーを表示します。有

効な typeオプションは次のとおりです。

• application：アプリケーションイベントタイプ

• counter：カウンタイベントタイプ

• hardware：ハードウェアイベントタイプ

• oir：活性挿抜（OIR）イベントタイプ

• process-abort：プロセスの中断イベントタイプ

• process-start：プロセスの開始イベントタイプ

• process-term：プロセスの終了イベントタイプ

• process-user-restart：プロセスのユーザ再起動イベントタイプ

• process-user-shutdown：プロセスのユーザシャットダウンイベントタイ
プ

• statistics：統計情報イベントタイプ

• syslog：Syslogイベントタイプ

• timer-absolute：絶対タイマーイベントタイプ

• timer-countdown：カウントダウンタイマーイベントタイプ

• timer-cron：クロックデーモン（cron）タイマーイベントタイプ

• timer-watchdog：ウォッチドッグタイマーイベントタイプ

• wdsysmon：ウォッチドッグシステムモニタイベントタイプ

eventtype type

（任意）登録済みシステムポリシーを表示します。system

（任意）登録済みユーザポリシーを表示します。user

（任意）登録日時に従ってポリシーを表示します。timeordered

（任意）ポリシー名に従ってポリシーをアルファベット順に表示します。nameordered
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___________________
コマンドデフォルト 任意指定のキーワードや引数を指定せずにこのコマンドを呼び出すと、すべてのイベントタイプ

の登録済み EEMポリシーが表示されます。ポリシーは、登録日時に従って表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show eventmanager policy registeredコマンドの出力が最も役に立つのは、EEMポリシーを記述し
てモニタする場合です。出力では、登録済みポリシーの情報が 2つの部分にわかれて表示されま
す。各ポリシーの説明の最初の行には、ポリシーに割り当てられているインデックス番号、ポリ

シーのタイプ（システムまたはユーザ）、登録済みイベントのタイプ、ポリシーの登録日時、お

よびポリシーファイルの名前が表示されます。各ポリシーの説明の残りの行には、登録済みイベ

ントとイベントの処理方法に関する情報が表示されます。この情報は、ポリシーファイルを構成

する Tool Command Language（TCL）コマンドの引数から直接取得されます。

登録済みポリシーの情報については、シスコが発行する『Writing Embedded Event Manager Policies
Using Tcl』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 次に、show event manager policy registeredコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager policy registered

No. Type Event Type Time Registered Name
1 system proc abort Wed Jan 16 23:44:56 2004 test1.tcl
version 00.00.0000 instance 1 path {cdp}
priority normal maxrun_sec 20 maxrun_nsec 0
2 system timer cron Wed Jan 16 23:44:58 2004 test2.tcl
name {crontimer1}
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priority normal maxrun_sec 20 maxrun_nsec 0
3 system proc abort Wed Jan 16 23:45:02 2004 test3.tcl
path {cdp}
priority normal maxrun_sec 20 maxrun_nsec 0
4 system syslog Wed Jan 16 23:45:41 2004 test4.tcl
occurs 1 pattern {test_pattern}
priority normal maxrun_sec 90 maxrun_nsec 0
5 system timer cron Wed Jan 16 23:45:12 2004 test5.tcl
name {crontimer2}
priority normal maxrun_sec 30 maxrun_nsec 0
6 system wdsysmon Wed Jan 16 23:45:15 2004 test6.tcl
timewin_sec 120 timewin_nsec 0 sub1 mem_tot_used {node {localhost} op gt
val 23000}
priority normal maxrun_sec 40 maxrun_nsec 0
7 system wdsysmon Wed Jan 16 23:45:19 2004 test7.tcl
timewin_sec 120 timewin_nsec 0 sub1 mem_proc {node {localhost} procname
{wdsysmon} op gt val 80 is_percent FALSE}
priority normal maxrun_sec 40 maxrun_nsec 0

次の表に、この例で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 12：show event manager policy registered のフィールドの説明

説明フィールド

ポリシーの数。No.

ポリシーのタイプ。Type

ポリシーが登録される対象となる EEMイベン
トのタイプ。

Event Type

ポリシーが登録された日時。Time Registered

ポリシーの名前。Name

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）
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show event manager refresh-time
Embedded Event Manager（EEM）のユーザ認証の更新間隔を表示するには、EXECモードで show
event manager refresh-timeコマンドを使用します。

showeventmanagerrefresh-time

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show event manager refresh-timeコマンドの出力は、秒単位の更新時間です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 次に、show event manager refresh-timeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager refresh-time
1800 seconds
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムが AAAサーバへの問い合わせとユー
ザ名の再認証の更新を行う間隔を指定します。

event manager refresh-time, （100ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

122 OL-26516-02-J  

Embedded Event Manager コマンド
show event manager refresh-time



show event manager statistics-table
Statistic Event Detectorによって管理され、現在サポートされている統計情報カウンタを表示する
には、EXECモードで show event manager statistics-tableコマンドを使用します。

showeventmanagerstatistics-table{stats-name| all}

___________________
構文の説明

表示する統計情報タイプを指定します。統計情報タイプは次の 3種類です。

•一般（ifstats-generic）

•インターフェイステーブル（ifstats-iftable）

•データレート（ifstats-datarate）

stats-name

stats-name引数の有効値を表示します。

すべての統計情報タイプの出力を表示します。

all

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての統計情報タイプの出力を表示するには、show eventmanager statistics-table allコマンドを
使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りeem

___________________
例 次に、show event manager statistics-table allコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager statistics-table all

Name Type Description
ifstats-generic bag Interface generic stats
ifstats-iftable bag Interface iftable stats
ifstats-datarate bag Interface datarate stats

次に、ifstats-iftableインターフェイス統計情報テーブルについてのより詳細な情報が表示されてい
る出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show event manager statistics-table ifstats-iftable

Name Type Description
PacketsReceived uint64 Packets rcvd
BytesReceived uint64 Bytes rcvd
PacketsSent uint64 Packets sent
BytesSent uint64 Bytes sent
MulticastPacketsReceived uint64 Multicast pkts rcvd
BroadcastPacketsReceived uint64 Broadcast pkts rcvd
MulticastPacketsSent uint64 Multicast pkts sent
BroadcastPacketsSent uint64 Broadcast pkts sent
OutputDropsCount uint32 Total output drops
InputDropsCount uint32 Total input drops
InputQueueDrops uint32 Input queue drops
RuntPacketsReceived uint32 Received runt packets
GiantPacketsReceived uint32 Received giant packets
ThrottledPacketsReceived uint32 Received throttled packets
ParityPacketsReceived uint32 Received parity packets
UnknownProtocolPacketsReceiveduint32 Unknown protocol pkts rcvd
InputErrorsCount uint32 Total input errors
CRCErrorCount uint32 Input crc errors
InputOverruns uint32 Input overruns
FramingErrorsReceived uint32 Framing-errors rcvd
InputIgnoredPackets uint32 Input ignored packets
InputAborts uint32 Input aborts
OutputErrorsCount uint32 Total output errors
OutputUnderruns uint32 Output underruns
OutputBufferFailures uint32 Output buffer failures
OutputBuffersSwappedOut uint32 Output buffers swapped out
Applique uint32 Applique
ResetCount uint32 Number of board resets
CarrierTransitions uint32 Carrier transitions
AvailabilityFlag uint32 Availability bit mask
NumberOfSecondsSinceLastClearCountersuint32 Seconds since last clear counters
LastClearTime uint32 SysUpTime when counters were last cleared (in seconds)

次の表に、この例で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 13：show event manager statistics-table のフィールドの説明

説明フィールド

統計情報の名前。

allキーワードが指定されている場合、次の3種
類の統計情報が表示されます。

• ifstats-generic

• ifstats-iftable

• ifstats-datarate

統計情報タイプが指定されている場合、その統

計情報タイプの統計情報が表示されます。

Name

統計情報のタイプ。Type

統計情報の説明。Description

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。event manager policy, （96ページ）
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IP サービスレベル契約コマンド

このモジュールでは、ルータでの IPサービスレベル契約（IPSLA）の設定に使用するCiscoIOSXR
ソフトウェアコマンドについて説明します。

IP SLAの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router SystemMonitoring ConfigurationGuide』の「Implementing IP Service Level Agreements」
モジュールを参照してください。

• access-list, 131 ページ

• action（IP SLA）, 133 ページ

• ageout, 136 ページ

• buckets（履歴）, 138 ページ

• buckets（統計情報時間）, 140 ページ

• buckets（統計情報の間隔）, 142 ページ

• control disable, 144 ページ

• datasize request , 146 ページ

• destination address（IP SLA）, 149 ページ

• destination port, 151 ページ

• distribution count, 153 ページ

• distribution interval, 155 ページ

• exp, 157 ページ

• filter, 159 ページ

• force explicit-null, 161 ページ

• frequency（IP SLA）, 163 ページ

• history, 165 ページ

• interval, 168 ページ
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• ipsla, 170 ページ

• key-chain, 172 ページ

• life, 174 ページ

• lives, 176 ページ

• low-memory, 178 ページ

• lsp selector ipv4, 180 ページ

• lsr-path, 182 ページ

• maximum hops, 184 ページ

• maximum paths（IP SLA）, 186 ページ

• monitor, 188 ページ

• mpls discovery vpn, 190 ページ

• operation, 192 ページ

• output interface, 194 ページ

• output nexthop, 196 ページ

• packet count, 198 ページ

• packet interval, 200 ページ

• path discover, 202 ページ

• path discover echo, 204 ページ

• path discover path, 207 ページ

• path discover scan, 209 ページ

• path discover session, 211 ページ

• react, 213 ページ

• react lpd, 217 ページ

• reaction monitor, 219 ページ

• reaction operation, 221 ページ

• reaction trigger, 223 ページ

• responder, 225 ページ

• recurring, 227 ページ

• reply dscp, 229 ページ

• reply mode, 231 ページ

• samples, 234 ページ
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• scan delete-factor, 236 ページ

• scan interval, 238 ページ

• schedule monitor, 240 ページ

• schedule operation, 242 ページ

• schedule period, 244 ページ

• show ipsla application, 246 ページ

• show ipsla history, 249 ページ

• show ipsla mpls discovery vpn, 252 ページ

• show ipsla mpls lsp-monitor lpd, 254 ページ

• show ipsla mpls lsp-monitor scan-queue, 256 ページ

• show ipsla mpls lsp-monitor summary, 258 ページ

• show ipsla responder statistics ports, 262 ページ

• show ipsla statistics, 264 ページ

• show ipsla statistics aggregated, 267 ページ

• show ipsla statistics enhanced aggregated, 277 ページ

• source address , 280 ページ

• source port , 282 ページ

• start-time , 284 ページ

• statistics, 287 ページ

• tag（IP SLA）, 290 ページ

• target ipv4, 292 ページ

• target pseudowire, 295 ページ

• target traffic-eng , 297 ページ

• threshold, 300 ページ

• threshold type average, 302 ページ

• threshold type consecutive, 304 ページ

• threshold type immediate, 307 ページ

• threshold type xofy, 309 ページ

• timeout（IP SLA）, 311 ページ

• tos, 313 ページ

• ttl, 315 ページ
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• type icmp echo, 317 ページ

• type icmp path-echo, 319 ページ

• type icmp path-jitter, 321 ページ

• type mpls lsp ping, 323 ページ

• type mpls lsp trace, 325 ページ

• type udp echo, 328 ページ

• type udp jitter, 330 ページ

• type udp ipv4 address, 332 ページ

• verify-data, 334 ページ

• vrf（IP SLA）, 336 ページ

• vrf（IP SLA MPLS LSPモニタ）, 339 ページ
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access-list
プロバイダーエッジ（PE）アドレスをフィルタリングするアクセスリスト名を指定し、MPLS
LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスによって自動的に作成された動作を制限するには、適切な
コンフィギュレーションモードで access-listコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

access-listacl-name

noaccess-list

___________________
構文の説明

アクセスリスト名をフィルタリングします。acl-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、アクセスリストは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アクセスリストの変更はスキャンインターバルが期限切れになる前に処理され、スキャンキュー

内の計画済み変更リストが表示されます。

アクセスリストと IPSLA設定間での検証チェックは発生しません。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、access-listコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# access-list ipsla

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューで更新の有無をチェックする頻度を指定

します。

scan interval, （238ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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action（IP SLA）
reactコマンドを設定した場合、またはしきい値イベントが発生した場合に実行されるアクション
またはアクションの組み合わせを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで action
コマンドを使用します。アクションまたはアクションの組み合わせをクリアする（アクションが

発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

action{logging| trigger}

noaction{logging| trigger}

___________________
構文の説明

モニタ対象の要素で指定された違反タイプが発生した場合に、ロギングメッセージ

を送信します。 IP SLAエージェントは syslogを生成し、SNMPに通知します。ト
ラップを生成するかどうかは、SNMPエージェントによって決定されます。

logging

違反条件に一致した場合に保留からアクティブへの移行が発生する 1つまたは複数
のターゲット動作の動作ステートを決定します。トリガーされるターゲット動作

は、ipsla reaction triggerコマンドを使用して指定します。ターゲット動作は、その
ターゲット動作の lifetime値で指定された存続期間が経過するまで継続します。ト
リガーされたターゲット動作は、存続期間が終了するまで、再度トリガーされるこ

とはありません。

trigger

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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しきい値イベントに対して actionコマンドが発生するようにするには、しきい値のタイプを定義
する必要があります。しきい値タイプの未設定は、しきい値チェックがアクティブでない場合に

考慮されます。

actionコマンドが IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードから使用されてい
る場合、loggingキーワードだけが使用可能です。

actionコマンドが IP SLA動作モードから使用されている場合、定義済みのアクションは、設定さ
れている特定の動作に適用されます。 actionコマンドが IP SLA MPLS LSPモニタモードで使用
されている場合、定義済みのアクションは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関
連付けられているすべての動作に適用されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP
動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、loggingキーワードを指定した actionコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# action logging

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードから actionコマンドを
使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# action logging

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （219ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）
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説明コマンド

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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ageout
アクティブに情報を収集していない場合に動作をメモリに保持する秒数を指定するには、IP SLA
スケジュールコンフィギュレーションモードで ageoutコマンドを使用します。デフォルト値を
使用する（動作がエージングアウトしないようにする）には、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ageoutseconds

noageout

___________________
構文の説明

エージングアウトのインターバル（秒単位）。値を 0秒に指定すると、収集
されたデータはエージングアウトしません。範囲は 0～ 2073600です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 0秒（エージングアウトしない）です。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ageoutコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 137

IP サービスレベル契約コマンド
ageout



buckets（履歴）
IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数を設定するには、IP SLA動作履歴コ
ンフィギュレーションモードで bucketsコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、
このコマンドの no形式を使用します。

bucketsbuckets

nobuckets

___________________
構文の説明 IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数。範囲は 1

～ 60です。
buckets

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は、15バケットです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bucketsコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPエコーコンフィギュレーションモードで bucketsコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# buckets 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の履歴パラメータを設定します。history, （165ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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buckets（統計情報時間）
統計情報が保持される時間数を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでbucketコ
マンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

bucketshours

nobuckets

___________________
構文の説明 IP SLA動作に対して統計情報を維持する時間数。範囲は、IP SLA動作統計情報コ

ンフィギュレーションモードでは 0～ 25、IP SLAMPLS LSPモニタ統計情報コン
フィギュレーションモードでは 0～ 2です。

hours

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 2です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hours引数を指定した bucketsコマンドは、hourlyキーワードを指定した statisticsコマンドだけに
対して有効です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、bucketsコマンドの IP SLA UDPジッタ動作に対して統計情報が維持される時間数を

設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# buckets 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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buckets（統計情報の間隔）
拡張履歴統計情報が保持されるバケットの最大数を指定するには、IP SLA動作統計情報コンフィ
ギュレーションモードで bucketsコマンドを使用します。指定されたインターバルの統計情報収
集を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bucketsbucket-size

nobuckets

___________________
構文の説明

バケットサイズとは、設定されたバケットの制限に到達する時期です。その

ため、動作に対する統計情報の収集が終了します。範囲は 1～ 100です。デ
フォルトは 100です。

bucket-size

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 100です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bucket-size引数を指定した bucketsコマンドは、intervalキーワードを指定した statisticsコマンド
だけに対して有効です。

___________________
例 次の例では、bucketsコマンドの IP SLA UDPジッタ動作に対して、指定されたインターバルにわ

たり統計情報を収集する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics interval 60
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# buckets 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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control disable
制御パケットをディセーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで controldisable
コマンドを使用します。制御パケットを再び使用するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

controldisable

nocontroldisable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、制御パケットがイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エージェント側で control disableコマンドを設定する場合は、応答側で永続的なポートを設定す
る必要があります。設定していない場合は、動作からタイムアウトエラーが返されます。 control
disableコマンドを設定する場合は、UDPエコーサーバなど、リモートデバイスで IP SLA応答側
またはその他の機能の永続的なポートが必要になります。

control disableコマンドは、応答側が必要な動作に対して有効です。

IP SLA制御パケットはディセーブルになっており、動作パケットを送信する前に、IP SLA応答側
に制御メッセージを送信するために使用されます。デフォルトでは、IPSLA制御メッセージは宛
先デバイスに送信され、IP SLA応答側との接続が確立されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで control disableコマンドを使

用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# control disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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datasize request
動作のペイロードにおける要求パケットのプロトコルデータサイズを設定するには、適切なコン

フィギュレーションモードで datasize requestコマンドを使用します。デフォルトのデータサイ
ズにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

datasizerequestsize

nodatasizerequest

___________________
構文の説明

次の範囲と、プロトコルによって異なるデフォルト値を指定します。

• UDPジッタ動作の場合、範囲は 16～ 1500バイトです。

• UDPエコー動作の場合、範囲は 4～ 1500バイトです。

• ICMPエコー動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• ICMPパスエコー動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• ICMPパスジッタ動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• MPLS LSP ping動作の場合、範囲は 100～ 17986バイトです。

size

___________________
コマンドデフォルト UDPジッタ動作の場合、デフォルト値は 32バイトです。

UDPエコー動作の場合、デフォルト値は 16バイトです。

ICMPエコー動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

ICMPパスエコー動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

ICMPパスジッタ動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

MPLS LSP ping動作の場合、デフォルト値は 100バイトです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで datasize requestコマンドを使

用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# datasize request 512

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IP SLA ICMPエコー動作を設定します。type icmp echo, （317ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作を設定します。type icmp path-echo, （319ページ）

IP SLA ICMPパスジッタ動作を設定します。type icmp path-jitter, （321ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

IP SLA UDPエコー動作を設定します。type udp echo, （328ページ）
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説明コマンド

IP SLA UDPジッタ動作を設定します。type udp jitter, （330ページ）
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destination address（IP SLA）
宛先デバイスのアドレスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで destination
addressコマンドを使用します。宛先アドレスの設定を解除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

destinationaddressipv4-address

nodestinationaddress

___________________
構文の説明

宛先デバイスの IPアドレス。ipv4-address

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

宛先デバイスのアドレスを指定する必要があります。 destination addressコマンドの設定は、す
べての動作で必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで destination addressコマンド

の IPアドレスを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# destination address 192.0.2.12

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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destination port
宛先デバイスのポートを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで destination port
コマンドを使用します。宛先ポートの設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

destinationportport

nodestinationport

___________________
構文の説明

宛先デバイスのポート番号。範囲は 1～ 65355です。port

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ICMP動作を設定する場合は、destination portコマンドはサポートされません。サポートされる
のは、UDP動作を設定する場合だけです。

宛先デバイスのポートを指定する必要があります。 destination portコマンドの設定は、IP SLA
UDPエコーおよび IP SLA UDPジッタの両方のコンフィギュレーションで必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで destination portコマンドの

ポートを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# destination port 11111

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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distribution count
IP SLA動作のライフタイム中にホップごとに保持される統計情報の配布数を設定するには、IP
SLA動作統計情報コンフィギュレーションモードで distribution countコマンドを使用します。
デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

distributioncountslot

nodistributioncount

___________________
構文の説明

保持される統計情報の配布数。範囲は 1～ 20です。デフォルトは 1です。slot

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 1です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配布数や配布ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

布が必要になる場合だけに変更します。統計情報の配布インターバルを設定するには、IPSLA動
作統計情報コンフィギュレーションモードでdistribution intervalコマンドを使用します。キャプ
チャされた統計情報の合計配布数は、distributioncountコマンドによって設定された値、maximum
hopsコマンドによって設定された値、maximum pathコマンドによって設定された値、および
bucketsコマンドによって設定された値をかけ合わせた値になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、distribution countコマンドの統計情報の配布数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# distribution count 15

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （140ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （155ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （184ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （186ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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distribution interval
統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単位）を設定するには、IP SLA動作統計情報コン
フィギュレーションモードでdistribution intervalコマンドを使用します。デフォルト値を使用す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

distributionintervalinterval

nodistributioninterval

___________________
構文の説明

保持される統計情報の配布ごとに使用されるミリ秒数。範囲は 1～ 100で
す。デフォルトは 20です。

interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 20です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配布数や配布ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

布が必要になる場合だけに変更します。統計情報の配布数を設定するには、IPSLA動作統計情報
コンフィギュレーションモードでdistribution countコマンドを使用します。キャプチャされた統
計情報の合計配布数は、distribution countコマンドによって設定された値、maximum hopsコマ
ンドによって設定された値、maximumpathコマンドによって設定された値、およびbucketsコマ
ンドによって設定された値をかけ合わせた値になります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、distribution intervalコマンドに対してインターバルを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# distribution interval 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （140ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （153ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （184ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （186ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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exp
エコー要求パケットのヘッダーの試験的なMPLSフィールド（EXPフィールド）を指定するに
は、適切なコンフィギュレーションモードで expコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

expexp-bits

noexp

___________________
構文の説明

エコー要求パケットのヘッダーの試験的なフィールドの値。有効な値は 0
～ 7です。デフォルトは 0です。

exp-bits

___________________
コマンドデフォルト 試験的なフィールドの値は 0に設定されています。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エコー要求パケットのヘッダーの試験的なMPLSフィールドを設定するには、MPLS LSP pingま
たはMPLS LSPトレース動作で expコマンドを使用します。試験的なフィールド（EXPフィール
ド）では、8種類の Quality of Service（QoS）マーキングを使用できます。これにより、中継 LSR
ノードが要求パケットに行う処理（ホップごとの動作）が決定されます。MPLS EXPレベルは動
作ごとに設定が可能で、応答のレベルに違いを付けることができます。

IP SLA動作モードで expコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエコー要
求パケットのヘッダーに対して機能します。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで expコマンドが使
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用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべて
の動作のエコー要求パケットのヘッダーに対して機能します。この設定は、自動的に作成される

すべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、expコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# exp 5

次の例では、MPLS LSPモニタモードで expコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# exp 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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filter
IP SLA動作の履歴テーブルに保持される情報のタイプを定義するには、IP SLA動作履歴コンフィ
ギュレーションモードで filterコマンドを使用します。履歴フィルタの設定を解除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

filter{all| failures}

nofilter

___________________
構文の説明

設定されている場合は、すべての動作の履歴データを保存します。all

設定されている場合は、失敗した動作のデータを保存します。failures

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、filterコマンドがイネーブルでない限り、履歴を収集しません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

filterコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

filterコマンドの no形式を使用すると、履歴統計情報は収集されません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAUDPエコーコンフィギュレーションモードで filterコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# filter all

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

160 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
filter



force explicit-null
エコー要求が送信された場合に、明示的なヌルラベルをLSPのラベルスタックに追加するには、
適切なコンフィギュレーションモードで force explicit-nullコマンドを使用します。デフォルト値
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

forceexplicit-null

noforceexplicit-null

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 明示的なヌルラベルは追加されません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

force explicit-nullコマンドは、MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でエコー要求パケッ
トが送信されたときに、非請求の明示的なヌルラベルを LSPのMPLSラベルスタックに強制的
に追加するために使用します。

IP SLA動作モードで force explicit-nullコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動
作の LSPのラベルスタックに対して機能します。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで force
explicit-nullコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに
関連付けられているすべての動作のラベルスタックに対して機能します。この設定は、自動的に

作成されるすべての LSP動作に継承されます。
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MPLS LSP ping動作で使用されるターゲットとして疑似回線が指定されている場合は、force
explicit-nullコマンドを使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、force explicit-nullコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# force explicit-null

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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frequency（IP SLA）
プロービングの頻度を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで frequencyコマン
ドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

frequencyseconds

nofrequency

___________________
構文の説明

特定の IPSLA動作がネットワークに送信されるレート。範囲は1～604800
です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト frequencyコマンドが使用されていない場合、デフォルト値は 60秒です。

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードでは、デフォルト値は
schedule periodコマンドを使用して設定されたスケジュール期間と同じです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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このコマンドが IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで使用さ
れている場合は、スケジュール期間の頻度を表します。つまり、頻度が 1000秒に設定されてい
て、スケジュール期間が 600秒に設定されている場合、1000秒ごとに LSP動作が実行されます。
各実行には、600秒かかります。スケジュール期間を指定するには、schedule periodコマンドを
使用します。

頻度の値は、スケジュール期間以上である必要があります。

この設定は、作成されるすべての LSP動作に自動的に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで frequencyコマンドを使用す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# frequency 300

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで frequency
コマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# frequency 1200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# schedule period 600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

すべての LSP動作の開始または実行がスケ
ジューリングされる合計時間を設定します。

schedule period, （244ページ）
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history
IP SLA動作の履歴パラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで history
コマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

history[bucketsbuckets| filter{all| failures}| liveslives]

nohistory

___________________
構文の説明 IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数を設定しま

す。

buckets

IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数。範囲は 1
～ 60です。

buckets

IP SLA動作の履歴テーブルに保持される情報のタイプを定義します。filter

設定されている場合は、すべての動作の履歴データを保存します。all

設定されている場合は、失敗した動作のデータを保存します。failures

IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数を設定します。lives

IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数。範囲は 0～ 2です。lives

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

historyコマンドを使用すると、IPSLA動作履歴コンフィギュレーションモードが開始されます。
このモードでは、より多くの履歴設定パラメータを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAUDPエコーコンフィギュレーションモードで historyコマンドを使用する方

法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （138ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （159ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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説明コマンド

IPSLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ
数を設定します。

lives, （176ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで
保持されるホップエントリ数を設定します。

samples, （234ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 167

IP サービスレベル契約コマンド
history



interval
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）の更新インターバルを設定するには、IP SLA MPLSディス
カバリ VPNコンフィギュレーションモードで intervalコマンドを使用します。デフォルト値を
使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

intervalrefresh-interval

nointerval

___________________
構文の説明

有効ではなくなったルーティングエントリがレイヤ 3 VPNディスカバリ
データベースから削除されるインターバルを分単位で指定します。範囲は

30～ 70560です。

refresh-interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの更新インターバルは 60分です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLSディスカバリ VPNコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの合計数が多い場合は、ディスカバリデータベースの更新時に、パフォーマンスに対

する悪影響が生じます。そのため、ルータのパフォーマンスが影響を受けないように、

refresh-interval引数の値を十分な大きさに設定する必要があります。大量のルートが存在する
場合は、refresh-interval引数の値を数時間に設定することを推奨します。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、intervalコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# interval 120

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定
します。

mpls discovery vpn, （190ページ）
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ipsla
IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IP Service Level Agreement（SLA;サービスレベ
ル契約）を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ipslaコマンドを使用し
ます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipsla

noipsla

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ipslaコマンドを使用すると IP SLAコンフィギュレーションモードが開始されます。このモード
では、さまざまな IPサービスレベル契約のオプションを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAコンフィギュレーションモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

170 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
ipsla



RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA制御メッセージに対するMD5認証を設
定します。

key-chain, （172ページ）

メモリの下限値を設定します。low-memory, （178ページ）

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定
します。

mpls discovery vpn, （190ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

いずれかのトリガータイプオプションが

reactionoperationコマンドで定義されている場
合に、保留中からアクティブステートへの移行

が発生する2番目の IPSLA動作を定義します。

reaction trigger, （223ページ）

UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA
応答側をイネーブルにします。

responder, （225ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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key-chain
IP SLA制御メッセージに対するMD5認証を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモー
ドで key-chainコマンドを使用します。キーチェーン名の設定を解除し、MD5認証を使用しない
場合は、このコマンドの no形式を使用します。

key-chainkey-chain-name

nokey-chain

___________________
構文の説明

キーチェーンの名前。key-chain-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は定義されていません。認証は使用されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

key-chainコマンドを設定する場合は、グローバルコンフィギュレーションモードで key chainコ
マンドも設定し、MD5認証を提供する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、ipsla key-chainコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# key-chain ipsla-keys

___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンを作成または変更します。key chain

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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life
実行時間の長さを指定するには、IP SLAスケジュールコンフィギュレーションモードで lifeコマ
ンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

life{forever| seconds}

nolife

___________________
構文の説明

動作を無期限で実行するようにスケジューリングします。forever

動作がアクティブに情報を収集する秒数を決定します。範囲は 1～
2147483647です。デフォルト値は 3600秒（1時間）です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 3600秒です。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、lifeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life forever

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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lives
IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数を設定するには、IP SLA動作履歴コンフィギュ
レーションモードで livesコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンド
の no形式を使用します。

liveslives

nolives

___________________
構文の説明 IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数。範囲は 0～ 2です。lives

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 0ライブです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

livesコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

livesコマンドの no形式を使用すると、履歴統計情報は収集されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPエコーコンフィギュレーションモードで livesコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# lives 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （138ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （159ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで
保持されるホップエントリ数を設定します。

samples, （234ページ）
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low-memory
low-memoryvalue

nolow-memory

___________________
構文の説明

メモリの下限値。範囲は 0～ 4294967295です。value

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 20 MB（空きメモリ）です。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLAでは、新しい動作の追加または保留中の動作のスケジューリングを行う前に、指定された
メモリが提供されます。

値 0が使用されている場合、メモリ制限は適用されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、low-memoryコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# low-memory 102400

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IPSLAアプリケーションの情報を表示します。show ipsla application, （246ページ）
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lsp selector ipv4
LSPの選択に使用されるローカルホスト IPv4アドレスを指定するには、適切なコンフィギュレー
ションモードで lsp selector ipv4コマンドを使用します。ホストアドレスをクリアするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

lspselectoripv4ip-address

nolspselectoripv4

___________________
構文の説明 LSPの選択に使用されるローカルホスト IPv4アドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト LSPの選択に使用されるローカルホスト IPアドレスは、127.0.0.1です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プロバイダーエッジ（PE）ルータ間に複数の等価コストパスが存在する場合に、MPLS LSP ping
またはMPLS LSPトレース動作に特定の LSPを強制的に使用させるには、lsp selector ipv4コマン
ドを使用します。この状況は、中継 Label Switching Router（LSR;ラベルスイッチングルータ）
が、ロードバランシングの IPパケットヘッダーの宛先アドレスを使用する場合に発声します。

lsp selector ipv4コマンドで設定された IPv4アドレスは、MPLSエコー要求として送信されたユー
ザデータグラムプロトコル（UDP）パケットの宛先アドレスです。有効な IPv4アドレスは、サ
ブネット 127.0.0.0/8で定義され、次の目的で使用されます。
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•パケットが、LSPの切断が発生しているルータで消費されるように強制する。

• LSPが動作している場合に、LSPの終端ポイントにおけるパケットの処理を強制する。

•中継ルータがロードバランシングの IPヘッダーの宛先アドレスを使用する場合、転送中に
ロードバランシングに影響を与える。

IP SLA動作モードで lsp selector ipv4コマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作
のMPLSエコー要求に対して機能します。 lsp selector ipv4コマンドが IP SLA MPLS LSPモニタ
モードで使用される場合は、このコマンドはモニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関
連付けられているすべての動作のMPLSエコー要求に対して機能します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、lsp selector ipv4コマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# lsp selector ipv4 127.10.10.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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lsr-path
ICMPを測定するルースソースルーティングパスを指定するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで lsr-pathコマンドを使用します。指定されたパス以外のパスを使用するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

lsr-pathipaddress1[ipaddress2[...[ipaddress8]]]

nolsr-path

___________________
構文の説明

中間ノードの IPv4アドレス。最大 8つのアドレスを入力できます。ip address

___________________
コマンドデフォルト パスは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

lsr-pathコマンドは、ICMPパスエコーおよび ICMPパスジッタの各動作タイプにだけ適用されま
す。

最大 8個のホップアドレスを次の例のように lsr-pathコマンドを使用して設定できます。

lsr-path ipaddress1 [ipaddress2 [... [ipaddress8]]]

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーションモードで lsr-pathコマンドを使用

する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router((config-ipsla-icmp-path-echo)# lsr-path 192.0.2.40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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maximum hops
IP SLA動作のパスごとに統計情報が維持されるホップカウントを設定するには、IP SLA動作統
計情報コンフィギュレーションモードでmaximumhopsコマンドを使用します。デフォルト値を
使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

maximumhopshops

nomaximumhops

___________________
構文の説明

パスごとに統計情報が維持されるホップカウント。範囲は 1～ 30です。パス
動作（たとえばパスエコー）のデフォルト値は 16です。

hops

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 16ホップです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum hopsコマンドがサポートされるのは、パス動作および IP SLA ICMPパスエコー動作を
設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、maximumコマンドに対して統計情報のホップカウントを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# maximum hops 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （140ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （153ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （155ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （186ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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maximum paths（IP SLA）
IP SLA動作の時間ごとに統計情報が維持されるパス数を設定するには、IP SLA動作統計情報コン
フィギュレーションモードで maximum pathsコマンドを使用します。デフォルト値を使用する
には、このコマンドの no形式を使用します。

maximumpathspaths

nomaximumpaths

___________________
構文の説明

時間ごとに統計情報が維持されるパス数。範囲は 1～ 128です。パス動作（た
とえばパスエコー）のデフォルト値は 5です。

paths

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は、5パスです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum pathsコマンドがサポートされるのは、パス動作および IP SLA ICMPパスエコー動作を
設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、maximum pathsコマンドに対して統計情報のパス数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# maximum paths 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （140ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （153ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （155ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （184ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （287ページ）
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monitor
MPLSLSPモニタインスタンスを設定するには、IP SLALSPモニタコンフィギュレーションモー
ドで monitorコマンドを使用します。モニタインスタンスを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

monitormonitor-id

nomonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

設定される IP SLA LSPモニタインスタンスの数。範囲は 1～ 2048
です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト モニタインスタンスは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitorコマンドを使用すると、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードが開始
されます。このモードでは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられてい
るすべての動作について、目的のモニタタイプを設定できます。

すべてのモニタインスタンスを削除するには、引数を指定せずに nomonitorコマンドを使用しま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、monitorコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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mpls discovery vpn
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定す
るには、IP SLAコンフィギュレーションモードでmpls discovery vpnコマンドを使用します。デ
フォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

mplsdiscoveryvpn[intervalinterval]

nomplsdiscoveryvpn

___________________
構文の説明 MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリングの更新インターバルを

設定します。

interval

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プロバイダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定するには、mpls discovery vpnコマンドを
使用します。 PE Discoveryは、ルーティングごとのネクストホップに到達するために使用される
LSPを検出します。ルーティングエンティティは、レイヤ 3 VPNディスカバリデータベースに
保存されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA MPLSディスカバリ VPNモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリ
ングの更新インターバルを設定します。

interval, （168ページ）
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operation
IP SLA動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで operationコマンドを使用
します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

operationoperation-number

nooperationoperation-number

___________________
構文の説明

動作番号。範囲は 1～ 2048です。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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output interface
エコー要求出力インターフェイスが LSP pingまたは LSPトレース動作で使用されるように指定す
るには、IP SLA MPLS LSP pingまたは IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモー
ドでoutput interfaceコマンドを使用します。出力インターフェイスをデフォルトに戻す場合は、
このコマンドの no形式を使用します。

outputinterfacetypeinterface-path-id

nooutputinterface

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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トポロジに ECMPルートが存在する場合は、output interfaceコマンドを使用して、パスを介した
パスからターゲットまでのモニタに役立てます。

MPLS LSP ping動作で使用されるターゲットとして疑似回線が指定されている場合は、output
interfaceコマンドを使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、output interfaceコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls ls output interface pos 0/1/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

LSP pingまたはLSPトレース動作で使用される
ネクストホップアドレスを設定します。

output nexthop, （196ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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output nexthop
ラベルスイッチドパス（LSP）pingまたは LSPトレース動作で使用されるネクストホップアド
レスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで output nexthopコマンドを使用し
ます。出力ネクストホップをデフォルトに戻す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

outputnexthopip-address

nooutputnexthop

___________________
構文の説明

ネクストホップの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

LSP Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）がイネーブルの場合、ネクストホップ IPアド
レスは、指定されたネクストホップアドレスに関連付けられていないパスを除外する目的でも使

用されます。

出力ネクストホップを設定したら、出力インターフェイスも設定する必要があります。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、output nexthopコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# output nexthop 10.1.1.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

LSP pingまたはLSPトレース動作で使用される
エコー要求出力インターフェイスを設定しま

す。

output interface, （194ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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packet count
ジッタプローブに対して送信される連続したパケットなど、プローブ中に送信されるパケット数

を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet countコマンドを使用します。
デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

packetcountcount

nopacketcount

___________________
構文の説明

各動作で送信されるパケット数。 UDPジッタ動作の範囲は、1～ 60000です。
ICMPパスジッタ動作の範囲は、1～ 100です。

count

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのパケット数は 10です。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、packet countコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# packet count 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

パケット間のインターバルを指定します。packet interval, （200ページ）
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packet interval
パケット間のインターバルを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet
intervalコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

packetintervalinterval

nopacketinterval

___________________
構文の説明

パケット間のインターバル（ミリ秒単位）。範囲は1～60000（ミリ秒単
位）です。

interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのパケットインターバルは 20 msです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、packet intervalコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# packet interval 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

プローブ中に送信されるパケット数を指定しま

す。

packet count, （198ページ）
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path discover
パスディスカバリをイネーブルにし、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）LPDサブモードを開始する
には、IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーションモードで path discoverコマンドを
使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscover

nopathdiscover

___________________
構文の説明 なし

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パス検出サブモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lpd)#
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path discover echo
MPLS LSPエコーパラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで path
discoverコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

pathdiscoverecho{intervaltime|maximumlspselectoripv4hostaddress|multipathbitmapsizesize| retrycount|
timeoutvalue}

nopathdiscoverecho{intervaltime|maximumlspselectoripv4hostaddress|multipathbitmapsizesize|
retrycount| timeoutvalue}

___________________
構文の説明

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のインターバ
ル（ミリ秒単位）を設定します。範囲は 0～ 3600000です。デフォル
トは 0です。

interval time

パスディスカバリ中に使用される最大セレクタ値であるローカルホス

ト IPアドレス（127.x.x.x）を設定します。デフォルトは127.255.255.255
です。

maximum lsp selector
ipv4 host-address

パスディスカバリ中にMPLS LSPエコー要求のダウンストリームマッ
ピングで送信されるセレクタの最大数を設定します。範囲は 1～ 256
です。デフォルトは 32です。

multipath bitmap size size

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のタイムアウ
トリトライ回数を設定します。範囲は 0～ 10です。デフォルトは 3
です。

retry count

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のタイムアウ
ト値（秒単位）を設定します。範囲は 1～ 3600です。デフォルトは
5です。

timeout value

___________________
コマンドデフォルト interval time：0

maximum lsp selector ipv4 host address： 127.255.255.255

multipath bitmap size size：32

retry count：3

timeout value：5

___________________
コマンドモード パス検出コンフィギュレーション
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MPLS LSP pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リトライは、未処理のエコー要求に対するエコー応答が時間どおりに受信されなかった場合、ま

たは指定されたパスについてセレクタが中継ルータによって検出されなかった場合に発生します。

セレクタ値がMPLSLMコンフィギュレーションモードで設定されている場合、指定されている
最大セレクタ値が、その値よりも大きくなければなりません。このような場合、パスディスカバ

リで使用されるセレクタの範囲は、2つの値によって設定されます。

interval timeが 0の場合は、前のエコーリトライが受信されてから、新しいエコー要求が送信さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パス検出のエコーインターバルを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo interval 777

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （207ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （209ページ）
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説明コマンド

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （211ページ）
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path discover path
MPLSLSPパスパラメータを設定するには、MPLSLSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィギュレー
ションサブモードで path discover pathコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、
このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoverpath{retryrange| secondaryfrequency{both| connection-loss| timeout}value}

nopath-discoverpath

___________________
構文の説明

パスをダウンと宣言するまでに実行する試行回数を設定します。デフォ

ルトは 1です（前の試行が失敗している場合、LSPグループはエコー要
求の実行をリトライしません）。範囲は 1～ 16です。

retry range

障害を示す条件（接続の切断またはタイムアウト）が発生した場合に使

用するセカンダリの頻度を設定します。

secondary frequency

タイムアウトと接続の切断の両方に対してセカンダリの頻度をイネーブ

ルにします。

both

接続の切断に対してだけセカンダリの頻度をイネーブルにします。connection-loss

タイムアウトに対してだけセカンダリの頻度をイネーブルにします。timeout

頻度値の範囲は 1～ 604800です。value

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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パスの障害が発生した場合、通常の頻度値の代わりにセカンダリの頻度値が使用されます。通常

の頻度値は、頻度の値またはスケジュール期間の値によって決定され、LSP動作は、このインター
バルで定期的に開始するようにスケジューリングされます。デフォルトでは、セカンダリの頻度

値はディセーブルになっています。障害を示す条件がなくなると、通常の頻度でプロービングが

再開します。

secondaryコマンドは retryキーワードと連携して機能します。両方とも設定する必要があり
ます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、MPLS LSPパスパラメータを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path retry 12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path secondary frequency both 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （204ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （209ページ）

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （211ページ）
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path discover scan
MPLSLSPスキャンパラメータを設定するには、MPLSLSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィギュ
レーションサブモードで path discover scanコマンドを使用します。デフォルト値を使用するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoverscanperiodvalue

nopathdiscoverscanperiodvalue

___________________
構文の説明 MPLSLMインスタンスごとのパスディスカバリ要求の連続したサイクル間

の時間（分単位）を設定します。範囲は 0～ 7200です。デフォルトは 5
です。

period value

___________________
コマンドデフォルト period value：5

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーションサブモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLMインスタンスは、LSPグループに対して定期的にパスディスカバリ要求をトリガーしま
す。MPLSLMインスタンスは、特定のインターバルで、各グループに対して昇順（グループ ID
で特定）でトリガーを開始します。デフォルトでは、パスディスカバリ要求は順番にトリガーさ

れます。ただし、セッション制限値が 1よりも大きい場合は、同時に発生する場合もあります。
このサイクルは、最後の LSPグループがパスディスカバリを完了すると終了します。

ディスカバリサイクルの期間がスキャン期間よりも長い場合は、前のサイクルが完了すると次の

サイクルが開始します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パスディスカバリのスキャン期間値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# scan period 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （204ページ）

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （207ページ）

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （211ページ）
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path discover session
MPLS LSPセッションパラメータを設定するには、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィ
ギュレーションサブモードで path discover sessionコマンドを使用します。デフォルト値を使用
するには、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoversession{limitvalue| timeoutvalue}

nopathdiscoversession{limitvalue| timeoutvalue}

___________________
構文の説明 MPLSLMインスタンスが LSPVサーバに送信するパスディスカバリ要求が

同時にアクティブになる数を設定します。範囲は 1～ 15です。デフォルト
は 1です。

limit value

MPLSLMインスタンスが、LSPVサーバに送信されたパスディスカバリ要
求の結果を待機する時間（秒単位）を設定します。範囲は 1～ 900です。
デフォルトは 120です。

timeout value

___________________
コマンドデフォルト limit value：1

timeout value：120

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーションサブモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLMインスタンスは、設定されたタイムアウト設定値までに応答を受信しなかった場合に、
パスディスカバリで障害が発生しているものと見なします。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パスディスカバリセッションのタイムアウト値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# session timeout 22

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （204ページ）

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （207ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （209ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

212 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
path discover session



react
反応をモニタする要素を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで reactコマンド
を使用します。指定された反応タイプを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

react{connection-loss| jitter-average[dest-to-source| source-to-dest]| packet-loss{dest-to-source|
source-to-dest}| rtt| timeout| verify-error}

noreact{connection-loss| jitter-average[dest-to-source| source-to-dest]| packet-loss{dest-to-source|
source-to-dest}| rtt| timeout| verify-error}

___________________
構文の説明

モニタ対象の動作について接続の切断がある場合に反応が発生するよう

に指定します。

connection-loss

平均ラウンドトリップジッタ値が上限しきい値または下限しきい値に

違反している場合に反応が発生するように指定します。 jitter-average
キーワードには、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：（任意）Destination to Source（DS;宛先から送信元）
のジッタ平均を指定します。

• source-to-dest：（任意）Source toDestination（SD;送信元から宛先）
のジッタ平均を指定します。

jitter-average
[dest-to-source |
source-to-dest]

パケット損失違反に対する反応を指定します。packet-lossキーワードに
は、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：（任意）宛先から送信元（DS）のパケット損失違
反を指定します。

• source-to-dest：（任意）送信元から宛先（SD）のパケット損失違
反を指定します。

packet-loss
{dest-to-source |
source-to-dest}

ラウンドトリップ値が上限しきい値または下限しきい値に違反している

場合に反応が発生するように指定します。

rtt

モニタ対象の動作についてタイムアウトがある場合に反応が発生するよ

うに指定します。

timeout

エラー検証違反がある場合に反応が発生するように指定します。verify-error

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、反応は設定されません。
___________________
コマンドモード IP SLA反応コンフィギュレーション
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IP SLA MPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

connection-lossキーワード、jitter-averageキーワード、および rttキーワードでは、値が上限また
は下限しきい値に違反しても反応は発生しません。反応条件は上限しきい値を超過すると設定さ

れ、値が下限しきい値を下回るとクリアされます。

connection-lossキーワードおよび verify-errorキーワードでは、モニタ対象要素にしきい値が適用
されません。

jitter-averageキーワード、packet-lossキーワード、および rttキーワードで、react threshold type
average 3の上限しきい値が 5000 msに設定されている場合、動作の過去 3回の結果がそれぞれ
6000、6000、5000 msであると、平均は 6000 + 6000 + 5000=17000/3 = 5667となるため、5000 ms
の上限しきい値に違反していることになります。 threshold type averageは、タイプの設定時に設定
する必要があります。これらのキーワードは、モニタ対象要素として connection-loss、timeout、
または verify-errorが指定されている場合は使用できません。これは、これらのオプションに上下
限しきい値が適用されないためです。

IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードでは、connection-lossおよび timeout
キーワードだけが使用可能です。 IP SLAMPLSLSPモニタ反応コンフィギュレーションモードで
reactコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付
けられているすべての動作が設定されます。この設定は、PE Discoveryによって自動的に作成さ
れるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、connection-lossキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
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次の例では、jitter-averageキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、packet-lossキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、rttキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react rtt
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、timeoutキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、verify-errorキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react verify-error
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

reactコマンドを設定した場合、またはしきい
値イベントが発生した場合に実行されるアク

ションまたはアクションの組み合わせを指定し

ます。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）
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説明コマンド

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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react lpd
LSPパスディスカバリ（LPD）違反がある場合に反応を発生させるように指定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで react lpdコマンドを使用します。デフォルト値を使用するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

reactlpd{lpd-group| tree-trace}actionlogging

noreactlpd{lpd-group| tree-trace}

___________________
構文の説明

モニタ対象の LPDグループについてステータス違反がある場合に反応が
発生するように指定します。

lpd-group

モニタ対象のLPDグループについてパスディスカバリ違反がある場合に
反応が発生するように指定します。

tree-trace

しきい値違反に対して実行するアクションを設定します。action

しきい値違反に対して syslogアラームを生成するように指定します。logging

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ラベルスイッチドパス（LSP）のステータスが変化すると、モニタ対象のLPDグループについて
ステータス違反が発生します（初期状態からのステータス変更を除く）。

モニタ対象の LPDグループに対するパスディスカバリ違反は、宛先 PEに対するパスディスカバ
リが失敗した場合、または正常なパスディスカバリによってそのような失敗がクリアされた場合

に発生します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、モニタ対象のLPDグループについてステータス違反がある場合に反応が発生するよ

うに指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react lpd lpd-group action logging

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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reaction monitor
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリングの反応を設定するには、IP SLA MPLS LSPモ
ニタコンフィギュレーションモードで reaction monitorコマンドを使用します。反応を削除し、
反応が発生しないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

reactionmonitormonitor-id

noreactionmonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

設定する反応に対する IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスの数。範
囲は 1～ 2048です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト 反応は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

reaction monitorコマンドを使用すると IP SLA LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードが
開始されます。このモードでは、接続の切断またはタイムアウトに対する目的のしきい値および

アクションを設定できます。

すべての反応を削除するには、monitor-id引数を指定せずに no reactionmonitorコマンドを使用し
ます。

reaction monitorコマンドは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられて
いるすべての動作に対する反応を設定します。この設定は、自動的に作成されるすべてのLSP動
作に継承されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reaction operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

reactコマンドを設定した場合、またはしきい
値イベントが発生した場合に実行されるアク

ションまたはアクションの組み合わせを指定し

ます。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （188ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスをスケ
ジューリングします。

schedule monitor, （240ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行するように指定します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行するように指定します。

threshold type immediate, （307ページ）
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reaction operation
IP SLAエージェントが制御するイベントに基づく特定のアクションを設定するには、IP SLAコン
フィギュレーションモードで reaction operationコマンドを使用します。反応を発生させないよう
にするために反応を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

reactionoperationoperation-id

noreactionoperationoperation-id

___________________
構文の説明

設定する反応に対する IP SLA動作の数。範囲は 1～ 2048です。operation-id

___________________
コマンドデフォルト 反応は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reaction operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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reaction trigger
いずれかのトリガータイプオプションが reaction operationコマンドで定義されている場合に、
保留中からアクティブステートへの移行が発生する 2番目の IP SLA動作を定義するには、IP SLA
コンフィギュレーションモードで reaction triggerコマンドを使用します。 triggering-operation引
数が他の動作をトリガーしない場合に反応を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

reactiontriggertriggering-operationtriggered-operation

noreactiontriggertriggering-operationtriggered-operation

___________________
構文の説明

設定済みのアクションタイプトリガーを含み、反応イベントを生成

できる動作。範囲は 1～ 2048です。
triggering-operation

triggering-operation引数がトリガー反応イベントを生成する場合に開
始される動作。範囲は 1～ 2048です。

triggered-operation

___________________
コマンドデフォルト トリガーされる動作は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

triggering-operationおよび triggered-operation引数の両方を設定する必要があります。トリガーさ
れる動作は、保留中ステートでなければなりません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ipsla reaction triggerコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction trigger 1 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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responder
UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA応答側をイネーブルにするには、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードで responderコマンドを使用します。応答側をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

responder

noresponder

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IP SLA responderコマンドはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IPアドレスおよびポートは、永続的なポートとして設定および識別されます（応答側が永続的に
リスニングするポートなど）。 IPアドレスおよびポートが設定されていない場合、応答側はダイ
ナミックポートだけを処理します（リモート動作によって要求された場合にリスニングされる

ポートなど）。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA応答側をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# responder
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA
応答側の永続的なポートを設定します。

type udp ipv4 address, （332ページ）
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recurring
動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように示すには、IP
SLAスケジュールコンフィギュレーションモードで recurringコマンドを使用します。動作が毎
日開始されないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

recurring

norecurring

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 繰り返しはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、recurringコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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reply dscp
エコー応答パケットで使用されるDifferentiated Services Codepoint（DSCP）値を指定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで reply dscpコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

replydscpdscp-bits

noreplydscp

___________________
構文の説明

エコー要求パケットに対する DSCP値。有効値の範囲は 0～ 63です。

数値の代わりに、EF（緊急転送）やAF11（保証転送クラスAF11）などの予約
されたキーワードを指定できます。

dscp-bits

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でエコー応答として送信される IPv4 UDPパケット
のヘッダーで使用される DCSP値を設定するには、reply dscpコマンドを使用します。

DSCP値は、1バイトの IPタイプオブサービス（ToS）フィールドの最上位 6ビットで構成され
ています。これらのビットにより、中継 LSRノードがエコー応答パケットに提供する Quality of
Service（QoS）処理（Per-Hop Behavior）が決定されます。 6ビットの DSCPフィールドに割り当
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てた値に応じてパケットが分類および処理される仕組みについては、次のURLの「TheDifferentiated
Services Model (DiffServ)」を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6610/products_data_sheet09186a00800a3e30.html

IP SLA動作モードで reply dscpコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエ
コー応答のヘッダーに対して機能します。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで reply dscpコマンド
が使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているす
べての動作のエコー応答のヘッダーに対して機能します。この設定は、自動的に作成されるすべ

ての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reply dscpコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply dscp 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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reply mode
エコー要求に応答する方法を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで reply mode
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

replymode{control-channel| router-alert}

noreplymode

___________________
構文の説明

制御チャネルの方法によって応答するようにエコー要求を設定します。

このオプションは、IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレー
ションモードだけで使用できます。

（注）

control-channel

IPルータアラートを使用した IPv4 UDPパケットとして応答するように
エコー要求を設定します。

router-alert

___________________
コマンドデフォルト エコー要求パケットに対するデフォルトの応答モードは、IPルータアラートが設定されていない

IPv4 UDPパケットです。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLSPping動作で、制御チャネルを通してエコー応答パケットを送信するには、control-channel
キーワードを指定して replymodeコマンドを使用します。ターゲットが疑似回線に設定されてい
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ない場合は、control-channelキーワードの設定は拒否されます。ターゲットの設定の詳細につい
ては、target pseudowireコマンドを参照してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でのエコー応答パケットの応答モードを設定する
には、router-alertキーワードを指定して reply modeコマンドを使用します。このコマンドを入
力すると、エコー応答パケットは、UDPパケットヘッダーの IPルータアラートオプションを使
用した IPv4 UDPパケットとして応答するように設定されます。

IP SLA動作モードで replymodeコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエ
コー応答パケットの応答モードが設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで reply mode
コマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられ
ているすべての動作のエコー応答パケットの応答モードが設定されます。この設定は、自動的に

作成されるすべての LSP動作に継承されます。

ルータアラート応答モードでは、エコー応答パケットが宛先に戻る場合に、中間ホップごとに中

継LSRルータによって特別な処理が実行されるように強制されます。この応答モードはコストが
かかるため、デフォルトの応答モードを使用してもヘッドエンドのルータがエコー応答を受信し

ない場合だけに使用することを推奨します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、router-alertキーワードを指定した reply modeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# reply mode router-alert

次の例では、control-channelキーワードを指定した reply modeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target pseudowire 192.168.1.4 4211
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply mode control-channel

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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説明コマンド

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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samples
IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで保持されるホップエントリ数を設定するには、IP
SLA動作 ICMPパスエコー履歴コンフィギュレーションモードで samplesコマンドを使用しま
す。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

samplessample-count

nosamples

___________________
構文の説明 IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで保持される履歴サンプ

ル数。範囲は 1～ 30です。
sample-count

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 16です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作 ICMPパスエコー履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

samplesコマンドは、IP SLA ICMPパスエコー動作を設定する場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

234 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
samples



___________________
例 次の例では、samplesコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# samples 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （138ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （159ページ）

IP SLA動作の履歴パラメータを設定します。history, （165ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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scan delete-factor
MPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスが削除対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータを検
索する頻度を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで scan delete-factorコマンド
を使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

scandelete-factorfactor-value

noscandelete-factor

___________________
構文の説明

スキャンインターバルとかける定数を指定し、MPLS LSPモニタインスタン
スが、有効ではなくなったプロバイダーエッジ（PE）ルータを削除する頻度
を決定します。範囲は 0～ 2147483647です。

factor-value

___________________
コマンドデフォルト factor-value：1

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

scan delete-factorコマンドは、自動的な PEの削除で使用する定数値を指定します。指定された
factor-valueにスキャンインターバルを乗算して得られた頻度で、MPLS LSPモニタリングインス
タンスが未検出の PEを削除します。 scan delete factorでゼロ（0）を指定した場合、有効ではなく
なったプロバイダーエッジ（PE）ルータは削除されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、scan delete-factorコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan delete-factor 214

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （188ページ）

MPLSLMインスタンスがスキャンキューで更
新の有無をチェックする頻度を指定します。

scan interval, （238ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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scan interval
MPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスがスキャンキューで更新をチェックする頻度を指定
するには、適切なコンフィギュレーションモードで scan intervalコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

scanintervalscan-interval

noscaninterval

___________________
構文の説明

プロバイダーエッジ（PE）ルータが更新するインターバル。範囲は1
～ 70560です。

scan-interval

___________________
コマンドデフォルト interval：240分

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSPモニタリングインスタンスがスキャンキューで PEの更新をチェックする頻度値を分
単位で指定するには、scan intervalコマンドを使用します。 PEディスカバリからの更新はただち
に処理されずスキャンキューに保存され、この値で指定された定期的なインターバルで一括処理

されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、scanコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan interval 120

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

MPLSLMインスタンスが削除対象の PEルータ
を検索する頻度を指定します。

scan delete-factor, （236ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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schedule monitor
MPLS LSPモニタリングインスタンスをスケジューリングするには、IP SLA LSPモニタコンフィ
ギュレーションモードで schedulemonitorコマンドを使用します。モニタリングインスタンスの
スケジュールを解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

schedulemonitormonitor-id

noschedulemonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

スケジューリングするモニタリングインスタンスの数。範囲は 1～
2048です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト スケジュールは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

schedule monitorコマンドを使用すると、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモー
ドが開始されます。このモードでは、MPLSLSPモニタインスタンスについて、目的のスケジュー
ルパラメータを設定できます。これにより、指定されたモニタインスタンスに対して作成され

たすべての動作の実行がスケジューリングされます。

設定済みのすべてのスケジューラを削除するには、monitor-id引数を指定せずにnoschedulemonitor
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、schedule monitorコマンドのアクセス方法および使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPグループおよび動作の開始がスケジューリ
ングされる頻度のインターバルを設定します。

frequency（IP SLA）, （163ページ）

すべての LSP動作の開始または実行がスケ
ジューリングされる合計時間を設定します。

schedule period, （244ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （284ページ）
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schedule operation
スケジュールコンフィギュレーションモードを開始するには、IP SLAコンフィギュレーション
モードで schedule operationコマンドを使用します。スケジューラを削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

scheduleoperationoperation-number

noscheduleoperationoperation-number

___________________
構文の説明 IP SLA動作のスケジューリングに使用される設定番号またはスケ

ジュール番号。範囲は 1～ 2048です。
operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

schedule operationコマンドを使用すると、IP SLAスケジュールコンフィギュレーションモード
が開始されます。さまざまなスケジュール設定パラメータを設定して、動作をスケジューリング

できます。動作がスケジューリングされると、設定された期間が期限切れになるまで、情報の収

集を続けます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、ipsla schedule operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アクティブに情報を収集していない場合に、動

作をメモリ内に保持する秒数を指定します。

ageout, （136ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

実行時間の長さを指定します。life, （174ページ）

動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように示しま

す。

recurring, （227ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （284ページ）
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schedule period
すべての LSP動作の開始または実行がスケジューリングされる合計時間を設定するには、IP SLA
MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで schedule periodコマンドを使
用します。スケジューラを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

scheduleperiodseconds

noscheduleperiod

___________________
構文の説明

ラベルスイッチドパス（LSP）の実行がスケジューリングされる合計時間
（秒単位）。範囲は 1～ 604800です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての LSP動作の実行を開始するようにスケジューリングされる合計時間を秒単位で指定する
には、schedule periodコマンドを使用します。すべての LSP動作は、スケジュール期間中を通し
て均等の間隔でスケジューリングされます。

たとえば、スケジュール期間が 600秒で、60個の動作をスケジューリングする場合、10秒のイン
ターバルでスケジューリングされます。

動作のセット全体が実行される頻度を指定するには、frequencyコマンドを指定します。頻度の
値は、スケジュール期間以上である必要があります。

スケジュール期間を設定しない限り、MPLS LSPモニタリングは開始できません。MPLS LSPモ
ニタリングは、start-timeコマンドを使用して開始します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、schedule periodコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# schedule period 6000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPグループおよび動作の開始がスケジューリ
ングされる頻度のインターバルを設定します。

frequency（IP SLA）, （163ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （284ページ）
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show ipsla application
IP SLAアプリケーションの情報を表示するには、EXECモードで show ipsla applicationコマンド
を使用します。

showipslaapplication

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla applicationコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla application

Estimated system max number of entries: 2048
Number of Entries configured: 1
Number of active Entries : 0
Number of pending Entries : 0
Number of inactive Entries : 1

Supported Operation Types: 7
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Type of Operation: ICMP ECHO
Type of Operation: ICMP PATH JITTER
Type of Operation: ICMP PATH ECHO
Type of Operation: UDP JITTER
Type of Operation: UDP ECHO
Type of Operation: MPLS LSP PING
Type of Operation: MPLS LSP TRACE

Number of configurable probes : 2047
SA Agent low memory water mark: 20480 (KB)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 14：show ipsla application のフィールドの説明

説明フィールド

システムで設定されている動作の最大数。

low-memoryの設定済みパラメータと、システ
ムで利用可能なメモリが示されます。

Estimated system max number of entries

アクティブステート、保留中ステート、および

非アクティブステートなど、設定済みエントリ

の合計数。

Number of Entries configured

アクティブステートのエントリ数。アクティ

ブなエントリとは、スケジューリング済みで、

存続期間がすでに開始されているエントリを指

します。

Number of active Entries

保留中ステートのエントリ数。保留中のエント

リとは、将来の開始日時がスケジューリングさ

れているエントリを指します。このようなエン

トリは、最初の存続期間が開始されていない

か、繰り返しが設定されていて、その存続期間

の 1つが完了したエントリです。

Number of pending Entries

非アクティブステートのエントリ数。非アク

ティブなエントリには、開始日時がスケジュー

リングされていません。開始日時のスケジュー

リングが行われていないか、存続期間が期限切

れになっています。また、繰り返しが設定され

ていないエントリです。

Number of inactive Entries

システムでサポートされている動作のタイプ。Supported Operation Types

設定可能な残りのエントリ数。この数字は推定

値に過ぎず、利用可能なリソースに従い、時間

の経過に伴って変化する場合があります。

Number of configurable probes
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説明フィールド

最小限のシステムで利用可能なメモリ。この容

量を下回ると、IPSLA機能による動作の設定は
行われません。

SA Agent low memory water mark

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メモリの下限値を設定します。low-memory, （178ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）
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show ipsla history
すべての IP SLA動作または指定された動作に対して収集された履歴を表示するには、EXECモー
ドで show ipsla historyコマンドを使用します。

showipslahistory[ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA動作の数。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、履歴統計情報は収集されません。 show ipsla historyコマンドを使用して任意の
データを表示するには、履歴の収集を設定する必要があります。

次の表に、show ipsla historyコマンドで使用される応答の戻り値を示します。

表 15：show ipsla history コマンドの応答の戻り値

説明コード

OK1

切断2

しきい値超過3

タイムアウト4
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説明コード

ビジー5

未接続6

ドロップ7

シーケンスエラー8

検証エラー9

アプリケーション固有10

デフォルトの表形式が使用されている場合、応答の戻り値の説明が、コードとして [Sense]列に表
示されます。 [Sense]フィールドは、常に戻りコードとして使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla historyコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla history 1

Point by point History
Multiple Lines per Entry

Line 1:
Entry = Entry number
LifeI = Life index
BucketI = Bucket index
SampleI = Sample index
SampleT = Sample start time
CompT = RTT (milliseconds)
Sense = Response return code
Line 2 has the Target Address
Entry LifeI BucketI SampleI SampleT CompT Sense TargetAddr
1 0 0 0 1134419252539 9 1 192.0.2.6
1 0 1 0 1134419312509 6 1 192.0.2.6
1 0 2 0 1134419372510 6 1 192.0.2.6
1 0 3 0 1134419432510 5 1 192.0.2.6

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 16：show ipsla history のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry number

存続期間のインデックス。LifeI

バケットのインデックス。BucketI

サンプルのインデックス。SampleI

サンプルの開始日時。SampleT

完了時間（ミリ秒単位）。CompT

応答の戻りコード。Sense

中間ホップデバイスまたは宛先デバイスの IP
アドレス。

TargetAddr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （267ページ）
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show ipsla mpls discovery vpn
MPLS VPNネットワークの BGPネクストホップディスカバリデータベースに関連するルーティ
ング情報を表示するには、EXECモードで show ipsla mpls discovery vpnコマンドを使用します。

showipslamplsdiscoveryvpn

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls discovery vpnコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls discovery vpn

Next refresh after: 46 seconds

BGP next hop Prefix VRF PfxCount
192.255.0.4 192.255.0.4/32 red 10

blue 5
green 7

192.255.0.5 192.255.0.5/32 red 5
green 3
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192.254.1.6 192.254.1.0/24 yellow 4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 17：show ipsla mpls discovery vpn のフィールドの説明

説明フィールド

BGPネクストホップネイバーの ID。BGP next hop

MPLS LSP pingまたはトレース動作によって使
用される BGPネクストホップネイバーの IPv4
Forward Equivalence Class（FEC;転送等価クラ
ス）。

Prefix

指定されたBGPネクストホップネイバーのルー
ティングエントリを含む Virtual Routing and
Forwarding Instances（VRF;仮想ルーティング/
転送インスタンス）の名前。

VRF

指定された BGPネクストホップネイバーの
VRFに参加しているルーティングエントリの
数。

PfxCount
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show ipsla mpls lsp-monitor lpd
LSP Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）の動作ステータスを表示するには、EXECモー
ドで show ipsla mpls lsp-monitor lpdコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorlpd{statistics[group-ID| aggregatedgroup-ID]| summarygroup}

最新のLPD開始日時、戻りコード、完了時間、
およびパスなど、指定された LPDグループの
統計情報を表示します。

statistics group-ID

LPDグループの集約された統計情報を表示しま
す。

aggregated group-ID

LPD開始日時、戻りコード、完了時間、および
すべての ECMPパス情報を含めた現在の LPD
動作ステータスを表示します。

summary group- ID

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

集約されたグループ IDでは、最大で 2つのバケットが許可されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor lpd statisticsコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor lpd statistics 10001

Group ID: 100001
Latest path discovery start time : 00:41:01.129 UTC Sat Dec 10 2005
Latest path discovery return code : OK
Latest path discovery completion time (ms): 3450
Completion Time Values:
NumOfCompT: 1 CompTMin: 3450 CompTMax : 3450 CompTAvg: 3450

Number of Paths Values:
NumOfPaths: 10 MinNumOfPaths: 10 MaxNumOfPaths: 10

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 18：show ipsla mpls lsp-monitor lpd statistics のフィールドの説明

説明フィールド

LPDグループの ID番号。Group ID

LPDの開始日時。Latest path discovery start time

LPDの戻りコード。Latest path discovery return code

LPDの完了時間。Latest path discovery completion time

完了時間数のサンプルおよび最小完了時間で構

成された完了時間の値。

Completion Time Values

最小パス数および最大パス数で構成されたパス

数の値。

Number of Paths Values
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show ipsla mpls lsp-monitor scan-queue
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタインスタンスへの追加またはインスタンスからの削
除を待機している BGPネクストホップアドレスの情報を表示するには、EXECモードで show
ipsla mpls lsp-monitor scan-queueコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorscan-queue[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスの数。monitor-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitor-id引数が指定されていない場合、すべてのMPLSLSPモニタインスタンスに対してスキャ
ンキューが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor scan-queueコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor scan-queue 1
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IPSLA MPLS LSP Monitor : 1

Next scan Time after : 23 seconds
Next Delete scan Time after: 83 seconds

BGP Next hop Prefix Add/Delete?
192.255.0.2 192.255.0.2/32 Add
192.255.0.3 192.255.0.5/32 Delete

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 19：show ipsla responder statistics port のフィールドの説明

説明フィールド

モニタの ID。IPSLA MPLS LSP Monitor

BGPネクストホップネイバーの追加について
MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューのチェックを実行するまでの時間。各ス

キャン時間の開始時に、新たに検出されたすべ

てのネイバーに対して IP SLA動作が作成され
ます。

Next scan Time after

BGPネクストホップネイバーの削除について
MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューのチェックを実行するまでの残り時間。

各削除スキャン時間の開始時に、有効ではなく

なったネイバーの IPSLA動作が削除されます。

Next delete Time after

BGPネクストホップネイバーの ID。BGP next hop

使用される BGPネクストホップネイバーの
IPv4 Forward Equivalence Class（FEC;転送等価
クラス）。

Prefix

指定された BGPネクストホップネイバーが追
加または削除されることを示します。

Add/Delete
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show ipsla mpls lsp-monitor summary
指定されたMPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスによって自動的に作成された動作のリス
トを表示するには、EXECモードで show ipslampls lsp-monitor summaryコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorsummary[monitor-id[group[groupid]]]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたMPLSLMインスタンスによって自動的に作成された
LSPグループ、ping、およびトレース動作のリストを表示します。

monitor-id

（任意）指定されたLSPグループ内でECMPパスディスカバリによって
検出された ECMP LSPを表示します。

group group-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドは、指定されたMPLS LSPモニタインスタンスに
よって自動的に作成されたLSP動作のリストを表示します。また、各動作の現在のステータスと
最新の動作時間も表示します。

monitor-id引数が指定されていない場合、すべてのMPLS LSPモニタインスタンスに対して動作
のリストが表示されます。

groupオプションを指定した show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドは、指定された LSP
Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）によって自動的に検出された ECMPパスのリスト
を表示します。また、このコマンドにオプションを指定することで、現在のステータス、成功

数、失敗数、直前のRoundTrip Time（RTT;ラウンドトリップ時間）、および各パスの最新の動作
時間が表示されます。
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group-id引数が指定されていない場合、MPLS LSPモニタインスタンスによって作成されたすべ
ての動作に対してパスのリストが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドの出力例は、次のとおりです。MPLS LSP ping動作

が LSP Verification（LSPV; LSP検証）プロセスからのタイムアウト応答の受信を待機している場
合、この出力には保留中ステータスが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1

MonID Op/GrpID TargetAddress Status Latest Operation Time
1 100001 192.255.0.4/32 up 19:33:37.915 EST Mon Feb 28 2005
1 100002 192.255.0.5/32 down 19:33:47.915 EST Mon Feb 28 2005
1 100003 192.255.0.6/32 pending 19:33:35.915 EST Mon Feb 28 2005

次の出力例には、タイムアウト応答受信後のダウンステータスが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1

MonID Op/GrpID TargetAddress Status Latest Operation Time
1 100001 193.100.0.1/32 down 12:47:16.417 PST Tue Oct 23 2007
1 100002 193.100.0.2/32 partial 12:47:22.418 PST Tue Oct 23 2007
1 100003 193.100.0.3/32 partial 12:47:22.429 PST Tue Oct 23 2007
1 100004 193.100.0.4/32 down 12:47:16.429 PST Tue Oct 23 2007
1 100005 193.100.0.5/32 down 12:47:21.428 PST Tue Oct 23 2007

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 20：show ipsla mpls lsp-monitor summary のフィールドの説明

説明フィールド

モニタの ID。MonID

このMPLSLSPモニタインスタンスによって作
成された動作の ID。

Op/GrpID

この動作によって使用される IPv4 Forward
Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）。

TargetAddress
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説明フィールド

パスのステータス。値は次のとおりです。

• up：最新の動作サイクルが正常であったこ
とを示します。

• down：最新の動作サイクルが正常ではな
かったことを示します。

• pending：最新の動作サイクルが LSP ping
またはトレースの応答を待機していること

を示します。

Status

最新の動作サイクルが発行された時刻。Latest Operation Time

show ipsla mpls lsp-monitor summary groupコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1 group 100001

GrpID LSP-Selector Status Failure Success RTT Latest Operation Time
100001 127.0.0.13 up 0 78 32 20:11:37.895 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.15 retry 1 77 0 20:11:37.995 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.16 up 0 78 32 20:11:38.067 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.26 up 0 78 32 20:11:38.175 EST Feb 28 2005

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 21：show ipsla mpls lsp-monitor summary group のフィールドの説明

説明フィールド

このMPLSLSPモニタインスタンスによって作
成されたグループ ID。

GrpID

LSPセレクタのアドレス。LSP-Selector
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説明フィールド

パスのステータス。値は次のとおりです。

• up：すべてのパスが正常であったことを示
します。

• down：すべてのパスが正常ではなかった
ことを示します。

• partial：一部のパスだけが正常であったこ
とを示します。

• unknown：一部（またはすべて）のパスが
単一の LSPエコー要求を完了できなかっ
たために、グループのステータスを識別で

きないことを示します。

Status

失敗数。Failure

成功数。Success

パスに対する最新のLSPエコー要求のミリ秒単
位のラウンドトリップ時間（RTT）。

RTT

パスに対して最新の動作サイクルが発行された

時刻。

Latest Operation Time
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show ipsla responder statistics ports
応答側の現在アクティブなポートによって受信または処理されたプローブの数を表示するには、

EXECモードで show ipsla responder statistics portsコマンドを使用します。

showipslaresponderstatisticsports

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla responder statistics portコマンドの出力は、応答側で非永続的なポートが使用されてい
る特定のインターバルに対してだけ使用できます。これは、各動作サイクルの終了後に、応答側

が非永続的なポートを閉じるためです。ただし、永続的なポートと非永続的なポートの両方が使

用されている場合、出力には永続的なポートの行が常に表示されます。非永続的なポートの行

は、コマンドが発行された瞬間に非永続的なポートがイネーブルになっている場合だけに表示さ

れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla responder statistics portコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla responder statistics port

Port 12709 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 2

Port 12213 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 1

Port 55690 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 376

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 22：show ipsla responder statistics port のフィールドの説明

説明フィールド

応答側がプローブパケットを待機するポート番

号。

Port

応答側がプローブパケットを待機する IPアド
レス。

Local Address

制御パケットとプローブパケットの両方につい

て、応答側が受信したパケット数。

NumberOfProbes
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show ipsla statistics
IP SLA動作の動作データと最新の統計情報を表形式で表示するには、EXECモードで show ipsla
statisticsコマンドを使用します。

showipslastatistics[ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）最新の統計情報を表示する対象となる動作。範囲は 1～
2048です。

operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla statisticsコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。 ICMPエコー動作に対す

る show ipsla statisticsコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 100025

Entry number: 100025
Modification time: 00:36:58.602 UTC Sat Dec 10 2007
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Start time : 00:36:58.605 UTC Sat Dec 10 2007
Number of operations attempted: 5
Number of operations skipped : 0
Current seconds left in Life : Forever
Operational state of entry : Active
Connection loss occurred : FALSE
Timeout occurred : FALSE
Latest RTT (milliseconds) : 3
Latest operation start time : 00:41:01.129 UTC Sat Dec 10 2007
Latest operation return code : OK
RTT Values:
RTTAvg : 71 RTTMin: 71 RTTMax : 71
NumOfRTT: 1 RTTSum: 71 RTTSum2: 729

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.13 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
2 1 127.0.0.6 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
3 1 127.0.0.1 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
4 1 127.0.0.2 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
5 1 127.0.0.13 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
6 1 127.0.0.6 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
7 1 127.0.0.1 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
8 1 127.0.0.2 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
9 1 127.0.0.4 Gi0/2/0/0 192.15.1.2 38
10 1 127.0.0.5 Gi0/2/0/0 192.15.1.2 38

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 23：show ipsla statistics のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry number

最後に動作が変更された日時。Modification time

動作が開始された日時。Start time

発行された動作サイクルの数。Number of operations attempted

設定されたインターバルを超過して延長された

サイクルが発生したために発行されなかった動

作サイクルの数。

Number of operations skipped

動作が実行を停止するまでの残り時間。Current seconds left in Life

アクティブステート、保留中ステート、または

非アクティブステートなど、動作のステート。

Operational state of entry

接続の切断エラーが発生したかどうか。Connection loss occurred

タイムアウトエラーが発生したかどうか。Timeout occurred

最新の RTTサンプルの値。Latest RTT (milliseconds)

最新の動作サイクルが発行された時刻。Latest operation start time
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説明フィールド

最新の動作サイクルの戻りコード。Latest operation return code

最新のサイクルで観察された平均 RTT値。RTTAvg

最新のサイクルで観察された最小 RTT値。RTTMin

最新のサイクルで観察された最大 RTT値。RTTMax

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTTSum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTTSum2

パスインデックス番号。Path Idx

パスに対する応答の戻りコード（show ipsla
historyコマンドの表 15：show ipsla historyコマ
ンドの応答の戻り値,（249ページ）を参照）。

Path Sense

パスの LSPセレクタのアドレス。LSP Selector

パスの発信インターフェイス。Outgoing Interface

パスのネクストホップアドレス。Nexthop Address

パスのMPLSラベルスタック。Downstream Label Stack

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （267ページ）
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show ipsla statistics aggregated
すべての IP SLA動作または指定された動作の時間ごとの統計情報を表示するには、EXECモード
で show ipsla statistics aggregatedコマンドを使用します。

showipslastatisticsaggregated[detail][ operation-number ]

___________________
構文の説明

詳細情報を表示します。detail

（任意）IP SLA動作の数。範囲は 1～ 2048です。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla statistics aggregatedコマンドは、失敗した動作の数や失敗した理由などの情報を表示し
ます。 bucketsコマンド（hourlyキーワードを指定した statisticsコマンド）で異なる時間を設定
していない限り、show ipsla statistics aggregatedコマンドは過去 2時間で収集された情報を表示し
ます。

UDPジッタ動作に対して計算される単一方向の遅延およびジッタ動作の場合、ローカルおよび宛
先デバイスのクロックは、NTPまたはGPSシステムを使用して同期する必要があります。クロッ
クが同期されていない場合、単一方向の測定値は廃棄されます。 Source to Destination（SD;送信
元から宛先）値および Destination to Source（DS;宛先から送信元）値の合計がラウンドトリップ
時間の 10%以内に収まっていない場合、単一方向の測定値は問題があるものと見なされ、廃棄さ
れます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。 show ipsla

statistics aggregatedコマンドの出力例（UDPエコー動作の集約された統計情報）は、次のとおり
です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 1

Entry number: 1
Hour Index: 0

Start Time Index: 21:02:32.510 UTC Mon Dec 12 2005
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 6 RTTMin: 4 RTTMax : 38
NumOfRTT: 36 RTTSum: 229 RTTSum2: 2563

動作 10が UDPジッタ動作の場合の show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力例は、次のと
おりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 10

Entry number: 10
Hour Index: 0

Start Time Index: 00:35:07.895 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 14 RTTMin: 2 RTTMax : 99
NumOfRTT: 70 RTTSum: 1034 RTTSum2: 60610

Packet Loss Values:
PacketLossSD : 0 PacketLossDS: 0
PacketOutOfSequence: 0 PacketMIA : 0
PacketLateArrival : 0
Errors : 0 Busies : 0

Jitter Values :
MinOfPositivesSD: 1 MaxOfPositivesSD: 19
NumOfPositivesSD: 17 SumOfPositivesSD: 65
Sum2PositivesSD : 629
MinOfNegativesSD: 1 MaxOfNegativesSD: 16
NumOfNegativesSD: 24 SumOfNegativesSD: 106
Sum2NegativesSD : 914
MinOfPositivesDS: 1 MaxOfPositivesDS: 7
NumOfPositivesDS: 17 SumOfPositivesDS: 44
Sum2PositivesDS : 174
MinOfNegativesDS: 1 MaxOfNegativesDS: 8
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NumOfNegativesDS: 24 SumOfNegativesDS: 63
Sum2NegativesDS : 267
Interarrival jitterout: 0 Interarrival jitterin: 0

One Way Values :
NumOfOW: 0
OWMinSD : 0 OWMaxSD: 0 OWSumSD: 0
OWSum2SD: 0
OWMinDS : 0 OWMaxDS: 0 OWSumDS: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 24：show ipsla statistics aggregated のフィールドの説明

説明フィールド

前にスケジューリングされた実行が完了してい

ないために動作を開始できない回数。

Busies

エントリ番号。Entry Number

パスインデックスのホップ。Hop in Path Index

内部エラーの数。Errors

指定された行に表示されるジッタ統計情報。

ジッタとは、パケット間遅延のずれを表しま

す。

Jitter Values

収集されたジッタサンプルの数。サンプル数

は、ジッタ統計情報の計算に使用されます。

NumOfJitterSamples

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

発信元から宛先への負の最大ジッタ値。絶対値

が示されます。

MaxOfNegativesSD
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説明フィールド

発信元から宛先への最大ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MaxOfPositivesSD

宛先から発信元への最大ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MaxOfPositivesDS

宛先から発信元への負の最大ジッタ値。絶対値

が示されます。

MaxOfNegativesDS

宛先から発信元への最小ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MinOfPositivesDS

発信元から宛先への負の最小ジッタ値。絶対値

が示されます。

MinOfNegativesSD

発信元から宛先への最小ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MinOfPositivesSD

宛先から発信元への負の最小ジッタ値。絶対値

が示されます。

MinOfNegativesDS

正常な単一方向の時間測定の数。NumOfOW

宛先から発信元への負のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して減少しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfNegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して減少しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfNegativesSD

宛先から発信元への正のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して増加しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfPositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して増加しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfPositivesSD

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT
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説明フィールド

指定された行に表示される単一方向の測定の統

計情報。OneWay（OW;単一方向）の値は、パ
ケットが発信元ルータから宛先ルータまで、ま

たは宛先ルータから発信元ルータまで移動する

のにかかった時間の合計です。

One Way Values

宛先から発信元への最大時間。OWMaxDS

発信元から宛先への最大時間。OWMaxSD

宛先から発信元への最小時間。OWMinDS

発信元から宛先への最小時間。OWMinSD

宛先から発信元への単一方向遅延値の合計。OWSumDS

発信元から宛先への単一方向遅延値の合計。OWSumSD

宛先から発信元への単一方向遅延値の 2乗の合
計。

OWSum2DS

発信元から宛先への単一方向遅延値の 2乗の合
計。

OWSum2SD

タイムアウト後に到着したパケットの数。PacketLateArrival

宛先から送信元（DS）で失われたパケットの
数。

PacketLossDS

送信元から宛先（SD）で失われたパケットの
数。

PacketLossSD

SD方向かDS方向かを特定できない状況で失わ
れたパケットの数。

PacketMIA

誤った順序で戻されたパケットの数。PacketOutOfSequence

パスインデックス。Path Index

宛先のポート番号。Port Number

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTTSum
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説明フィールド

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTTSum2

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

開始日時（ミリ秒単位）。Start Time

1時間のインターバルについて集計された統計
情報。この値は、表示されている1時間のイン
ターバルの開始日時を示します。

Start Time Index

宛先から発信元への正のジッタ値の合計。SumOfPositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の合計。SumOfPositivesSD

宛先から発信元への負のジッタ値の合計。SumOfNegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の合計。SumOfNegativesSD

宛先から発信元への正のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2PositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2PositivesSD

宛先から発信元への負のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2NegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2NegativesSD

宛先の IPアドレスTarget Address

show ipsla statistics aggregated detailコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。出力が
複数の行に分割されている場合、show ipsla statistics aggregated detailコマンドの表形式での出力
例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated detail 2

Captured Statistics
Multiple Lines per Entry

Line1:
Entry = Entry number
StartT = Start time of entry (hundredths of seconds)
Pth = Path index
Hop = Hop in path index
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Dst = Time distribution index
Comps = Operations completed
SumCmp = Sum of RTT (milliseconds)

Line2:
SumCmp2H = Sum of RTT squared high 32 bits (milliseconds)
SumCmp2L = Sum of RTT squared low 32 bits (milliseconds)
TMax = RTT maximum (milliseconds)
TMin = RTT minimum (milliseconds)

Entry StartT Pth Hop Dst Comps SumCmp
SumCmp2H SumCmp2L TMax TMin

2 1134423910701 1 1 0 12 367
0 1231 6 6

2 1134423851116 1 1 1 2 129
0 2419 41 41

2 1134423070733 1 1 2 1 101
0 1119 16 16

2 0 1 1 3 0 0
0 0 0 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 25：show ipsla statistics aggregated detail のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry

エントリの開始日時（100分の 1秒単位）。StartT

パスインデックス。Pth

パスインデックスのホップ。Hop

時分散インデックス。Dst

完了した動作の数。Comps

完了時間の合計（ミリ秒単位）。SumCmp

完了時間の下位 32ビットの 2乗の合計（ミリ
秒単位）。

SumCmp2L

完了時間の上位 32ビットの 2乗の合計（ミリ
秒単位）。

SumCmp2H

最大完了時間（ミリ秒単位）。TMax

最小完了時間（ミリ秒単位）。TMin

パスディスカバリ動作がイネーブルの場合の show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力例は、
次のとおりです。
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時間ごとのインデックスに続くデータは、特定の時間単位のインターバルにおけるグループ内の

すべてのパスについて集約されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 100041

Entry number: 100041

Hour Index: 13

<The following data after the given hourly index is aggregated for all paths in the group
during the given hourly interval.>

Start Time Index: 12:20:57.323 UTC Tue Nov 27 2007
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 249
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0

<end>
RTT Values:
RTTAvg : 21 RTTMin: 19 RTTMax : 73
NumOfRTT: 2780 RTTSum: 59191 RTTSum2: 1290993

<The following data for LSP path information is available after path discovery is enabled.>

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
2 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
3 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
4 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677
5 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
6 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
7 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
8 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677

<end>
Hour Index: 14

Start Time Index: 13:20:57.323 UTC Tue Nov 27 2007
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 122
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 21 RTTMin: 19 RTTMax : 212
NumOfRTT: 3059 RTTSum: 65272 RTTSum2: 1457612

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
2 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
3 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
4 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677
5 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
6 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
7 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
8 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 26：show ipsla statistics aggregated（パスディスカバリがイネーブル）のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry Number

開始時刻。Start Time Index

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTT Sum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTT Sum2

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

パスインデックス番号。Path Idx

パスに対する応答の戻りコード（show ipsla
historyコマンドの表 15：show ipsla historyコマ
ンドの応答の戻り値,（249ページ）を参照）。

Path Sense
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説明フィールド

パスの LSPセレクタのアドレス。LSP Selector

パスの発信インターフェイスの名前。Outgoing Interface

パスのネクストホップアドレス。Nexthop Address

パスのMPLSラベルスタック。Downstream Label Stack

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の動作データを表示します。show ipsla statistics, （264ページ）

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics enhanced aggregated, （277ペー
ジ）
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show ipsla statistics enhanced aggregated
指定された IPSLA動作について、収集されたすべての拡張履歴バケットの拡張履歴統計情報を表
示するには、EXECモードで show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドを使用します。

showipslastatisticsenhancedaggregated[ operation-number ][intervalseconds]

___________________
構文の説明

（任意）拡張履歴の配布統計情報を表示する対象となる動作番号。operation-number

（任意）拡張履歴の配布統計情報を表示する対象となる集約イン

ターバル（秒単位）を指定します。

interval seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドは、個別に表示されている拡張履歴データの各
バケットのデータを、たとえば 1つずつ順番に表示します。バケットの数と収集インターバル
は、intervalキーワード、seconds引数、bucketsキーワード、および number-of-buckets引数を使用
して設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。UDP

エコー動作に対する show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドの出力例は、次のとおりで
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics enhanced aggregated 20

Entry number: 20
Interval : 300 seconds
Bucket : 1 (0 - 300 seconds)
Start Time Index: 00:38:14.286 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 2 RTTMin: 2 RTTMax : 5
NumOfRTT: 5 RTTSum: 13 RTTSum2: 41

Bucket : 2 (300 - 600 seconds)
Start Time Index: 00:43:12.747 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 2 RTTMin: 2 RTTMax : 2
NumOfRTT: 1 RTTSum: 2 RTTSum2: 4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 27：show ipsla statistics enhanced aggregated のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry Number

動作の頻度の倍数。 [Enhanced interval]フィー
ルドでは、show ipsla statistics enhanced
aggregatedコマンドによって表示される統計情
報が集約されるインターバルを定義します。こ

のフィールドは、集約された拡張統計情報が表

示されるように設定する必要があります。

Interval

バケットのインデックス。Bucket

インターバルコンフィギュレーションモード

に従って集約された統計情報。値は、表示され

ているインターバル設定によって異なります。

Start Time Index

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

278 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
show ipsla statistics enhanced aggregated



説明フィールド

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTT Sum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTT Sum2

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の動作データを表示します。show ipsla statistics, （264ページ）

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （267ページ）
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source address
送信元デバイスのアドレスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでsourceaddress
コマンドを使用します。最適なローカルアドレスを使用するには、このコマンドの no形式を使
用します。

sourceaddressipv4-address

nosourceaddress

___________________
構文の説明

送信元デバイスの IPアドレスまたはホスト名。ipv4-address

___________________
コマンドデフォルト IPSLAは宛先に対して最適なローカルアドレスを検索し、そのアドレスを送信元アドレスとして

使用します。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで source addressコマンドの IP

アドレスを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# source address 192.0.2.9

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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source port
送信元デバイスのポートを識別するには、適切なコンフィギュレーションモードで source portコ
マンドを使用します。未使用のポート番号を使用するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

sourceportport

nosourceport

___________________
構文の説明

送信元デバイスのポート番号を識別します。範囲は 1～ 65535です。port port

___________________
コマンドデフォルト IP SLAは、システムによって割り当てられた未使用のポートを使用します。

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ICMP動作を設定する場合、source portコマンドはサポートされません。サポートされるのは、
UDP動作を設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで source portコマンドのポート

を指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# source port 11111

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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start-time
動作またはMPLS LSPモニタインスタンスが開始される時刻を決定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで start-timeコマンドを使用します。動作を停止し、デフォルトのステー
トにするには、このコマンドの no形式を使用します。

start-time{hh:mm:ss[day| month dayyear]| afterhh:mm:ss| now| pending}

nostart-time

___________________
構文の説明

時間、分、秒の形式の絶対時間。時刻の形式には、24時間表記を使用でき
ます。たとえば、start-time 01:02は午前 1時 2分を表し、start-time 13:01:30
は午後 1時 1分 30秒を表します。 monthおよび dayを指定しない限り、現
在の日付が使用されます。

hh:mm:ss

（任意）動作を開始する月。month引数を使用する場合、日付を指定する必
要があります。月は、英語のフルスペルまたは最初の3文字を使用して指定
します。

month

（任意）動作を開始する日付を表す数字（1～ 31の範囲）。月も指定する
必要があります。

day

（任意）年を表す数字（1993～ 2035の範囲）。year

start-timeコマンドを使用した後で動作が開始する時間を、時間（hh）、分
（mm）、および秒（ss）で指定します。

after hh:mm:ss

動作をただちに開始するように指定します。now

情報を収集しないように指定します。デフォルト値は、pendingキーワード
です。

pending

___________________
コマンドデフォルト 月および日が指定されていない場合は、現在の月および日が使用されます。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA動作モードで start-timeコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作の開
始時刻が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで start-timeコマンドが使用されている
場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべてのモニタイン
スタンスの開始時刻が設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、スケジュール動作に対して start-timeコマンドオプションを使用する方法を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start-time after 01:00:00

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで start-time
コマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# start-time after 01:00:00

次に、start-timeコマンドを使用してスケジュール対象動作の年を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)# destination address 192.0.2.9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start 20:0:0 february 7 2008
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行時間の長さを指定します。life, （174ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように示しま

す。

recurring, （227ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （240ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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statistics
動作の統計情報収集パラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで statistics
コマンドを使用します。統計情報収集パラメータを削除する場合、またはデフォルト値を使用す

る場合は、このコマンドの no形式を使用します。

statistics{hourly| intervalseconds}

nostatistics{hourly| intervalseconds}

___________________
構文の説明 1時間にわたって集約される統計情報設定の配布を設定します。hourly

指定されたインターバルにわたって、統計情報を収集します。統計情報

を収集するインターバル（秒単位）。範囲は 1～ 3600秒です。
interval seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作 UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

statistics intervalコマンドは、ICMPパスエコーおよび ICMPパスジッタ動作の設定ではサポート
されていません。また、MPLS LSPモニタインスタンスの設定でもサポートされていません。

IP SLA動作モードで statisticsコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作の統計
情報収集が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで statisticsコマンドが使用されてい
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る場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作の統
計情報収集が設定されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、statisticsコマンドの IP SLAUDPジッタ動作に対して統計情報が維持される時間数を

設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#

次の例では、IP SLAUDPジッタ動作で statisticsコマンドを使用して、指定されたインターバルに
わたり統計情報を収集する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics interval 60
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#

次の例では、statisticsコマンドを使用して、IP SLA MPLS LSPモニタ ping動作に対して統計情報
が維持される時間数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-stats)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （140ページ）

拡張履歴統計情報が保持されるデータバケット

を参照します。

buckets（統計情報の間隔）, （142ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （153ページ）
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説明コマンド

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （155ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （188ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （184ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （186ページ）
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tag（IP SLA）
IP SLA動作に対してユーザ指定の IDを作成するには、適切なコンフィギュレーションモードで
tagコマンドを使用します。タグストリングの設定を解除するには、このコマンドのno形式を使
用します。

tag[ text ]

notag

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA動作に対するストリングラベルを指定します。text

___________________
コマンドデフォルト タグストリングは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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IPSLA動作モードで tagコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作に対するユー
ザ定義のタグストリングが設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで tagコマンドが使用
されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての
動作に対するユーザ定義のタグストリングが設定されます。この設定は、自動的に作成されるす

べての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# tag ipsla

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用
する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# tag mplslm-tag

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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target ipv4
MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先ルータの IPv4アドレスを指定す
るには、適切なコンフィギュレーションモードで target ipv4コマンドを使用します。アドレスの
設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

targetipv4destination-addressdestination-mask

notargetipv4

___________________
構文の説明

テストする宛先デバイスの IPv4アドレス。destination-address

宛先アドレスのネットワークマスクのビット数。ネットワークマスクは、

次のいずれかの方法で指定できます。

•ネットワークマスクには、4分割ドット付き 10進表記アドレスを使用
できます。たとえば、255.0.0.0は、1のビットに対応するアドレスビッ
トがネットワークアドレスに属していることを示します。

•スラッシュ（/）と数字による表記。たとえば、/8は、マスクの最初の
8ビットが 1で、対応するアドレスのビットがネットワークアドレスで
あることを示します。

destination-mask

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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テストされるLSPの最後にある宛先ルータの IPv4アドレスを指定し、宛先をラベル配布プロトコ
ル（LDP）の IPv4アドレスで示すには、target ipv4コマンドを使用します。宛先の IPv4アドレ
スによって、LSPに関連付けられた適切なラベルスタックが識別されます。

target ipv4コマンドを使用した場合、MPLS LSP pingまたはトレース動作の宛先として、LDP
IPv4アドレスを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回入力し、最初とは異なる IPv4宛先ア
ドレスを設定すると、最初の IPv4アドレスが上書きされます。

（注）

MPLS LSP ping動作では、指定された Forwarding Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）での
検証（この場合は LDP IPv4プレフィックス）を使用し、target ipv4コマンドによって識別された
pingの送信元と出力ノードの間でLSPの接続性をテストします。このテストは、FECに属する他
のパケットと同じデータパスでMPLSエコー要求を送信して実行されます。 pingパケットがパス
の終端に到達すると、出力のラベルスイッチングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信
され、実際に LSPに対する出力であることが検証されます。MPLSエコー要求には、検証される
LSPの情報が含まれています。

MPLSネットワークでは、MPLSLSPトレース動作が、target ipv4コマンドによって指定された宛
先ルータまでの LSPパスをトレースします。 LSPルータの検証では、各中継 LSRのコントロー
ルプレーンにパケットが送信され、LSPパスの中継LSRであるかどうかなど、さまざまなチェッ
クが実行されます。また、各中継 LSRは、テスト対象の LSPに関連する情報（LDP IPv4プレ
フィックスにバインドされたラベル）を返します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target ipv4コマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target ipv4 192.168.1.4 255.255.255.255

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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説明コマンド

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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target pseudowire
MPLS LSP ping動作で使用される宛先として疑似回線を指定するには、IP SLA MPLS LSP pingコ
ンフィギュレーションモードで target pseudowireコマンドを使用します。宛先の設定を解除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

targetpseudowiredestination-addresscircuit-id

notargetpseudowire

___________________
構文の説明

テストする宛先デバイスの IPv4アドレス。destination-address

仮想回線の ID。範囲は 1～ 4294967295です。circuit-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP ping動作で使用される宛先ルータを指定し、宛先をレイヤ 2 VPN疑似回線として示す
には、target pseudowireコマンドを使用します。 target pseudowireコマンドは、宛先アドレスお
よび仮想回線（VC）の IDを識別します。

target pseudowireコマンドを使用した場合、MPLS LSP ping動作の宛先として、疑似回線アド
レスを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回使用し、最初とは異なる疑似回線宛先アドレ
スを設定すると、最初の疑似回線アドレスが上書きされます。

（注）
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LSP ping動作の疑似回線の宛先を使用することで、MPLSネットワーク全体における Pseudowire
Edge-to-EdgeEmulation（PWE3）サービスの統計情報をアクティブにモニタリングできます。PWE3
接続性検証では、Virtual Circuit Connectivity Verification（VCCV）が使用されます。

VCCVの詳細については、IETFのWebページにある VCCVドラフト『Pseudowire Virtual Circuit
Connectivity Verification (VCCV)』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target pseudowireコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target pseudowire 192.168.1.4 4211

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

296 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
target pseudowire



target traffic-eng
MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先MPLSトラフィックエンジニア
リングトンネルを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで target traffic-engコマ
ンドを使用します。トンネルの設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

targettraffic-engtunneltunnel-interface

notargettraffic-eng

___________________
構文の説明

ルータで設定されているMPLSトラフィックエンジニアリングトン
ネルのトンネル ID（tunnel 10など）。範囲は 0～ 65535です。

tunnel tunnel-interface

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先ルータを指定し、宛先をMPLS
TrafficEngineering（TE;トラフィックエンジニアリング）トンネルとして示すには、target traffic-eng
コマンドを使用します。 target traffic-engコマンドでは、トンネルインターフェイス、およびping
またはトレースの対象となる LSPに関連付けられた適切なラベルスタックが識別されます。 LSP
トンネルインターフェイスは、トンネルの宛先に対する単一方向仮想リンクのヘッドエンドで

す。
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target traffic-engコマンドを使用した場合、MPLSLSPpingまたはトレース動作の宛先として、
MPLS TEトンネルを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回入力し、最初とは異なるトンネ
ルインターフェイスを設定すると、最初のトンネル IDが上書きされます。

（注）

IP SLA ping動作では、指定された Forwarding Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）での検証
（この場合はMPLS TEトンネル）を使用し、target traffic-engコマンドによって識別された ping
の送信元と出力ノードの間でLSPの接続性をテストします。このテストは、トンネルに属する他
のパケットと同じデータパスでMPLSエコー要求を送信して実行されます。 pingパケットがパス
の終端に到達すると、出力のラベルスイッチングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信
され、実際にMPLS TEトンネルに対する出力であることが検証されます。MPLSエコー要求に
は、LSPパスが検証されるトンネルの情報が含まれています。

IPネットワークでは、MPLSSLAトレース動作が、target traffic-engコマンドによって指定された
宛先ルータまでのLSPパスをトレースします。LSPルータの検証では、各中継LSRのコントロー
ルプレーンにパケットが送信され、LSPパスの中継LSRであるかどうかなど、さまざまなチェッ
クが実行されます。また、各中継 LSRからはMPLS TEトンネルに関連する情報も返され、ロー
カルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによって LSPパスとして特定された情
報と一致するかどうかが確認されます。

MPLSトラフィックエンジニアリングは、バックボーン全体にわたって LSPを自動的に確立およ
び維持します。 LSPで使用されるパスは、LSPリソース要件とネットワークリソース（帯域幅な
ど）によって決まります。

MPLSトラフィックエンジニアリングトンネルの詳細については、『MPLSTraffic Engineering and
Enhancements』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target traffic-eng tunnelコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target traffic-eng tunnel 101

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）
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説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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threshold
下限値および上限値を設定するには、IPSLA反応条件コンフィギュレーションモードで threshold
コマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdlower-limitvalueupper-limitvalue

nothresholdlower-limitvalueupper-limitvalue

___________________
構文の説明

しきい値の下限値を指定します。範囲は 1～ 4294967295msです。デ
フォルトの lower-limit値は、3000 msです。

lower-limit value

しきい値の上限値を指定します。範囲は 5000～ 4294967295msです。
デフォルトの upper-limit値は、5000 msです。

upper-limit value

___________________
コマンドデフォルト lower-limit value：3000ミリ秒

upper-limit value：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

thresholdコマンドは、reactコマンドと jitter-averageキーワードおよび packet-lossキーワードと
組み合わせて使用した場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、thresholdコマンドを使用して、jitter-averageキーワードを指定した reactコマンド

に対する下限値および上限値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold lower-limit 8000 upper-limit 10000

次の例では、thresholdコマンドを使用して、packet-lossキーワードを指定した reactコマンドに
対する下限値および上限値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold lower-limit 8000 upper-limit 10000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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threshold type average
しきい値に違反する平均値に対してアクションを実行するには、IP SLA反応条件コンフィギュ
レーションモードで threshold type averageコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアす
る（反応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeaveragenumber-of-probes

nothresholdtype

___________________
構文の説明

モニタ対象である要素の過去 5つの値の平均がしきい値の上限を上回って
いる場合、または下限を下回っている場合、actionコマンドで定義された
アクションが実行されます。範囲は 1～ 16です。

number-of-probes

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

threshold type averageコマンドは、reactコマンドと jitter-averageキーワード、packet-lossキー
ワード、および rttキーワードと組み合わせて使用した場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

302 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
threshold type average



___________________
例 次の例では、threshold type averageコマンドを使用して、jitter-averageキーワードを指定した

reactコマンドに対するプローブ数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type average 8

次の例では、threshold type averageコマンドを使用して、packet-lossキーワードを指定した react
コマンドに対するプローブ数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type average 8

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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threshold type consecutive
複数回連続して違反が発生した場合にアクションを実行するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードで threshold type consecutiveコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアする（反
応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeconsecutiveoccurrences

nothresholdtype

___________________
構文の説明

反応条件が連続した発生回数に対して設定されている場合、デフォルト値は

ありません。発生回数は、しきい値タイプの指定時に設定されます。連続し

た違反回数は 1～ 16です。

occurrences

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA反応条件モードで threshold type consecutiveコマンドが使用されている場合、設定されて
いる特定の動作のしきい値が設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレー
ションモードで threshold type consecutiveコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバ
イダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のしきい値が設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、threshold type consecutiveコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type consecutive 8

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーションコンフィギュレーション
モードで threshold type consecutiveコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# threshold type consecutive 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （219ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）
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説明コマンド

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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threshold type immediate
しきい値違反に対してただちにアクションを実行するには、適切なコンフィギュレーションモー

ドで threshold type immediateコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアする（反応が発生
しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeimmediate

nothresholdtype

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発生した場合、actionコマンドの定義に従っ
て、ただちにアクションが実行されます。

IP SLA反応条件モードで threshold type immediateコマンドが使用されている場合、設定されてい
る特定の動作のしきい値が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレー
ションモードで threshold type immediateコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のしきい値が設定されます。この設
定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、threshold type immediateコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type immediate

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーションコンフィギュレーション
モードで threshold type immediateコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# threshold type immediate

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （219ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （309ページ）
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threshold type xofy
Y回のプローブ動作中にX回の違反が発生した場合にアクションを実行するには、IP SLA反応条
件コンフィギュレーションモードで threshold type xofyコマンドを使用します。しきい値タイプ
をクリアする（反応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypexofyx-valuey-value

nothresholdtype

___________________
構文の説明

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発生した場合、y回のプ
ローブ動作以内に x回の違反が発生すると（x回/y回）、actionコマンドでの
定義に従って、アクションが実行されます。デフォルトは、x-valueおよび
y-valueの両方とも 5です（xofy 5 5）。範囲は 1～ 16です。

x-value y-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、threshold type xofyコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react verify-error
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type xofy 1 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （133ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （221ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （213ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （300ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （302ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （304ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （307ページ）
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timeout（IP SLA）
プローブまたは制御タイムアウトのインターバルを設定するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードで timeoutコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no
形式を使用します。

timeoutmilliseconds

notimeout

___________________
構文の説明 IP SLA動作が要求パケットからの応答を待機する時間（ミリ秒単位）を

設定します。範囲は 1～ 604800000です。
milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 5000 msです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 311

IP サービスレベル契約コマンド
timeout（IP SLA）



timeoutコマンドが IP SLA動作モードで使用されている場合、特定の IP SLA動作が要求パケット
からの応答を待機する時間が設定されます。 timeoutコマンドが IP SLAMPLS LSPモニタモード
で使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているす
べての動作が要求パケットからの応答を待機する時間が設定されます。この設定は、自動的に作

成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# timeout 10000

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用
する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# timeout 10000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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tos
プローブパケットのタイプオブサービス（ToS）を設定するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで tosコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式
を使用します。

tosnumber

notos

___________________
構文の説明

サービスタイプ番号。範囲は 0～ 255です。number

___________________
コマンドデフォルト サービスタイプ番号は 0です。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ToS値は、IPヘッダーの 8ビットフィールドです。このフィールドには、優先順位や ToSなど
の情報が含まれています。この情報は、ポリシールーティングや専用アクセスレート（CAR）
など、ルータがToS値を確認する機能で役立ちます。サービスタイプが動作に対して定義されて
いる場合、IP SLAプローブパケットには IPヘッダーの設定済み tos値が含まれます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで tosコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# tos 60

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

314 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
tos



ttl
エコー要求パケットのMPLSラベルで存続可能時間（TTL）値を指定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで ttlコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

ttltime-to-live

nottl

___________________
構文の説明

エコー要求パケットの最大ホップカウント。有効な値は 1～ 255で
す。

time-to-live

___________________
コマンドデフォルト MPLS LSP ping動作の場合、デフォルトの Time-to-Live値は 255です。

MPLS LSPトレース動作の場合、デフォルトの Time-to-Live値は 30です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でのエコー要求パケットで許可される最大ホップ
カウントを設定するには、ttlコマンドを使用します。許容されるホップカウントは、IP SLA動
作のタイプによって異なることに注意してください。

• MPLS LSP ping動作の場合、有効値は 1～ 255で、デフォルトは 255です。

• MPLS LSPトレース動作の場合、有効値は 1～ 30で、デフォルトは 30です。
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IP SLA動作モードで ttlコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作に対する
Time-to-Live値が設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで ttlコマンドが使用されている
場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作に対す
る Time-to-Live値が設定されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ttlコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# ttl 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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type icmp echo
ICMPエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type icmp
echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeicmpecho

notypeicmpecho

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 317

IP サービスレベル契約コマンド
type icmp echo



___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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type icmp path-echo
ICMPパスエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type
icmppath-echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

typeicmppath-echo

notypeicmppath-echo

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp path-echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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type icmp path-jitter
ICMPパスジッタ動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type
icmp path-jitterコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

typeicmppath-jitter

notypeicmppath-jitter

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp path-jitterコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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type mpls lsp ping
ラベルスイッチドパス（LSP）のエンドツーエンドの接続性とMPLSネットワークの整合性を検
証するには、適切なコンフィギュレーションモードで type mpls lsp pingコマンドを使用します。
動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typemplslspping

notypemplslspping

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ定義コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA LSP ping動作のパラメータを設定するには、type mpls lsp pingコマンドを使用します。コ
マンドを入力すると、IP SLA MPLS LSP Pingコンフィギュレーションモードが開始されます。

MPLS LSP ping動作では、MPLSネットワークの LSPパスに従ってルータ間の接続性がテストさ
れ、エコー要求とエコー応答を使用して LSPのラウンドトリップ遅延が計測されます。

MPLS LSP ping動作では、サポートされているいずれかの Forwarding Equivalence Class（FEC;転
送等価クラス）エンティティを使用して、ping送信元と各 FECの出力ノード間のLSPの接続性が
検証されます。MPLS LSP ping動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• IPv4 LDPプレフィックス（target ipv4, （292ページ）コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng , （297ページ）コマンドで設定）

•疑似回線（target pseudowire, （295ページ）コマンドで設定）
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MPLS LSPモニタ ping動作では、IPv4 LDPプレフィックスだけがサポートされます。

IP SLA動作コンフィギュレーションモードで typempls lsp pingコマンドが使用されている場合、
設定されている特定の動作のパラメータが設定されます。 IP SLAMPLSLSPモニタコンフィギュ
レーションモードで type mpls lsp pingコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のパラメータが設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type mpls lsp pingコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで type mpls lsp pingコマ
ンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （188ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （240ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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type mpls lsp trace
LSPパスをトレースし、MPLSネットワークのネットワーク障害をローカライズするには、適切
なコンフィギュレーションモードで type mpls lsp traceコマンドを使用します。動作を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

typemplslsptrace

notypemplslsptrace

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ定義コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA LSPトレース動作のパラメータを設定するには、type mpls lsp traceコマンドを使用しま
す。コマンドを入力すると、IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモードが開始
されます。

MPLS LSPトレース動作では、宛先ルータまでの LSPパスのホップバイホップルートがトレース
され、MPLSネットワークの IPv4 LDPプレフィックスおよび TEトンネル FECに対するホップバ
イホップラウンドトリップ遅延が測定されます。エコー要求パケットは、各中継ラベルスイッ

チングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信されます。中継 LSRでは、さまざまな
チェックが実行され、LSPパスの中継LSRであることが特定されます。トレース動作では、ネッ
トワーク接続のトラブルシューティングと、障害があるホップバイホップのローカライズを実行

できます。

MPLS LSPトレース動作では、各中継 LSRが、トレースされている Forwarding Equivalence Class
（FEC;転送等価クラス）エンティティのタイプに関連する情報を返します。この情報により、ト
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レース動作では、ローカルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによって LSPパ
スとして特定された情報と一致するかどうかをチェックできます。

MPLSラベルは、LSPで使用されている FECのタイプに従って、パケットにバインドされます。
MPLS LSPトレース動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4, （292ページ）コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng , （297ページ）コマンドで設定）

MPLS LSPモニタトレース動作では、IPv4 LDPプレフィックスだけがサポートされます。

IPSLA動作コンフィギュレーションモードで typempls lsp traceコマンドが使用されている場合、
設定されている特定の動作のパラメータが設定されます。 IP SLAMPLSLSPモニタコンフィギュ
レーションモードで type mpls lsp traceコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のパラメータが設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type mpls lsp traceコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで type mpls lsp traceコマ
ンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （240ページ）
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説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）
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type udp echo
UDPエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type udp
echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpecho

notypeudpecho

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type udp echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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type udp jitter
UDPジッタ動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type udp
jitterコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpjitter

notypeudpjitter

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type udp jitterコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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type udp ipv4 address
UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA応答側の永続的なポートを設定するには、IP SLA
応答側コンフィギュレーションモードで type udp ipv4 addressコマンドを使用します。指定され
た永続的なポートを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpipv4addressip-addressportport

notypeudpipv4addressip-addressportport

___________________
構文の説明

動作を受信する IPv4アドレスを指定します。ip-address

動作を受信するポート番号を指定します。範囲はサブエージェントで

使用される範囲と同一で、1～ 65355です。
port port

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、永続的なポートは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA応答側コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、typeudp ipv4 addressコマンドに対する永続的なポートを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# responder
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)# type udp ipv4 address 192.0.2.11 port 10001

___________________
関連コマンド

説明コマンド

UDPエコーまたは UDPジッタ動作に対する IP
SLA応答側をイネーブルにします。

responder, （225ページ）
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verify-data
各 IP SLA応答の破損をチェックするには、適切なコンフィギュレーションモードで verify-data
コマンドを使用します。データ破損のチェックをディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

verify-data

noverify-data

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト verify-dataコマンドはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで verify-dataコマンドを使用す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# verify-data

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）
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vrf（IP SLA）
ICMPエコー、ICMPパスエコー、ICMPパスジッタ、UDPエコー、または UDPジッタ動作での
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）のモニタリングをイネーブルにするには、適切な
コンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。VPNのモニタリングをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

vrfvrf-name

novrf

___________________
構文の説明 VPNの名前。最大 32文字の英数字です。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト VPNのモニタリングは、IP SLA動作に対して設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA動作に対する非デフォルトの VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングおよび
転送）テーブルを設定するには、vrfコマンドを使用します。一般的にVPNは、VRFテーブルの
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名前を使用して識別されます。 IP SLA動作の設定で vrfコマンドを使用した場合、特定の動作に
対する VPNの識別は、vrf-name値を使用して行われます。

vrfコマンドで値が指定されていない場合、デフォルトの VRFテーブルが使用されます。未設定
のVRFに対してVPN名を入力すると IP SLA動作が失敗し、次の情報が show ipsla statistics, （264
ページ）コマンドの結果に表示されます。

Latest operation return code : VrfNameError

vrfコマンドは、次の IP SLA動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPパスジッタ

• IP SLA UDPエコー

• IP SLA UDPジッタ

• IP SLA MPLS LSP ping

• IP SLA MPLS LSPトレース

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、vrfコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# vrf vpn2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （192ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （242ページ）

IP SLA ICMPエコー動作を設定します。type icmp echo, （317ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作を設定します。type icmp path-echo, （319ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 337

IP サービスレベル契約コマンド
vrf（IP SLA）



説明コマンド

IP SLA ICMPパスジッタ動作を設定します。type icmp path-jitter, （321ページ）

IP SLA UDPエコー動作を設定します。type udp echo, （328ページ）

IP SLA UDPジッタ動作を設定します。type udp jitter, （330ページ）
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vrf（IP SLA MPLS LSP モニタ）
IP SLA MPLS LSPモニタ pingまたはトレースでモニタする対象となる VPNルーティングおよび
転送（VRF）インスタンスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで vrfコマン
ドを使用します。すべての VRFのモニタリングに戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

vrfvrf-name

novrf

___________________
構文の説明 VRFの名前。最大 32文字の英数字です。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト すべての VRFがモニタされます。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用すると、pingおよ
びトレース動作でモニタする特定の VRFが指定されます。デフォルトでは、すべての VRFがモ
ニタ対象となります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# vrf vpn-lsp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （188ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （323ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （325ページ）
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ロギングサービスコマンド

このモジュールでは、ルータでシステムモニタリングのためのシステムロギング（syslog）を設
定する Cisco IOS XRソフトウェアコマンドについて説明します。

ロギングの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Configuration Guide』の「Implementing Logging Services」モジュールを参
照してください。

アラーム管理およびロギング相関のコマンドについては、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router System Monitoring Command Reference』の「アラーム管理およびロギング相関コマ
ンド」モジュールを参照してください。

アラームとロギング相関の概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router SystemMonitoring Configuration Guide』の「Implementing Alarm Logs and
Logging Correlation」モジュールを参照してください。

• archive-length, 343 ページ

• archive-size, 345 ページ

• clear logging, 347 ページ

• device, 349 ページ

• file-size, 351 ページ

• frequency（ロギング）, 353 ページ

• logging, 355 ページ

• logging archive, 357 ページ

• logging buffered, 359 ページ

• logging console, 362 ページ

• logging disable, 364 ページ

• logging events link-status, 365 ページ

• logging events link-status（インターフェイス）, 367 ページ
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• logging facility, 370 ページ

• logging history, 373 ページ

• logging history size, 375 ページ

• logging hostnameprefix, 377 ページ

• logging localfilesize, 379 ページ

• logging monitor, 381 ページ

• logging source-interface, 383 ページ

• logging suppress deprecated, 385 ページ

• logging suppress duplicates, 386 ページ

• logging trap, 388 ページ

• service timestamps, 390 ページ

• severity, 392 ページ

• show logging, 394 ページ

• show logging history, 399 ページ

• terminal monitor, 401 ページ
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archive-length
ロギングアーカイブにログが保持される期間を指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュ

レーションモードで archive-lengthコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマン
ドの no形式を使用します。

archive-lengthweeks

noarchive-length

___________________
構文の説明

ログがアーカイブに保持される期間（週単位）。範囲は 0～ 4294967295
です。

weeks

___________________
コマンドデフォルト weeks：4週間

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

archive-lengthコマンドを使用すると、アーカイブログがアーカイブ内に保持される週の最大数を
指定できます。保存期間がこの週数を超えるログは、自動的にアーカイブから削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、ログのアーカイブ期間を 6週間に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router/CPU0:router(config-logging-arch)#archive-length 6
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archive-size
デバイス上で syslogに割り当てる領域の量を指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュ
レーションモードで archive-sizeコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

archive-sizesize

noarchive-size

___________________
構文の説明 syslogに割り当てられる領域の量（MB単位）。範囲は 0～ 4294967295です。size

___________________
コマンドデフォルト size：20 MB

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

archive-lengthコマンドを使用すると、ストレージデバイス上の syslogアーカイブの最大合計サ
イズを指定できます。このサイズを超過すると、新しいログ用の領域を確保するため、アーカイ

ブ内の最も古いファイルが削除されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、syslogに割り当てる領域を 50 MBに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# archive-size 50
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clear logging
システムロギング（syslog）メッセージをロギングバッファからクリアするには、EXECモード
で clear loggingコマンドを使用します。

clearlogging

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear loggingコマンドを使用すると、ロギングバッファの中身を空にできます。ロギングバッ
ファが一杯になると、新しいログメッセージで古いメッセージが上書きされます。

logging buffered, （359ページ）コマンドを使用すると、ロギングバッファを syslogメッセージの
宛先として指定し、ロギングバッファのサイズを設定し、ロギングバッファに送信される syslog
メッセージを重大度に基づいて制限することができます。

show logging, （394ページ）コマンドを使用すると、ロギングバッファに保存されている syslog
メッセージを表示できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging
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___________________
例 次の例は、ロギングバッファの内容をクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear logging

Clear logging buffer [confirm] [y/n] :y

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングバッファを syslogメッセージの宛先と
して指定し、ロギングバッファのサイズを設定

し、ロギングバッファに送信される syslogメッ
セージを重大度に基づいて制限します。

logging buffered, （359ページ）

ロギングバッファに保存されている syslogメッ
セージを表示します。

show logging, （394ページ）
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device
syslogのロギングに使用するデバイスを指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュレー
ションモードで deviceコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

device{disk0| disk1| harddisk}

nodevice

___________________
構文の説明 disk0をアーカイブデバイスとして使用します。disk0

disk1をアーカイブデバイスとして使用します。disk1

harddiskをアーカイブデバイスとして使用します。harddisk

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

deviceコマンドを使用すると、syslogのログを記録する場所を指定できます。ログはディレクト
リ<device>/var/logに作成されます。デバイスが設定されていない場合は、他のすべてのロギング
アーカイブ設定が拒否されます。同様に、設定済みのデバイスは、他のロギングアーカイブ設定

を削除しない限り削除できません。

ハードディスクにはより多くの容量があるため、syslogは harddiskにアーカイブすることを推奨
します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、syslogメッセージのログを記録するデバイスとして disk1を指定する方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# device disk1
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file-size
アーカイブ内のログファイルの最大サイズを指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュ

レーションモードで file-sizeコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

file-sizesize

nofile-size

___________________
構文の説明

ロギングアーカイブ内のログファイルの最大サイズ（MB単位）。範囲は 1
～ 2047です。

size

___________________
コマンドデフォルト size：1 MB

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

file-sizeコマンドを使用すると、アーカイブ内の 1つのログファイルが拡大できる最大限のサイ
ズを指定できます。この制限サイズに達すると、自動的に新しいファイルが作成され、1つずつ
順に大きいシリアル番号が付与されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、ログファイルの最大サイズを 10 MBに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# file-size 10
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frequency（ロギング）
ログの収集期間を指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュレーションモードで frequency
コマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

frequency{daily| weekly}

nofrequency

___________________
構文の説明

ログは毎日収集されます。daily

ログは毎週収集されます。weekly

___________________
コマンドデフォルト ログは毎日収集されます。

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

frequencyコマンドを使用すると、ログを毎日収集するか、または毎週収集するかを指定できま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、ログを毎日ではなく毎週収集するように指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# frequency weekly
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logging
システムロギング（syslog）サーバホストを syslogメッセージの受信者に指定するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで loggingコマンドを使用します。 loggingコマンドをコン
フィギュレーションファイルから削除して syslogサーバを syslogサーバホストのリストから削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

logging{ip-address| hostname} vrf

nologging{ip-address| hostname} vrf

___________________
構文の説明 syslogサーバとして使用するホストの IPアドレスまたはホスト

名。

ip-address | hostname

VRFの名前。最大 32文字の英数字です。vrf vrf-name

___________________
コマンドデフォルト syslogメッセージの受信者として設定されている syslogサーバホストはありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

vrfキーワードが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

loggingコマンドを使用すると、メッセージを受信する syslogサーバホストを識別できます。こ
のコマンドを複数回発行すると、メッセージを受信する syslogサーバのリストが作成されます。

syslogメッセージを syslogサーバに送信する際、Cisco IOS XRソフトウェアの機能により syslog
メッセージに数値のメッセージ識別子が含められます。メッセージ識別子は順番に累積します。

syslogサーバに送信する syslogメッセージに含められる数値の識別子は、いずれかのメッセージ
が失われていないかどうかの確認に役立ちます。
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logging trap, （388ページ）コマンドを使用すると、syslogサーバに送信する syslogメッセージを
重大度に基づいて制限することができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、メッセージのログを host1という名前のホストに記録する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging host1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

syslogサーバに送信する syslogメッセージを重
大度に基づいて制限します。

logging trap, （388ページ）
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logging archive
syslogのアーカイブの属性を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging
archiveコマンドを使用します。 logging archiveサブモードを終了するには、このコマンドの no
形式を使用します。

loggingarchive

nologgingarchive

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging archiveコマンドを使用すると、syslogのアーカイブの属性を設定できます。このコマン
ドを実行すると、ロギングアーカイブコンフィギュレーションモードに入り、表 28：Syslogの
アーカイブ用のコマンド属性の設定, （357ページ）のコマンドの設定が可能になります。

ロギングアーカイブ機能を使用するには、設定の属性を明示的に設定する必要があります。（注）

表 28：Syslog のアーカイブ用のコマンド属性の設定

推奨される設定説明範囲コマンド

4 weeks週数<0-4294967295>archive-length

20 MBサイズ（MB単位）<1-2047>archive-size
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推奨される設定説明範囲コマンド

harddisk設定されたデバイスを

アーカイブデバイスと

して使用します。

<disk0 | disk1 | harddisk>device

1 MBサイズ（MB単位）<1-2047>file size

daily<daily | weekly>frequency

informational<alerts | critical |
debugging | emergencies
| errors | informational |
notifications | warnings>

severity

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、ロギングアーカイブコンフィギュレーションモードに入って syslogをロギングする

デバイスを disk1に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# device disk1
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logging buffered
ロギングバッファをシステムロギング（syslog）メッセージの宛先に指定するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで logging bufferedコマンドを使用します。 logging bufferedコマ
ンドをコンフィギュレーションファイルから削除してバッファの使用をキャンセルするには、こ

のコマンドの no形式を使用します。

loggingbuffered{size| severity}

nologgingbuffered{size| severity}

___________________
構文の説明

バッファのサイズ（バイト）。範囲は 307200～ 125000000バイトです。デフォ
ルトは 307200バイトです。

size

コンソールに表示されるメッセージの重大度。有効な重大度とそれに対応するシ

ステムの状態は、「使用上のガイドライン」の表29：メッセージの重大度,（360
ページ）に記載されています。デフォルトは debuggingです。

severity

___________________
コマンドデフォルト size：307200バイト

severity：debugging

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

size引数の値が 4096から 307200に変更されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging bufferedコマンドを使用すると、メッセージをロギングバッファにコピーできます。ロ
ギングバッファは循環バッファなので、一杯になると古いメッセージが新しいメッセージで上書

きされます。このコマンドは、show logging bufferコマンドに関連しています。つまり、logging
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buffered warningsコマンドを実行すると、設定されたレベルよりも下のすべてのレベルのロギン
グ（LOG_ERR、LOG_CRIT、LOG_ALERT、LOG_EMERG、および LOG_WARNINGメッセージ
のログを含む）がイネーブルになります。バッファのサイズを変更するには、logging buffer size
を使用します。

severity引数に値を指定すると、その数値およびそれより小さい数値のレベルのメッセージがコン
ソール端末に表示されます。 severity引数に指定できる重大度キーワードの一覧は、表 29：メッ
セージの重大度, （360ページ）を参照してください。

この表は、severity引数に使用できる重大度を示したものです。

表 29：メッセージの重大度

Syslog 定義説明レベルレベルキーワード

LOG_EMERGシステム使用不可能0emergencies

LOG_ALERTただちにアクションが

必要

1alerts

LOG_CRITクリティカル状態2critical

LOG_ERRエラー状態3errors

LOG_WARNING警告状態4warnings

LOG_NOTICE正常だが注意を要する

状態

5notifications

LOG_INFO単なる情報メッセージ6informational

LOG_DEBUGデバッグメッセージ7debugging

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、バッファに記録される syslogメッセージの重大度を notificationsに設定する方法を示

したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging buffered notifications
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングバッファのメッセージをクリアしま

す。

archive-size, （345ページ）

ロギングバッファに保存されている syslogメッ
セージを表示します。

show logging, （394ページ）
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logging console
重大度別にコンソールに記録されるシステムロギング（syslog）メッセージのロギングをイネー
ブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging consoleコマンドを使用し
ます。コンソールのロギングをデフォルト設定に戻す場合は、このコマンドの no形式を使用し
ます。

loggingconsole{severity| disable}

nologgingconsole

___________________
構文の説明

コンソールに記録されるメッセージの重大度。これより高い重大度のイベント（数

値が小さいイベント）も記録されます。デフォルトは informationalです。重大
度とそれに対応するシステムの状態の設定は、logging buffered, （359ページ）コ
マンドの「使用上のガイドライン」の表29：メッセージの重大度,（360ページ）
に記載されています。

severity

loggingconsoleコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除し、コンソー
ル端末へのロギングをディセーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、コンソールへのロギングはイネーブルになっています。

severity：informational

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging consoleコマンドを使用すると、デバッグメッセージが画面にフラッディングするのを防
止できます。
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logging consoleコンソールはコンソール端末用です。 severity引数に値を指定すると、その数値お
よびそれより小さい数値のレベル（重大度がより高いレベル）のメッセージがコンソール端末に

表示されます。

logging console disableコマンドを使用すると、コンソールのロギングを完全にディセーブルにで
きます。

設定をデフォルトに戻すには、no logging consoleコマンドを使用します。

show logging, （394ページ）コマンドを使用すると、ロギングバッファに保存されている syslog
メッセージを表示できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、コンソール端末に表示されるメッセージのレベルを alerts（1）に変更する方法を示し

ています（この場合、alerts（1）および emergencies（0）が表示されます）。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging console alerts

次の例は、コンソールのロギングをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging console disable

次の例は、コンソールのロギングをデフォルト設定（コンソールはイネーブル、severity:
informational）に戻す方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# no logging console

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングバッファに保存されている syslogメッ
セージを表示します。

show logging, （394ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 363

ロギングサービスコマンド

logging console



logging disable
システムロギング（syslog）メッセージのロギングをディセーブルにするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで logging disableコマンドを使用します。ロギングをデフォルト設定
に戻す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

loggingdisable

nologgingdisable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ロギングはイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging disableコマンドを使用すると、ロギングを完全にディセーブルにできます。

設定をデフォルトに戻すには、no logging disableコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、syslogメッセージをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging disable
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logging events link-status
論理リンクおよび物理リンクのリンクステータスシステムロギング（syslog）メッセージのロギ
ングをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging events
link-statusコマンドを使用します。リンクステータスメッセージのロギングをディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingeventslink-status{disable| software-interfaces}

nologgingeventslink-status[disable| software-interfaces]

___________________
構文の説明

物理リンクを含むすべてのインターフェイスのリンクステータスメッ

セージのロギングをディセーブルにします。

disable

論理リンクおよび物理リンクのリンクステータスメッセージのロギン

グをイネーブルにします。

software-interfaces

___________________
コマンドデフォルト 物理リンクについてのリンクステータスメッセージのロギングはイネーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リンクステータスメッセージのロギングをイネーブルにした場合、ルータで大量のリンクステー

タス（アップまたはダウン）のシステムロギングメッセージが生成される場合があります。

no logging events link-statusコマンドを使用すると、物理リンクのリンクステータスメッセージの
ロギングだけをイネーブルにできます。これはデフォルトの動作です。
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特定のインターフェイスで logging events link-status（インターフェイス）, （367ページ）コマ
ンドをイネーブルにすると、ここで説明する logging events link-statusコマンドを使用して設
定したグローバルコンフィギュレーションが上書きされます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、物理および論理のリンクステータスメッセージのロギングをディセーブルにする方法

を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging events link-status disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

仮想インターフェイスおよびサブインターフェ

イスで特定のインターフェイスのリンクステー

タスシステムロギング（syslog）メッセージの
ロギングをイネーブルにします。

logging events link-status（インターフェイス）,
（367ページ）
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logging events link-status（インターフェイス）
仮想インターフェイスおよびサブインターフェイスで特定のインターフェイスのリンクステータ

スシステムロギング（syslog）メッセージのロギングをイネーブルにするには、該当するインター
フェイスまたはサブインターフェイスのモードで logging events link-statusコマンドを使用しま
す。リンクステータスメッセージのロギングをディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

loggingeventslink-status

nologgingeventslink-status

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 仮想インターフェイスおよびサブインターフェイスについてのリンクステータスメッセージのロ

ギングはディセーブルになります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リンクステータスメッセージのロギングをイネーブルにした場合、ルータで大量のリンクステー

タス（アップまたはダウン）のシステムロギングメッセージが生成される場合があります。

logging events link-statusコマンドは、仮想インターフェイスおよびサブインターフェイスについ
てのメッセージだけをイネーブルにします。

logging events link-statusコマンドを使用すると、バンドル、トンネル、および VLANの特定のイ
ンターフェイスでのロギングをイネーブルまたはディセーブルにできます。

no logging events link-statusコマンドを使用すると、リンクステータスメッセージのロギングを
ディセーブルにできます。
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特定のインターフェイスで logging events link-statusコマンドをイネーブルにすると、グロー
バルコンフィギュレーションモードで logging events link-status, （365ページ）コマンドを使
用して設定したグローバルコンフィギュレーションが上書きされます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、バンドルインターフェイスのロギングを有効にした結果を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# int bundle-GigabitEthernet 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# logging events link-status
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# no shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
LC/0/4/CPU0:Jun 29 12:51:26.887 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface GigabitEthernet0/4/0/0, changed state to Up
LC/0/4/CPU0:Jun 29 12:51:26.897 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/4/0/0, changed state to Up
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
LC/0/4/CPU0:Jun 29 12:51:32.375 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface GigabitEthernet0/4/0/0, changed
state to Down
LC/0/4/CPU0:Jun 29 12:51:32.376 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/4/0/0, changed state to Down
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#

次の例は、ロギングを有効にする場合としない場合の、トンネルインターフェイスのコマンドの

シーケンスを示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# int tunnel-te 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# no shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# logging events link-status
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 29 14:05:57.732 : ifmgr[176]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface tunnel-te1, changed
state to Administratively Down
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 29 14:05:57.733 : ifmgr[176]:
%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
tunnel-te1, changed state to Administratively Down
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# no shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 29 14:06:02.104 : ifmgr[176]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface tunnel-te1, changed
state to Down
RP/0/RSP0/CPU0:Jun 29 14:06:02.109 : ifmgr[176]:
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%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
tunnel-te1, changed state to Down

次の例は、サブインターフェイスについての同じプロセスを示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# int gigabitEthernet 0/5/0/0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# no shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# logging events link-status
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
LC/0/5/CPU0:Jun 29 14:06:46.710 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/5/0/0.1, changed state to Administratively Down
LC/0/5/CPU0:Jun 29 14:06:46.726 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface
GigabitEthernet0/5/0/0.1, changed state to Administratively Down
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# no shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)# commit
LC/0/5/CPU0:Jun 29 14:06:52.229 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINK-3-UPDOWN : Interface
GigabitEthernet0/5/0/0.1, changed state to Up
LC/0/5/CPU0:Jun 29 14:06:52.244 : ifmgr[142]:
%PKT_INFRA-LINEPROTO-6-UPDOWN : Line protocol on Interface
GigabitEthernet0/5/0/0.1, changed state to Down
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-subif)#
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logging facility
システムロギング（syslog）メッセージが syslogサーバに送信されるタイプの syslogファシリティ
を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging facilityコマンドを使用し
ます。 logging facilityコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除して、あらゆるファ
シリティタイプへのメッセージのロギングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

loggingfacility[ type ]

nologgingfacility

___________________
構文の説明

（任意）syslogのファシリティタイプ。デフォルトは local7です。有効な値は、
「使用上のガイドライン」の表30：ファシリティタイプの説明 ,（370ページ）に
記載されています。

type

___________________
コマンドデフォルト type：local7

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

この表は、type引数に使用できるオプションを示したものです。

表 30：ファシリティタイプの説明

説明ファシリティタイプ

許可システムauth

cron/atファシリティcron
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説明ファシリティタイプ

システムデーモンdaemon

カーネルkern

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal0

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal1

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal2

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal3

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal4

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal5

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal6

ローカルで定義されたメッセージ用に予約済みlocal7

ラインプリンタシステムlpr

メールシステムmail

USENETニュースnews

システムで使用sys9

システムで使用sys10

システムで使用sys11

システムで使用sys12

システムで使用sys13

システムで使用sys14

システムログsyslog

ユーザプロセスuser

UNIXから UNIXへのコピーシステムuucp
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logging, （355ページ）コマンドを使用すると、syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先と
して指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例では、syslogファシリティを kernファシリティタイプに設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging facility kern

___________________
関連コマンド

説明コマンド

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging, （355ページ）
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logging history
ルータおよび簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ネットワーク管理ステーション（NMS）
の履歴テーブルに送信されるシステムロギング（syslog）メッセージの重大度を変更するには、
グローバルコンフィギュレーションモードで logging historyコマンドを使用します。 logging
historyコマンドをコンフィギュレーションから削除して、メッセージのロギングをデフォルトの
レベルに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

logginghistoryseverity

nologginghistory

___________________
構文の説明

ルータおよび SNMP NMSの履歴テーブルに送信されるメッセージの重大度。これ
より高い重大度のイベント（数値が小さいイベント）も記録されます。重大度の設

定とそれに対応するシステムの状態は、loggingbufferedコマンドの「使用上のガイ
ドライン」の表 29：メッセージの重大度, （360ページ）に記載されています。

severity

___________________
コマンドデフォルト severity：warnings

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SNMPNMSへのメッセージのロギングは、snmp-server enable trapsコマンドでイネーブルにしま
す。 SNMPトラップは本質的に信頼性がないと同時に、重要性が高く失うわけにはいかないた
め、少なくとも 1つの syslogメッセージ（最新のメッセージ）がルータの履歴テーブルに保存さ
れます。

logging historyコマンドを使用すると、最後の 500個の syslogメッセージの履歴が反映されます。
たとえば、このコマンドが発行されると、重大度が warningよりも低い、最後の 500個の syslog
メッセージが show logging historyコマンドの出力に表示されます。
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show logging history, （399ページ） コマンドを使用すると、履歴テーブルを表示できます。この

テーブル、テーブルのサイズ、メッセージのステータス、およびメッセージのテキストデータが

表示されます。

logging history size, （375ページ）コマンドを使用すると、履歴テーブルに保存されるメッセージ
の数を変更できます。

severity引数に値を指定すると、その数値およびそれより小さい数値のレベルのメッセージが、
ルータの履歴テーブルに保存され、SNMP NMSに送信されます。重大度は 0～ 7の数値で示さ
れ、1が最も重要なメッセージ、7が最も重要度の低いメッセージになります（つまり、数値が小
さいほどメッセージの重大度が上がります）。たとえば、criticalキーワードでレベル criticalを
指定すると、重大度が critical（2）、alerts（1）、および emergencies（0）のメッセージが履歴
テーブルに保存され、SNMP NMSに送信されます。

履歴レベルをデフォルトにリセットするには、no logging historyコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、履歴テーブルおよび SNMPサーバに送信されるメッセージのレベルを alerts（1）に変

更する方法を示しています（この場合、alerts（1）および emergencies（0）が送信されます）。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging history alerts

___________________
関連コマンド

説明コマンド

履歴テーブルに保存されるメッセージの数を変

更します。

logging history size, （375ページ）

syslog履歴テーブルの状態についての情報を表
示します。

show logging history, （399ページ）

SNMPトラップ通知をイネーブルにします。snmp-server enable traps
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logging history size
履歴テーブルに保存できるシステムロギング（syslog）メッセージの数を変更するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで logging history sizeコマンドを使用します。 logging history
sizeコマンドをコンフィギュレーションから削除して、メッセージの数をデフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

logginghistorysizenumber

nologginghistorynumber

___________________
構文の説明

履歴テーブルに保存できるメッセージの最大数を示す、1～ 500の数値。
デフォルト値は 1件です。

number

___________________
コマンドデフォルト number：メッセージ 1件

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging history sizeコマンドを使用すると、この履歴テーブルに保存できるメッセージの数を変更
できます。履歴テーブルが一杯になると（メッセージの数がコマンドで指定した最大数に達する

と）、新しいメッセージを保存できるよう、最も古いメッセージがテーブルから削除されます。

logging history, （373ページ）コマンドを使用すると、履歴ファイルに保存されて SNMPサーバ
に送信される syslogメッセージの重大度を変更できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、履歴テーブルに保存されるメッセージの数を 20に設定する方法を示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging history size 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

履歴ファイルに保存されてSNMPサーバに送信
される syslogメッセージの重大度を変更しま
す。

logging history, （373ページ）

syslog履歴テーブルの状態についての情報を表
示します。

show logging history, （399ページ）
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logging hostnameprefix
syslogサーバに記録されるシステムロギング（syslog）メッセージにホスト名のプレフィックスを
付加するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging hostnameprefixコマンドを
使用します。 logging hostnameprefixコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除して
ロギングのホスト名プレフィックス定義をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使
用します。

logginghostnameprefixhostname

nologginghostnameprefix

___________________
構文の説明 syslogサーバに送信されるメッセージに表示されるホスト名。hostname

___________________
コマンドデフォルト syslogサーバに記録されるメッセージにホスト名のプレフィックスは追加されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging hostnameprefixコマンドを使用すると、ルータから syslogサーバに送信されるメッセージ
にホスト名プレフィックスを付加できます。このプレフィックスを使用して、さまざまなネット

ワーキングデバイスから特定の syslogサーバに送信されるメッセージを分類することができま
す。

logging, （355ページ）コマンドを使用すると、syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先と
して指定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、ルータから syslogサーバに送信されるメッセージに host1というホスト名プレフィッ

クスを追加する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging hostnameprefix host1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネットワーキングデバイスのネットワーク名を

指定または変更します。

hostname

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging, （355ページ）
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logging localfilesize
ローカルロギングファイルのサイズを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで logging localfilesizeコマンドを使用します。 logging localfilesizeコマンドをコンフィギュレー
ションファイルから削除して、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

logginglocalfilesizebytes

nologginglocalfilesizebytes

___________________
構文の説明

ローカルロギングファイルのサイズ（バイト単位）。範囲は 0～ 4294967295
です。デフォルト値は 32000バイトです。

bytes

___________________
コマンドデフォルト bytes：32000バイト

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging localfilesizeコマンドを使用すると、ローカルロギングファイルのサイズを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 この例は、ローカルロギングファイルのサイズを 90000バイトに設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging localfilesize 90000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングバッファに保存されている syslogメッ
セージを表示します。

show logging, （394ページ）
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logging monitor
コンソール端末以外の端末回線をシステムロギング（syslog）メッセージの宛先として指定し、
端末回線に送信されるメッセージの数を重大度に基づいて制限するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで logging monitorコマンドを使用します。 logging monitorコマンドをコ
ンフィギュレーションファイルから削除して、コンソール回線以外の端末回線へのロギングを

ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingmonitor[ severity ]

nologgingmonitor

___________________
構文の説明

（任意）端末回線に記録されるメッセージの重大度。これより高い重大度のイベン

ト（数値が小さいイベント）も記録されます。デフォルトはdebuggingです。重大
度の設定とそれに対応するシステムの状態は、loggingbufferedコマンドの「使用上
のガイドライン」の表 29：メッセージの重大度, （360ページ）に記載されていま
す。

severity

___________________
コマンドデフォルト severity：debugging

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging monitorは端末モニタリング用です。 logging monitorコマンドを使用すると、コンソール
回線以外の端末回線（仮想端末など）に表示されるメッセージを制限できます。 severity引数に値
を設定すると、その数値およびそれより小さい数値のレベルのメッセージがモニタに表示されま

す。

terminal monitor, （401ページ）コマンドを使用すると、現在の端末セッションにおける syslog
メッセージの表示をイネーブルにできます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、端末回線に記録されるメッセージの重大度をerrorsに設定する方法を示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging monitor errors

___________________
関連コマンド

説明コマンド

現在の端末セッションにおける syslogメッセー
ジの表示をイネーブルにします。

terminal monitor, （401ページ）
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logging source-interface
syslogサーバに送信されるすべてのシステムロギング（syslog）メッセージに、そのメッセージが
どのインターフェイスを使用してルータを出るかにかかわらず、常に同じ IPアドレスを含めるよ
う設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging source-interfaceコマンド
を使用します。 logging source-interfaceコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除し
てソース指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingsource-interfacetypeinterface-path-id

nologgingsource-interface

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト ソース IPアドレスは指定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、syslogメッセージにはネットワーキングデバイスを出るために使用するインターフェイス
の IPアドレスが含まれます。 logging source-interfaceコマンドを使用すると、syslogパケットが
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どのインターフェイスを使用してネットワーキングデバイスを出るかにかかわらず、パケットに

特定のインターフェイスの IPアドレスを含めるよう指定できます。

logging, （355ページ）コマンドを使用すると、syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先と
して指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、GigabitEthernet）インターフェイス 0/1/0/1の IPアドレスをすべてのメッセージのソー

ス IPアドレスとして指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging source-interface GigabitEthernet 0/1/0/1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging, （355ページ）
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logging suppress deprecated
コンソールへのメッセージのロギングを防止して、コマンドが後方互換されることを示すには、

グローバルコンフィギュレーションモードで logging suppress deprecatedコマンドを使用します。
logging suppress deprecatedコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

loggingsuppressdeprecated

nologgingsuppressdeprecated

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 後方互換コマンドを使用すると、コンソールメッセージが表示されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging suppress deprecatedコマンドは、コンソールへのメッセージにだけ影響します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、後方互換メッセージの連続したロギングを抑制する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress deprecate
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logging suppress duplicates
同じシステムロギング（syslog）メッセージの複数のコピーを連続してロギングすることを防止
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで logging suppress duplicatesコマンドを使
用します。 logging suppress duplicatesコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除して
フィルタリングプロセスをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingsuppressduplicates

nologgingsuppressduplicates

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 重複したメッセージはロギングされます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デバッグのセッション中に logging suppressduplicatesコマンドを使用すると、繰り返しのメッセー
ジがすべて表示されない場合があり、分離と解決を試みている問題に関する重要な情報を見落と

す可能性があります。こうした場合は、このコマンドをディセーブルにすることを考慮してくだ

さい。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、重複するメッセージの連続したロギングを抑制する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging suppress duplicates

___________________
関連コマンド

説明コマンド

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging, （355ページ）

ロギングバッファを syslogメッセージの宛先と
して指定し、ロギングバッファのサイズを設定

し、ロギングバッファに送信される syslogメッ
セージを重大度に基づいて制限します。

logging buffered, （359ページ）

コンソール端末以外の端末回線を syslogメッ
セージの宛先として指定し、端末回線に送信さ

れるメッセージの数を重大度に基づいて制限し

ます。

logging monitor, （381ページ）
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logging trap
システムロギング（syslog）サーバに記録されるメッセージの重大度を指定するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで logging trapコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

loggingtrap[ severity ]

nologgingtrap

___________________
構文の説明

（任意）syslogサーバに記録されるメッセージの重大度。これより高い重大度のイ
ベント（数値が小さいイベント）も記録されます。デフォルトは informationalで
す。重大度の設定とそれに対応するシステムの状態は、loggingbufferedコマンドの
「使用上のガイドライン」の表 29：メッセージの重大度, （360ページ）に記載さ
れています。

severity

___________________
コマンドデフォルト severity：informational

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

logging trapコマンドを使用すると、syslogサーバに送信されるメッセージのロギングを、指定し
たレベルのメッセージだけに制限できます。

logging buffered,（359ページ）コマンドの「使用上のガイドライン」の表29：メッセージの重大
度,（360ページ）に、デバッグメッセージのレベルに対応する syslog定義が記載されています。

logging, （355ページ）コマンドを使用すると、syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先と
して指定できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、メッセージを notifications（5）およびそれ以下の数値のレベルに制限する方法を示し

ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging trap notifications

___________________
関連コマンド

説明コマンド

syslogサーバホストを syslogメッセージの宛先
として指定します。

logging, （355ページ）
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service timestamps
システムロギング（syslog）メッセージおよびデバッグメッセージのタイムスタンプの形式を変
更するには、グローバルコンフィギュレーションモードで service timestampsコマンドを使用し
ます。デフォルトのタイムスタンプ形式に戻す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

servicetimestamps[[debug| log]{datetime[localtime][msec][show-timezone]| disable| uptime}]

noservicetimestamps[[debug| log]{datetime[localtime][msec][show-timezone]| disable| uptime}]

___________________
構文の説明

（任意）デバッグメッセージのタイムスタンプ形式を指定します。debug

（任意）syslogメッセージのタイムスタンプ形式を指定します。log

（任意）syslogメッセージに日付と時刻のタイムスタンプを付すことを指
定します。

datetime

（任意）datetimeキーワードと共に使用すると、タイムスタンプにローカ
ルタイムゾーンが含められます。

localtime

（任意）datetimeキーワードと共に使用すると、タイムスタンプにミリ秒
が含められます。

msec

（任意）datetimeキーワードと共に使用すると、タイムスタンプにタイム
ゾーン情報が含められます。

show-timezone

（任意）メッセージにデフォルトの形式のタイムスタンプが付されます。disable

（任意）syslogメッセージに、ネットワークキングデバイスが最後に再起
動されてからの経過時間のタイムスタンプが付されるよう指定します。

uptime

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、メッセージに month day hh:mm:ssのタイムスタンプが付きます。

コマンドの service timestamps debug datetime形式および service timestamps log datetime形式に追
加キーワードを指定しない場合は、デフォルトでは時刻の形式は協定世界時（UTC）となり、ミ
リ秒およびタイムゾーン情報は省略されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

タイムスタンプは、デバッグメッセージまたは syslogメッセージに個別に追加できます。uptime
キーワードを使用すると、タイムスタンプは hhhh:mm:ssの形式で追加され、ネットワーキング
デバイスが最後に再起動してからの経過時間が時:分:秒の形式で示されます。 datetimeキーワー
ドを使用すると、タイムスタンプは mmm dd hh:mm:ssの形式で追加され、システムクロックに
よる日付と時刻が示されます。システムクロックが設定されていない場合、日付と時刻の前にア

スタリスク（*）が付き、日時が設定されておらず確認が必要であることが示されます。

service timestampsコマンドの no形式を使用すると、メッセージにデフォルト形式のタイムスタ
ンプが付されます。

このコマンドの service timestamps形式を、キーワードも引数も使用せずに入力した場合は、この
コマンドの service timestamps debug uptime形式を発行するのと同じになります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、デバッグメッセージのタイムスタンプをイネーブルにし、ネットワーキングデバイ

スが最後に再起動されてからの経過時間を表示する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# service timestamps debug uptime

次の例は、syslogメッセージのタイムスタンプをイネーブルにし、ローカルタイムゾーンでの現
在の日付と時刻をタイムゾーン名とともに表示する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# service timestamps log datetime localtime show-timezone
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severity
ログのフィルタレベルを指定するには、ロギングアーカイブコンフィギュレーションモードで

severityコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

severity{severity}

noseverity

___________________
構文の説明

アーカイブにどのメッセージを記録するかを決める重大度。有効な重大度とそれ

に対応するシステムの状態は、「使用上のガイドライン」の表29：メッセージの
重大度, （360ページ）に記載されています。デフォルトは informationalです。

severity

___________________
コマンドデフォルト informational

___________________
コマンドモード ロギングアーカイブ設定

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

severityコマンドを使用すると、syslogメッセージのフィルタレベルを指定できます。重大度が
設定した値と同じかそれ以上のレベルのsyslogメッセージは、すべてアーカイブに記録されます。

表 29：メッセージの重大度, （360ページ）は、severity引数に使用できる重大度を示したもので
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging
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___________________
例 次の例は、警告状態およびそれ以上の重大度のメッセージをアーカイブに記録するよう指定する

方法を示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# logging archive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-logging-arch)# severity warnings
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show logging
ロギングバッファの内容を表示するには、EXECモードで show loggingコマンドを使用します。

showlogging[locallocationnode-id|
[locationnode-id][startmonthdayhh:mm:ss][processname][stringstring][endmonthdayhh:mm:ss]]

___________________
構文の説明

（任意）指定したローカルバッファからシステムロギング（syslog）メッ
セージを表示します。node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

local location
node-id

（任意）指定したノードから syslogメッセージを表示します。 node-id引数
は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

（任意）month day mm : hh : ss引数で指定されたタイムスタンプ以降のタイ
ムスタンプを持つ syslogメッセージを表示します。

month day hh : mm : ss引数の範囲は次のとおりです。

• month：月。 month引数の値は次のとおりです。

◦ january

◦ february

◦ march

◦ april

◦ may

◦ june

◦ july

◦ august

◦ september

◦ october

◦ november

◦ december

• day：日。範囲は 01～ 31です。

• hh :：時。範囲は 00～ 23です。 hh引数の後ろには、コロンを挿入す
る必要があります。

• mm :：分。範囲は 00～ 59です。 mm引数の後ろには、コロンを挿入
する必要があります。

• ss：秒。範囲は 00～ 59です。

start month day hh :
mm : ss
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（任意）指定したプロセスに関連する syslogメッセージを表示します。process name

（任意）指定したストリングを含む syslogメッセージを表示します。string string

（任意）monthday hh : mm : ss引数で指定されたタイムスタンプ以前のタイ
ムスタンプを持つ syslogメッセージを表示します。

month day hh : mm : ss引数の範囲は次のとおりです。

• month：月。 month引数の値は次のとおりです。

◦ january

◦ february

◦ march

◦ april

◦ may

◦ june

◦ july

◦ august

◦ september

◦ october

◦ november

◦ december

• day：日。範囲は 01～ 31です。

• hh :：時。範囲は 00～ 23です。 hh引数の後ろには、コロンを挿入す
る必要があります。

• mm :：分。範囲は 00～ 59です。 mm引数の後ろには、コロンを挿入
する必要があります。

• ss：秒。範囲は 00～ 59です。

end month day hh :
mm : ss

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show loggingコマンドを使用すると、プロセッサコンソール上の syslogエラーおよびイベントロ
ギングの状態を表示できます。コマンドからの情報には、イネーブルになっているロギングのタ

イプおよびバッファのサイズが含まれます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 次に、show loggingコマンドに processキーワードと name引数を指定した場合の出力例を示しま

す。出力例には、initプロセスに関連する syslogメッセージが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging process init

Syslog logging: enabled (24 messages dropped, 0 flushes, 0 overruns)
Console logging: level informational , 59 messages logged
Monitor logging: level debugging, 0 messages logged
Trap logging: level informational, 0 messages logged
Buffer logging: level debugging, 75 messages logged

Log Buffer (16384 bytes):

LC/0/1/CPU0:May 24 22:20:13.043 : init[65540]: %INIT-7-INSTALL_READY : total time 47.522
seconds
SP/0/1/SP:May 24 22:18:54.925 : init[65541]: %INIT-7-MBI_STARTED : total time 7.159 seconds

SP/0/1/SP:May 24 22:20:16.737 : init[65541]: %INIT-7-INSTALL_READY : total time 88.984
seconds
SP/0/SM1/SP:May 24 22:18:40.993 : init[65541]: %INIT-7-MBI_STARTED : total time 7.194 seconds

SP/0/SM1/SP:May 24 22:20:17.195 : init[65541]: %INIT-7-INSTALL_READY : total time 103.415
seconds
SP/0/2/SP:May 24 22:18:55.946 : init[65541]: %INIT-7-MBI_STARTED : total time 7.152 seconds

SP/0/2/SP:May 24 22:20:18.252 : init[65541]: %INIT-7-INSTALL_READY : total time 89.473
seconds
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次に、show loggingコマンドに processnameキーワード/引数ペアと location node-idキーワード/引
数ペアの両方を指定した場合の出力例を示します。出力例には、ノード 0/1/CPU0から発行され
た「init」プロセスに関連する syslogメッセージが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging process init location 0/1/CPU0

Syslog logging: enabled (24 messages dropped, 0 flushes, 0 overruns)
Console logging: level informational , 59 messages logged
Monitor logging: level debugging, 0 messages logged
Trap logging: level informational, 0 messages logged
Buffer logging: level debugging, 75 messages logged

Log Buffer (16384 bytes):

LC/0/1/CPU0:May 24 22:20:13.043 : init[65540]: %INIT-7-INSTALL_READY : total time 47.522
seconds

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 31：show logging のフィールドの説明

説明フィールド

イネーブルの場合、システムロギングメッセー

ジは syslogサーバの役割を果たすUNIXホスト
に送信されます。つまり、このホストがメッ

セージをキャプチャして保存します。

Syslog logging

イネーブルの場合は、コンソールに記録された

メッセージのレベルおよび数が示されます。そ

うでない場合は、このフィールドには

「disabled」と表示されます。

Console logging

イネーブルの場合は、ログメッセージをモニタ

端末（コンソールではなく）に送信する基準と

なる重大度の最低レベル、およびモニタ端末に

記録されたメッセージの数が表示されます。そ

うでない場合は、このフィールドには

「disabled」と表示されます。

Monitor logging

イネーブルの場合は、ログメッセージを syslog
サーバに送信する基準となる重大度の最低レベ

ル、および syslogサーバに記録されたメッセー
ジの数が表示されます。そうでない場合は、こ

のフィールドには「disabled」と表示されます。

Trap logging

イネーブルの場合は、バッファに記録された

メッセージのレベルおよび数が表示されます。

そうでない場合は、このフィールドには

「disabled」と表示されます。

Buffer logging
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ロギングバッファのメッセージをクリアしま

す。

clear logging, （347ページ）
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show logging history
システムロギング（syslog）履歴テーブルの状態に関する情報を表示するには、EXECモードで
show logging historyコマンドを使用します。

showlogginghistory

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show logging historyコマンドを使用すると、syslog履歴テーブルに関する情報（このテーブルの
サイズ、メッセージのステータス、テーブルに保存されているメッセージのテキストなど）を表

示できます。簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）設定パラメータおよびプロトコルアク
ティビティも表示されます。

logging history, （373ページ）コマンドを使用すると、履歴ファイルに保存されて SNMPサーバ
に送信される syslogメッセージの重大度を変更できます。

logging history size, （375ページ）を使用すると、履歴テーブルに保存できる syslogメッセージの
数を変更できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging
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___________________
例 show logging historyコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show logging history

Syslog History Table: '1' maximum table entries
saving level 'warnings' or higher
137 messages ignored, 0 dropped, 29 table entries flushed
SNMP notifications disabled

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 32：show logging history のフィールドの説明

説明フィールド

履歴テーブルに保存できるメッセージの数。

logging history sizeコマンドで設定します。
maximum table entries

履歴テーブルに保存されてSNMPサーバに送信
されるメッセージのレベル（SNMP通知がイ
ネーブルの場合）。 logging historyコマンドで
設定します。

saving level

重大度が logging historyコマンドで指定された
レベルよりも高いため、履歴テーブルに保存さ

れないメッセージの数。

messages ignored

適切なレベルの syslogトラップがSNMPサーバ
に送信されるかどうかのステータス。 syslogト
ラップをイネーブルまたはディセーブルにする

には、snmp-server enableコマンドを使用しま
す。

SNMP notifications

___________________
関連コマンド

説明コマンド

履歴ファイルに保存されてSNMPサーバに送信
される syslogメッセージの重大度を変更しま
す。

logging history, （373ページ）

履歴テーブルに保存できる syslogメッセージの
数を変更します。

logging history size, （375ページ）
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terminal monitor
現在の端末セッションにおけるデバッグコマンド出力とシステムロギング（syslog）メッセージ
の表示をイネーブルにするには、EXECモードで terminal monitorコマンドを使用します。

terminalmonitor[disable]

___________________
構文の説明

（任意）現在の端末セッションにおけるsyslogメッセージの表示をディセー
ブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

terminalmonitorコマンドを使用すると、現在の端末セッションにおける syslogメッセージの表示
をイネーブルにできます。

logging monitor, （381ページ）をイネーブルにしない限り、syslogメッセージは端末回線に送
信されません。

（注）

terminalmonitordisableコマンドを使用すると、現在の端末セッションにおけるロギングメッセー
ジの表示をディセーブルにできます。ロギングメッセージの表示がディセーブルになっている場

合は、terminal monitorコマンドを使用して、現在の端末セッションにおけるロギングメッセー
ジの表示を再度イネーブルにします。
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terminalmonitorコマンドはローカルで設定されるものであり、端末セッションの終了後は無効に
なります。そのため、端末セッションを監視する場合は、そのたびに terminal monitorコマンド
を明示的にイネーブルまたはディセーブルにする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行logging

___________________
例 次の例は、現在の端末セッションにおける syslogメッセージの表示をイネーブルにする方法を示

しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# terminal monitor

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コンソール端末以外の端末回線を syslogメッ
セージの宛先として指定し、端末回線に送信さ

れるメッセージの数を重大度に基づいて制限し

ます。

logging monitor, （381ページ）
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オンボード障害ロギングコマンド

このモジュールでは、ルータでのシステムモニタリングのためにオンボード障害ロギング（OBFL）
を設定するときに使用するCisco IOSXRソフトウェアコマンドについて説明します。OBFLは、
Field-Replaceable Unit（FRU;現場交換可能ユニット）のブート、環境、および重大なハードウェ
ア障害に関するデータを収集し、その情報をFRUの不揮発性メモリに保存します。この情報は、
障害その他のエラーが発生した際に、トラブルシューティング、テスト、および診断に使用され

ます。

OBFLはデフォルトでオンになっているため、カードをインストールするとただちにデータが収
集され保存されます。問題が発生すると、このデータから過去の環境条件、アップタイム、ダ

ウンタイム、エラー、その他の動作状態に関する情報が読み取られます。

OBFLはすべてのカードで、デフォルトでアクティブになっています。これを非アクティブに
はしないでください。 OBFLは、FRUの問題を診断し、FRUデータの履歴を表示するために
使用されます。

注

意

関連資料

OBFLの概念、設定作業、および例については、『CiscoASR9000 Series Aggregation Services Router
SystemMonitoring ConfigurationGuide』の「Onboard Failure Logging Services」モジュールを参照し
てください。

ロギングの概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Monitoring Configuration Guide』の「Implementing Logging Services」モジュールを参
照してください。

アラーム管理およびロギング相関のコマンドについては、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router System Monitoring Command Reference』の「アラーム管理およびロギング相関コマ
ンド」モジュールを参照してください。

アラームとロギング相関の概念、設定作業、および例については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router SystemMonitoring Configuration Guide』の「Implementing Alarm Logs and
Logging Correlation」モジュールを参照してください。

• clear logging onboard, 405 ページ
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clear logging onboard
1つのノードまたはすべてのノードからOBFLロギングメッセージをクリアするには、管理EXEC
モードで clear logging onboardコマンドを使用します。

clearloggingonboard[all| cbc{obfl{fansfan-tray-slot| [locationnode-id]}| corrupted-files| diagnostic|
environment| error| poweron-time| temperature| uptime| voltage}][locationnode-id]

___________________
構文の説明

すべての OBFLログをクリアします。all

CANバスコントローラ（CBC）のコマンドをクリアします。cbc

OBFL EEPROMをクリアします。obfl

特定のファントレイスロットをクリアします。fans fan-tray-slot

（任意）指定したノードからOBFLメッセージをクリアします。
node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

破損ファイルの情報をクリアします。corrupted-files

OBFLログからオンライン診断情報をクリアします。diagnostic

OBFLログから環境情報をクリアします。environment

syslog情報をクリアします。error

初回カスタマー電源投入時間をクリアします。poweron-time

温度情報をクリアします。temperature

アップタイム情報をクリアします。uptime

電圧情報をクリアします。voltage

継続情報をクリアします。continuous

履歴情報をクリアします。historical

___________________
コマンドデフォルト すべてのノードからすべての OBFLロギングメッセージがクリアされます。
___________________
コマンドモード 管理 EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear logging onboardコマンドを使用すると、すべてのノードからOBFLメッセージがクリアされ
ます。 clear logging onboardコマンドを location node-idキーワード/引数と共に使用すると、特定
のノードのOBFLメッセージがクリアされます。指定されたノードが存在しない場合は、エラー
メッセージが表示されます。

clear logging onboardコマンドは、1つのノードまたはすべてのノードから、すべての OBFL
データを完全に削除します。OBFLデータはFRUの問題の診断および解決に使用されるため、
明確な理由なしに OBFLログをクリアすることは避けてください。

注意

OBFLがカード上でアクティブに実行されている場合、clear logging onboardコマンドを発行
すると、後で破損したログや不完全なログが生成されることがあります。OBFLは必ず、この
コマンドを発行する前にディセーブルにしてください。

注意

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 次の例では、システム内のすべてのノードの OBFLデータがクリアされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# clear logging onboard

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OBFLをイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

hw-module logging onboard, （408ページ）
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説明コマンド

OBFLメッセージを表示します。show logging onboard, （411ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 407

オンボード障害ロギングコマンド

clear logging onboard



hw-module logging onboard
オンボード障害ロギング（OBFL）をディセーブルにするには、管理コンフィギュレーションモー
ドで hw-module logging onboardコマンドを使用します。OBFLを再度イネーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

hw-module{all| subslotnode-id}loggingonboard[disable| severity{alerts| emergencies}]

nohw-module{all| subslotnode-id}loggingonboard[disable]

___________________
構文の説明

すべてのノードの OBFLをイネーブルまたはディセーブルにします。all

指定したノードのOBFLをイネーブルまたはディセーブルにします。node-id
引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

subslot node-id

OBFLをイネーブルまたはディセーブルにします。詳細については、「使
用上のガイドライン」を参照してください。

disable

（任意）OBFLストレージデバイスに記録する syslogメッセージの重大度
を指定します。

severity

emergencyおよび alertの syslogメッセージを両方記録するように指定しま
す。デフォルトは alertsキーワードです。

alerts

emergencyの syslogメッセージだけを記録するように指定します。emergencies

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、OBFLロギングはイネーブルになっています。

severity: 1（alerts）および 0（emergencies）

___________________
コマンドモード 管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hw-module logging onboardコマンドを使用すると、OBFLをイネーブルまたはディセーブルにで
きます。

• OBFLをディセーブルにするには、disableキーワードを使用します。 OBFLはデフォルトで
イネーブルになっています。
hw-module {all | subslot node-id} logging onboard disable

• OBFLをイネーブルにするには、hw-module logging onboardコマンドの no形式を disable
キーワードと共に使用します。OBFLはデフォルトでイネーブルになっています。このコマ
ンドは、OBFLをディセーブルにした場合だけ使用します。
no hw-module {all | subslot node-id} logging onboard disable

• OBFLをイネーブルにして設定をデフォルトのメッセージ重大度に戻すには、hw-module
logging onboardコマンドの no形式を severityキーワードと共に使用します。
no hw-module {all | subslot node-id} logging onboard severity

OBFL機能がディセーブルになっている場合は、既存の OBFLログが保持されます。 OBFLデー
タ収集を再開するには、OBFL機能を再度イネーブルにします。

新しいノードを挿入し、そのスロットについてOBFLをイネーブルにすると、新しいノードで
OBFLがイネーブルになります。ルータからカードを取り外して別のルータに挿入すると、そ
のカードは新しいルータで OBFL設定を有効にします。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次の例は、すべてのカードの OBFLをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module all logging onboard disable

次の例は、1つのカードの OBFLをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module subslot 0/2/CPU0 logging onboard disable
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次の例は、OBFLを再度イネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# no hw-module all logging onboard disable

次の例は、重大度が 0（emergency）に設定されている syslogメッセージだけをストレージデバイ
スに保存する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module subslot 0/2/CPU0 logging onboard severity
emergencies

次の例は、重大度が 0（emergency）および 1（alert）に設定されている syslogメッセージをスト
レージデバイスに保存する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# hw-module subslot 0/2/CPU0 logging onboard severity
alerts

___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つのノードまたはすべてのノードから、OBFL
ロギングメッセージをクリアします。

clear logging onboard, （405ページ）

OBFLメッセージを表示します。show logging onboard, （411ページ）
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show logging onboard
OBFLメッセージを表示するには、管理 EXECモードで show logging onboardコマンドを使用し
ます。

showloggingonboard[all| cbc{dump-all| dump-range{start-address| end-address}|
most-recent{fansfan-tray-slot| [locationnode-id]}| diagnostic| environment| error| temperature| uptime|
voltage}][all| continuous| historical| static-data][detail| raw| summary][locationnode-id][verbose]

___________________
構文の説明

すべてのファイル情報を表示します。all

CANバスコントローラ（CBC）OBFLコマンドを表示します。cbc

すべての OBFLレコードを表示します。dump-all

特定の範囲の OBFL EEPROMデータを表示します。開始および
終了アドレスの範囲は 0～ 4294967295です。

dump-range {start-address |
end-address}

最後の 5個の OBFLデータレコードを表示します。most-recent

特定のファントレイスロットを表示します。fans fan-tray-slot

指定したノードからの OBFLメッセージを表示します。 node-id
引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

location node-id

診断情報を表示します。diagnostic

システム環境情報を表示します。environment

メッセージアプリケーションからの出力を表示します。error

温度情報を表示します。temperature

OBFLのアップタイムを表示します。uptime

電圧情報を表示します。voltage

継続情報を表示します。continuous

履歴情報を表示します。historical

システム記述子データを表示します。static-data

詳細なロギング情報を表示します。detail
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生の OBFLデータを表示します。raw

OBFLロギング情報のサマリーを表示します。summary

内部デバッグ情報を表示します。verbose

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show logging onboardコマンドを使用すると、OBFLのすべてのロギングメッセージを表示できま
す。

コマンドの出力を絞り込むには、show loggingonboardコマンドと共にオプションのキーワードの
いずれかを入力します。

location node-idキーワード/引数を使用すると、特定のノードの OBFLメッセージを表示できま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りlogging

___________________
例 次の例は、OBFL機能によるアップタイム情報を表示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show logging onboard uptime detail location 0/7/cpu0

-------------------------------------------------------------------------------
UPTIME CONTINUOUS DETAIL INFORMATION (Node: node0_7_CPU0)
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-------------------------------------------------------------------------------
The first record : 01/05/2007 00:58:41
The last record : 01/17/2007 16:07:13
Number of records : 478
File size : 15288 bytes
Current reset reason : 0x00
Current uptime : 0 years 0 weeks 0 days 3 hours 0 minutes
-------------------------------------------------------------------------------
Time Stamp |
MM/DD/YYYY HH:MM:SS | Users operation
-------------------------------------------------------------------------------
01/05/2007 01:44:35 File cleared by user request.
-------------------------------------------------------------------------------

次の例は、温度に関する継続情報を表示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show logging onboard temperature continuous

RP/0/RSP1/CPU0:ios(admin)#show logging onboard temperature continuous
Fri Dec 11 02:22:16.247 UTC

-------------------------------------------------------------------------------
TEMPERATURE CONTINUOUS INFORMATION (Node: node0_RSP0_CPU0)
-------------------------------------------------------------------------------
Sensor | ID |
-------------------------------------------------------------------------------
Inlet0 0x1
Hotspot0 0x2
-------------------------------------------------------------------------------
Time Stamp |Sensor Temperature C
MM/DD/YYYY HH:MM:SS | 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
-------------------------------------------------------------------------------
11/24/2009 20:55:28 23 36
11/24/2009 21:08:47 22 36
+32 minutes 22 37
+32 minutes 22 37

次の例は、温度に関する生の情報を表示したものです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show logging onboard temperature raw

Feature: Temperature
node: node0_2_CPU0, file name: nvram:/temp_cont, file size: 47525
00000000: 00 29 01 02 45 79 d8 a8 00 00 00 00 00 00 ba 37 .)..Ey.........7
00000010: aa 0d 00 00 45 79 d8 a8 1c 18 2b 2c 2f 1d 28 27 ....Ey....+,/.('
00000020: 1b 26 2a 20 27 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 da .&* '........Ey.
00000030: 2b 00 00 00 00 00 00 ba 38 ca 0d 00 06 00 00 00 +.......8.......
00000040: 0f 00 00 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 db ae ............Ey..
00000050: 00 00 00 00 00 00 ba 39 ca 0d 00 06 00 00 00 00 .......9........
00000060: 00 f0 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 dd 32 00 ...........Ey.2.
00000070: 00 00 00 00 00 ba 3a ca 0d 00 06 00 00 00 00 00 ......:.........
00000080: 00 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 de b8 00 00 ..........Ey....
00000090: 00 00 00 00 ba 3b ca 0d 00 06 00 00 00 00 00 10 .....;..........
000000a0: 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 e0 3c 00 00 00 .........Ey.<...
000000b0: 00 00 00 ba 3c ca 0d 00 06 00 00 01 00 00 00 00 ....<...........
000000c0: 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 e1 be 00 00 00 00 ........Ey......
000000d0: 00 00 ba 3d ca 0d 00 06 11 00 00 00 00 00 00 00 ...=............
000000e0: 00 fa fa 00 1f 01 02 45 79 e3 43 00 00 00 00 00 .......Ey.C.....
000000f0: 00 ba 3e ca 0d 00 06 ff 00 0f 00 00 00 00 00 00 ..>.............
00000100: fa fa 00 1f 01 02 45 79 e4 c6 00 00 00 00 00 00 ......Ey........
00000110: ba 3f ca 0d 00 06 00 00 00 00 00 00 00 00 00 fa .?..............
00000120: fa 00 1f 01 02 45 79 e6 49 00 00 00 00 00 00 ba .....Ey.I.......
00000130: 40 ca 0d 00 06 00 00 00 00 00 00 00 00 00 fa fa @...............
00000140: 00 1f 01 02 45 79 e7 cc 00 00 00 00 00 00 ba 41 ....Ey.........A
00000150: ca 0d 00 06 00 00 00 10 00 f0 00 00 00 fa fa 00 ................
00000160: 1f 01 02 45 79 e9 4f 00 00 00 00 00 00 ba 42 ca ...Ey.O.......B.
00000170: 0d 00 06 00 00 00 f0 00 10 00 00 00 fa fa 00 1f ................
00000180: 01 02 45 79 ea d2 00 00 00 00 00 00 ba 43 ca 0d ..Ey.........C..
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00000190: 00 06 00 00 01 01 00 00 00 00 00 fa fa 00 1f 01 ................
000001a0: 02 45 79 ec 55 00 00 00 00 00 00 ba 44 ca 0d 00 .Ey.U.......D...
000001b0: 06 01 00 00 10 00 00 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 ................
000001c0: 45 79 ed d8 00 00 00 00 00 00 ba 45 ca 0d 00 06 Ey.........E....
000001d0: 0f 00 0f ff 00 00 00 00 00 fa fa 00 1f 01 02 45 ...............E

___________________
関連コマンド

説明コマンド

1つのノードまたはすべてのノードから、OBFL
ロギングメッセージをクリアします。

clear logging onboard, （405ページ）

OBFLをイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

hw-module logging onboard, （408ページ）
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パフォーマンス管理コマンド

このモジュールでは、ルータで使用可能なパフォーマンスの管理およびモニタリングのコマンド

について説明します。これらのコマンドを使用すると、統計情報のモニタリング、収集、およ

び報告ができるほか、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）、OpenShortestPathFirst（OSPF）
プロトコル、汎用インターフェイス、および個々のノードに対して統計情報収集を調整すること

ができます。

パフォーマンス管理の概念、設定作業、および例については、『CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router SystemMonitoring Configuration Guide』の「Implementing PerformanceManagement」
モジュールを参照してください。

• monitor controller fabric, 417 ページ

• monitor controller sonet, 419 ページ

• monitor interface, 421 ページ

• performance-mgmt apply monitor, 427 ページ

• performance-mgmt apply statistics, 431 ページ

• performance-mgmt apply thresholds, 435 ページ

• performance-mgmt regular-expression, 438 ページ

• performance-mgmt resources dump local, 440 ページ

• performance-mgmt resources memory, 442 ページ

• performance-mgmt resources tftp-server, 444 ページ

• performance-mgmt statistics, 446 ページ

• performance-mgmt thresholds, 450 ページ

• show performance-mgmt bgp, 465 ページ

• show performance-mgmt interface , 468 ページ

• show performance-mgmt mpls, 472 ページ

• show performance-mgmt node, 474 ページ
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• show performance-mgmt ospf, 476 ページ

• show running performance-mgmt, 478 ページ
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monitor controller fabric
コントローラファブリックカウンタをリアルタイムでモニタするには、EXECモードで monitor
controller fabricコマンドを使用します。

monitorcontrollerfabric{plane-id| all}

___________________
構文の説明

監視するファブリックプレーンのプレーン ID番号。範囲は 0～ 7で
す。

plane-id

すべてのファブリックプレーンを監視します。all

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitor controller fabricコマンドを使用すると、コントローラファブリックカウンタを表示でき
ます。表示は 2秒ごとに更新されます。

コントローラファブリックのモニタリングセッション中に使用できるインタラクティブコマン

ドをこの表に示します。

表 33：monitor controller fabric コマンドで使用できるインタラクティブコマンド

説明コマンド

コントローラファブリックカウンタを 0にリ
セットします。

c
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説明コマンド

表示画面をフリーズさせて、新しいカウンタの

表示を一時停止します。

f

表示画面のフリーズを解除して、新しいカウン

タの表示を再開します。

t

コントローラファブリックのモニタリングセッ

ションを終了します。

q

順序無関係のファブリックプレーンにジャンプ

できます。監視するファブリックのプレーン

IDの入力を求められます。

s

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りfabric

実行basic-services

読み取りmonitor

___________________
例 monitor controller fabricコマンドの出力例は、次のとおりです。この例の出力では、ファブリッ

クプレーン 0からのファブリックコントローラカウンタが示されています。
RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor controller fabric 0 rack3-3 Monitor

Time: 00:00:24 SysUptime: 03:37:57 Controller fabric for 0x0 Controller Fabric
Stats:

Delta In Cells 0 ( 0 per-sec) 0 Out Cells 0 ( 0 per-sec) 0 CE Cells 0 ( 0
per-sec) 0 UCE

Cells 0 ( 0 per-sec) 0 PE Cells 0 ( 0 per-sec) 0 Quit='q', Freeze='f', Thaw='t',

Clear='c', Select controller='s'
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monitor controller sonet
SONETコントローラカウンタをモニタするには、EXECモードでmonitor controller sonetコマン
ドを使用します。

monitorcontrollersonetinterface-path-id

___________________
構文の説明

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitor controller sonetコマンドを使用すると、SONETコントローラカウンタを表示できます。
表示は 2秒ごとに更新されます。

コントローラモニタリングセッション中に使用できるインタラクティブコマンドをこの表に示

します。

表 34：monitor controller sonet コマンドに対するインタラクティブコマンド

説明コマンド

コントローラ SONETカウンタを 0にリセット
します。

c

表示画面をフリーズさせて、新しいカウンタの

表示を一時停止します。

f
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説明コマンド

表示画面のフリーズを解除して、新しいカウン

タの表示を再開します。

t

コントローラ SONETのモニタリングセッショ
ンを終了します。

q

順序無関係の SONETコントローラにジャンプ
できます。モニタする SONETcontrollerの入力
を求められます。

s

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りfabric

実行basic-services

読み取りmonitor

___________________
例 monitor controller sonetコマンドの出力例は、次のとおりです。この例の出力では、SONETコン

トローラ 0/3/0/0からのカウンタが表示されています。
RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor controller sonet 0/3/0/0 rack3-3

Monitor Time: 00:00:06 SysUptime: 01:23:56 Controller for SONET0_3_0_0 Controller
Stats:

Delta Path LOP 0 ( 0 per-sec) 0 Path AIS 0 ( 0 per-sec) 0 Path RDI 0 ( 0 per-sec)
0 Path

BIP 0 ( 0 per-sec) 0 Path FEBE 0 ( 0 per-sec) 0 Path NEWPTR 0 ( 0 per-sec) 0
Path PSE 0

( 0 per-sec) 0 Path NSE 0 ( 0 per-sec) 0 Line AIS 0 ( 0 per-sec) 0 Line RDI 0
( 0

per-sec) 0 Line BIP 0 ( 0 per-sec) 0 Line FEBE 0 ( 0 per-sec) 0 Section LOS 1
( 0

per-sec) 1 Section LOF 0 ( 0 per-sec) 0 Section BIP 0 ( 0 per-sec) 0 Quit='q',
Freeze='f', Thaw='t', Clear='c', Select controller='s'
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monitor interface
インターフェイスカウンタをリアルタイムでモニタするには、EXECモードまたは管理 EXEC
モードで monitor interfaceコマンドを使用します。

monitorinterface[type1interface-path-id1[...[type32interface-path-id32]]]

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト monitor interfaceコマンドを引数なしで使用すると、システム内のすべてのインターフェイスの

統計情報を表示できます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitor interfaceコマンドをキーワードや引数なしで使用すると、すべてのインターフェイスの
インターフェイスカウンタが表示されます。表示は 2秒ごとに更新されます。

monitor interfaceコマンドを type interface-path-id引数と共に使用すると、1つのインターフェイス
のカウンタを表示できます。例：monitor interface pos0/2/0/0
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複数の選択したインターフェイスを表示するには、monitor interfaceコマンドと共に複数の type
interface-path-id引数を入力します。例：monitor interface pos0/2/0/0 pos0/5/0/1 pos0/5/0/2

特定の範囲内のインターフェイスを表示するには、monitor interfaceコマンドをワイルドカード
と共に入力します。例：monitor interface pos0/5/*

個々のインターフェイスおよび特定範囲内のインターフェイスを最大 32個表示できます。

インターフェイスモニタリングセッション中に使用できるインタラクティブコマンドをこの表

に示します。

表 35：monitor interface コマンドで使用できるインタラクティブコマンド（機能の概要）

説明コマンド

カウンタのリフレッシュを一時停止または再開するには、次のキーを使用します。

表示画面をフリーズさせて、新しいカウンタの

表示を一時停止します。

f

表示画面のフリーズを解除して、新しいカウン

タの表示を再開します。

t

カウンタをリセットするには、次のキーを使用します。

インターフェイスカウンタを0にリセットしま
す。

c

1つのインターフェイスの統計情報を表示する際は、次のキーを使用します。これらのキーを
押すと、カウンタを通常のビューまたは詳細ビューで表示できます。

インターフェイスモニタリングセッションの

表示モードを変更して、詳細なカウンタを表示

します。標準の表示モードに戻るには、bイン
タラクティブコマンドを使用します。

d

IPv4または IPv6、およびマルチキャストとユニ
キャストで分類されたプロトコルを表示しま

す。 rオプションを使用して統計情報を表示し
ているときは、k、y、または oキーを使用する
と、統計情報をパケット（「k」）、バイト
（「y」）、またはパケットと（「o」）単位で
表示できます。

r

インターフェイスモニタリングセッションを

カウンタの通常の表示モードに戻します。統計

情報はプロトコルで分類されません。

b
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複数のインターフェイスの統計情報を表示する際は、次のキーを使用します。これらのキーを

押すと、表示が変化して統計情報がバイト、パケット、またはバイトとパケット単位で表示さ

れます。

統計情報をパケット単位で表示します

（「k」）。
k

（デフォルト）統計情報をバイト単位で表示し

ます（「y」）。
y

統計情報をバイト単位とパケット単位の両方で

表示します（「o」）。
o

別のインターフェイスの統計情報を表示するには、次のキーを使用します。

順序無関係のインターフェイスにジャンプでき

ます。監視するインターフェイスのタイプおよ

びインターフェイスパス IDの入力を求められ
ます。

i

使用可能なインターフェイスのリスト中で、順

番が前にあるインターフェイスを表示します。

p

使用可能なインターフェイスのリスト中で、順

番が次にあるインターフェイスを表示します。

n

インターフェイスのモニタリングセッションを

終了します。

q

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行basic-services

読み取りmonitor

___________________
例 複数のインターフェイスが指定されているときは、各インターフェイスの統計情報がそれぞれ別

の行に表示されます。この表示形式は、複数のインターフェイスが指定されているときに使用さ

れます。次に例を示します。

•すべてのインターフェイスの統計情報を表示するには、コマンド monitor interfaceを入力し
ます。
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•特定のインターフェイスタイプのすべてのインターフェイス、たとえばすべての POSイン
ターフェイスを表示するには、コマンドとワイルドカードmonitor interface pos *を入力しま
す。

• 3つの指定したインターフェイスの統計情報を表示するには、コマンド monitor interface
pos0/2/0/0 pos0/5/0/1 pos0/5/0/2を入力します。

monitor interfaceコマンドを引数なしで入力した場合の出力例は、次のとおりです。このコマン
ドは、システム内のすべてのインターフェイスの統計情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor interface Protocol:General
Rack6-1 Monitor Time: 00:00:01 SysUptime: 165:52:41 Interface In(bps) Out(bps)
InBytes/Delta OutBytes/Delta Mg0/0/CPU0/0 1500/ 0% 7635/ 0% 58.4M/420 8.1M/2138

PO0/4/0/0 578/ 0% 535/ 0% 367.2M/162 377.5M/150 PO0/4/0/1 278/ 0% 0/ 0% 345.7M/78

360.1M/0 Gi0/5/0/1 3128/ 0% 2171/ 0% 382.8M/876 189.1M/608 Gi0/5/0/1.1 0/ 0%
0/ 0%

824.6G/0 1.0T/0 Gi0/5/0/1.2 0/ 0% 0/ 0% 1.0T/0 824.6G/0 Gi0/5/0/1.3 678/ 0% 0/
0%

1.0T/190 1.0T/0 Gi0/5/0/1.4 0/ 0% 0/ 0% 824.6G/0 824.6G/0 Gi0/5/0/1.5 0/ 0%
350/ 0%

824.6G/0 1.0T/98 Gi0/5/0/1.6 327/ 0% 348/ 0% 824.6G/92 1.0T/98 Gi0/5/0/1.7 0/
0% 346/ 0%

824.6G/0 1.0T/98 Gi0/5/0/1.8 325/ 0% 0/ 0% 824.6G/92 1.0T/0 Quit='q', Clear='c',

Freeze='f', Thaw='t', Next set='n', Prev set='p', Bytes='y', Packets='k'
(General='g',

IPv4 Uni='4u', IPv4 Multi='4m', IPv6 Uni='6u', IPv6 Multi='6m') Rack6-1 Monitor
Time:

00:00:01 SysUptime: 165:52:41 Protocol:IPv4 Unicast Interface In(bps) Out(bps)
InBytes/Delta OutBytes/Delta Mg0/0/CPU0/0 0/ 0% 0/ 0% 85.3M/0 6.9M/0 PO0/4/0/0

0/ 0% 0/
0% 3.1G/0 224/0 PO0/4/0/1 0/ 0% 0/ 0% 3.0G/0 152582/0 Gi0/5/0/1 0/ 0% 0/ 0% 0/0

28168/0
Gi0/5/0/1.1 0/ 0% 0/ 0% 0/0 441174/0 Gi0/5/0/1.2 0/ 0% 0/ 0% 540/0 0/0 Gi0/5/0/1.3

0/ 0%
0/ 0% 13.4M/0 462549/0 Gi0/5/0/1.4 0/ 0% 0/ 0% 12.2M/0 0/0 Gi0/5/0/1.5 0/ 0%

0/ 0% 0/0
427747/0 Gi0/5/0/1.6 0/ 0% 0/ 0% 3072/0 500/0 Gi0/5/0/1.7 0/ 0% 0/ 0% 0/0

568654/0
Gi0/5/0/1.8 0/ 0% 0/ 0% 8192/0 5.1M/0 Quit='q', Clear='c', Freeze='f', Thaw='t',

Next
set='n', Prev set='p', Bytes='y', Packets='k' (General='g', IPv4 Uni='4u', IPv4

Multi='4m', IPv6 Uni='6u', IPv6 Multi='6m') Rack6-1 Monitor Time: 00:00:03
SysUptime:

165:52:56 Protocol:IPv4 Multicast Interface In(bps) Out(bps) InBytes/Delta
OutBytes/Delta Mg0/0/CPU0/0 (statistics not available) PO0/4/0/0 (statistics

not
available) PO0/4/0/1 (statistics not available) Gi0/5/0/1 (statistics not

available)
Gi0/5/0/1.1 (statistics not available) Gi0/5/0/1.2 (statistics not available)
Gi0/5/0/1.3 (statistics not available) Gi0/5/0/1.4 (statistics not available)
Gi0/5/0/1.5 (statistics not available) Gi0/5/0/1.6 (statistics not available)
Gi0/5/0/1.7 (statistics not available) Gi0/5/0/1.8 (statistics not available)

Quit='q',
Clear='c', Freeze='f', Thaw='t', Next set='n', Prev set='p', Bytes='y',

Packets='k'
(General='g', IPv4 Uni='4u', IPv4 Multi='4m', IPv6 Uni='6u', IPv6 Multi='6m')

Rack6-1
Monitor Time: 00:00:01 SysUptime: 165:53:04 Protocol:IPv6 Unicast Interface

In(bps)
Out(bps) InBytes/Delta OutBytes/Delta Mg0/0/CPU0/0 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 PO0/4/0/0

0/ 0%
0/ 0% 0/0 0/0 PO0/4/0/1 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0

Gi0/5/0/1.1 0/
0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1.2 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1.3 0/ 0% 0/ 0% 0/0

0/0
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Gi0/5/0/1.4 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1.5 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1.6 0/
0% 0/ 0%

0/0 0/0 Gi0/5/0/1.7 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Gi0/5/0/1.8 0/ 0% 0/ 0% 0/0 0/0 Quit='q',

Clear='c', Freeze='f', Thaw='t', Next set='n', Prev set='p', Bytes='y',
Packets='k'

(General='g', IPv4 Uni='4u', IPv4 Multi='4m', IPv6 Uni='6u', IPv6 Multi='6m')
Rack6-1

Monitor Time: 00:00:00 SysUptime: 165:53:19 Protocol:IPv6 Multicast Interface
In(bps)

Out(bps) InBytes/Delta OutBytes/Delta Mg0/0/CPU0/0 (statistics not available)
PO0/4/0/0

(statistics not available) PO0/4/0/1 (statistics not available) Gi0/5/0/1
(statistics

not available) Gi0/5/0/1.1 (statistics not available) Gi0/5/0/1.2 (statistics
not

available) Gi0/5/0/1.3 (statistics not available) Gi0/5/0/1.4 (statistics not
available)

Gi0/5/0/1.5 (statistics not available) Gi0/5/0/1.6 (statistics not available)
Gi0/5/0/1.7 (statistics not available) Gi0/5/0/1.8 (statistics not available)

Quit='q',
Clear='c', Freeze='f', Thaw='t', Next set='n', Prev set='p', Bytes='y',

Packets='k'
(General='g', IPv4 Uni='4u', IPv4 Multi='4m', IPv6 Uni='6u', IPv6 Multi='6m')

次の出力は、monitor interface pos *からのものです。このコマンドは、すべての POSインター
フェイスの統計情報を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor interface pos 0/*
Protocol:General router Monitor Time: 00:00:02 SysUptime: 186:37:44 Interface

In(bps)
Out(bps) InBytes/Delta OutBytes/Delta POS0/1/0/0 1263/ 0% 0/ 0% 5.3M/330 1.4M/0

POS0/1/0/1 84/ 0% 0/ 0% 274.8M/22 274.6M/0 POS0/6/0/0 1275/ 0% 0/ 0% 5.3M/330
1.4M/0

POS0/6/0/1 85/ 0% 0/ 0% 2.6M/22 1.4M/0 POS0/6/4/4 0/ 0% 0/ 0% 15.1M/0 1.4M/0
POS0/6/4/5

85/ 0% 0/ 0% 2.6M/22 1.4M/0 POS0/6/4/6 0/ 0% 0/ 0% 1.3M/0 1.4M/0 POS0/6/4/7 85/
0% 0/ 0%

2.6M/22 1.4M/0 Quit='q', Clear='c', Freeze='f', Thaw='t', Next set='n', Prev
set='p',

Bytes='y', Packets='k' (General='g', IPv4 Uni='4u', IPv4 Multi='4m', IPv6
Uni='6u', IPv6

Multi='6m')

monitor interfaceコマンドを type interface-path-id引数と共に使用して単一のインターフェイスに
ついて出力した例は次のとおりです。この例の出力では、POSインターフェイス 0/6/4/4のイン
ターフェイスカウンタが表示されています。デフォルトでは、統計情報は「Brief」状態で表示さ
れます（プロトコル別に分類されていません）。

RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor interface pos0/6/4/4 router
Monitor Time: 00:00:24 SysUptime: 186:43:04 POS0/6/4/4 is up, line protocol is

up
Encapsulation HDLC Traffic Stats:(2 second rates) Delta Input Packets: 232450

0 Input
pps: 0 Input Bytes: 15179522 0 Input Kbps (rate): 0 ( 0%) Output Packets: 67068

0 Output
pps: 0 Output Bytes: 1475484 0 Output Kbps (rate): 0 ( 0%) Errors Stats: Input

Total:
2146 0 Input CRC: 2134 0 Input Frame: 2135 0 Input Overrun: 0 0 Output Total:

0 0 Output
Underrun: 0 0 Quit='q', Freeze='f', Thaw='t', Clear='c', Interface='i', Next='n',

Prev='p' Brief='b', Detail='d', Protocol(IPv4/IPv6)='r'
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POSインターフェイス 0/6/4/4のプロトコル状態のmonitor interfaceコマンドの出力例は、次のと
おりです。統計情報をプロトコル別に表示するには、rキーを使用します。
RP/0/RSP0/CPU0:router# monitor interface pos0/6/4/4 router

Monitor Time: 00:00:02 SysUptime: 186:49:15 POS0/6/4/4 is up, line protocol is
up

Encapsulation HDLC Traffic Stats:(2 second rates) Delta Input Bytes: 15188186
0 Input

Kbps (rate): 0 ( 0%) Output Bytes: 1476298 0 Output Kbps (rate): 0 ( 0%) IPv4
Unicast

Input Bytes: 0 0 Input Kbps (rate): 0 ( 0%) Output Bytes: 0 0 Output Kbps (rate):
0 (

0%) IPv4 Multicast Input Bytes: 10160304 66 Input Kbps (rate): 0 ( 0%) Output
Bytes: 0 0

Output Kbps (rate): 0 ( 0%) IPv6 Unicast Input Bytes: 0 0 Input Kbps (rate): 0
( 0%)

Output Bytes: 0 0 Output Kbps (rate): 0 ( 0%) IPv6 Multicast Input Bytes: 0 0
Input Kbps

(rate): 0 ( 0%) Output Bytes: 0 0 Output Kbps (rate): 0 ( 0%) Errors Stats:
Input Total:

2146 0 Input CRC: 2134 0 Input Frame: 2135 0 Input Overrun: 0 0 Output Total:
0 0 Output

Underrun: 0 0 Quit='q', Freeze='f', Thaw='t', Clear='c', Interface='i', Next='n',

Prev='p' Brief='b', Detail='d', Protocol(IPv4/IPv6)='r' (Additional options in
'Protocol'): Bytes='y', Packets='k', Both of bytes/packets='o'
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performance-mgmt apply monitor
統計情報テンプレートを適用して、特定のインスタンスのサンプルをサンプリングサイズ 1つ分
収集するには、グローバルコンフィギュレーションモードで performance-mgmt applymonitorコ
マンドを使用します。統計情報のモニタリングを停止するには、このコマンドの no形式を使用
します。

performance-mgmtapplymonitorentity{ip-address | type | interface-path-id | node-id | node-idprocess-id |
process-name}{template-name| default}

noperformance-mgmtapplymonitor

___________________
構文の説明

統計情報テンプレートを適用するエンティティを指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバーを監視するための
テンプレートを適用します。

• interface basic-counters：インターフェイスの基本的カウンタをモニタする
ためのテンプレートを適用します。このキーワードを入力する場合は、type
引数と interface-path-id引数の値を入力してください。

• interface data-rates：インターフェイスのデータレートを監視するためのテ
ンプレートを適用します。このキーワードを入力する場合は、type引数と
interface-path-id引数の値を入力してください。

• interface generic-counters：インターフェイスの汎用カウンタを監視するた
めのテンプレートを適用します。このキーワードを入力する場合は、type
引数と interface-path-id引数の値を入力してください。

• mpls ldp：MPLSラベル配布プロトコル（LDP）ネイバーを監視するための
テンプレートを適用します。

• nodecpu：ノード上で中央処理装置（CPU）を監視するためのテンプレート
を適用します。このエンティティでは、node-id引数を使用します。

• node memory：ノード上でメモリの利用率をモニタするためのテンプレー
トを適用します。 locationキーワードと node-id引数をこのエンティティと
共に使用します。

• node process：ノード上でプロセスを監視するためのテンプレートを適用し
ます。このエンティティでは、node-idおよび process-idの引数を使用しま
す。

• ospf v2protocol：Open Shortest Path First v2（OSPFv2）プロセスインスタン
スをモニタするためのテンプレートを適用します。

• ospf v3protocol：OSPFv3プロセスインスタンスをモニタするためのテンプ
レートを適用します。

entity
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IPまたはネイバーのアドレス。 bgpまたは ldpのキーワードと共に使用します。ip-address

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表

示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを参
照してください。

interface-path-id

指定されたノード。 node cpuまたは node memoryのキーワードと共に使用しま
す。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

node-id

指定されたノードおよびプロセス ID。 node processキーワードと共に使用しま
す。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

node-id
process-id

OSPFインスタンスのプロセス名。 ospfv2protocolおよび ospfv3protocolのキー
ワードと共に使用します。

process-name

統計情報の収集に使用する定義済みテンプレートの名前。テンプレート名にはあ

らゆる英数字の組み合わせを使用可能で、アンダースコアも使用できます。show
runningperformance-mgmtコマンドを使用すると、使用可能なテンプレートのリ
ストを表示できます。

template-name

デフォルトのテンプレートを適用します。default

___________________
コマンドデフォルト モニタリングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interface basic-countersキーワードが、インターフェイスの基本
的なカウンタのモニタリングをサポートするために追加されまし

た。

リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

performance-mgmt apply monitorコマンドを使用すると、統計情報テンプレートを適用してモニ
タリングをイネーブルにできます。このコマンドは、サンプルの 1サイクルをキャプチャして、
エンティティのインスタンスを分析します。 performance-mgmt apply monitorコマンドは、すべ
てのインスタンスの統計情報を収集する代わりに（これは performance-mgmt apply statisticsコマ
ンドの目的です）、1つのサンプリング期間における特定のエンティティインスタンスの統計情
報をキャプチャします。

type引数および interface-path-id引数が使用されるのは、interface data-ratesキーワードまたは
interface generic-counterキーワードと組み合わせる場合のみです。

テンプレートの作成方法については、performance-mgmt apply statistics, （431ページ）コマンドを
参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込み、実行monitor

___________________
例 この例は、デフォルトのテンプレートで設定した基準を使用して、BGPプロトコルのモニタリン

グをイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply monitor bgp 10.0.0.0 default

この例は、デフォルトのテンプレートで設定した基準に従って、データレートのモニタリングを

イネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply monitor interface data-rates pos 0/2/0/0
default

この例は、デフォルトのテンプレートで設定した基準に基づいて、メモリのモニタリングをイネー

ブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply monitor node memory location 0/1/cpu0
default

この例は、デフォルトのテンプレートで設定した基準に従って、カウンタのモニタリングをイネー

ブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply monitor interface basic-counterspos
0/2/0/0 default
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報テンプレートを適用して、統計情報の

収集をイネーブルにします。

performance-mgmt apply statistics, （431ページ）

パフォーマンス管理の統計情報の収集に使用す

るテンプレートを作成します。

performance-mgmt statistics, （446ページ）

テンプレートのリスト、および適用しているテ

ンプレートを表示します。

show running performance-mgmt, （478ページ）
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performance-mgmt apply statistics
統計情報テンプレートを適用して、統計情報の収集をイネーブルにするには、グローバルコン

フィギュレーションモードで performance-mgmt apply statisticsコマンドを使用します。統計情
報の収集を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtapplystatisticsentitylocation{all | node-id}{template-name | default}

noperformance-mgmtapplystatistics

___________________
構文の説明

統計情報テンプレートを適用するエンティティを指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）用の統計情報収集テンプレー
トを適用します。

• interface basic-counters：基本的なカウンタの統計情報収集テンプレートを適
用します。

• interfacedata-rates：データレート用の統計情報収集テンプレートを適用しま
す。

• interface generic-counters：汎用カウンタ用の統計情報収集テンプレートを適
用します。

• mpls ldp：MPLSラベル配布プロトコル（LDP）ネイバーを監視するためのテ
ンプレートを適用します。

• node cpu：中央処理装置（CPU）用の統計情報収集テンプレートを適用しま
す。このエンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブルにする際は、

locationキーワードを allキーワードまたは node-id引数と共に使用します。

• nodememory：メモリの利用率用の統計情報収集テンプレートを適用します。
このエンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブルにする際は、

locationキーワードを allキーワードまたは node-id引数と共に使用します。

• nodeprocess：プロセス用の統計情報収集テンプレートを適用します。このエ
ンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブルにする際は、location
キーワードを allキーワードまたは node-id引数と共に使用します。

• ospf v2protocol：Open Shortest Path First v2（OSPFv2）プロセスインスタンス
用の統計情報収集テンプレートを適用します。

• ospf v3protocol：OSPFv3プロセスインスタンス用の統計情報収集テンプレー
トを適用します。

entity
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すべてのノードまたは特定のノードを指定します。

すべてのノードを指定する場合は location allキーワードを使用し、特定のノード
を指定する場合は node-id引数を使用します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの
形式で入力します。 location allキーワードを指定するか locationキーワードと
node-id引数を指定し、さらに node cpu、node memory、または node processエン
ティティを指定する必要があります。

location {all
| node-id}

統計情報の収集に使用する定義済みテンプレートの名前。テンプレート名にはあ

らゆる英数字の組み合わせを使用可能で、アンダースコアも使用できます。 show
running performance-mgmt, （478ページ）コマンドを使用すると、使用可能なテン
プレートのリストを表示できます。

template-name

デフォルトのテンプレートを適用します。default

___________________
コマンドデフォルト 統計情報の収集はディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interface basic-countersキーワードが、基本的なカウンタに対する
統計情報収集テンプレートのイネーブル化をサポートするために

追加されました。

リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

performance-mgmt apply statisticsコマンドを使用すると、統計情報テンプレートを適用して統計
情報の収集をイネーブルにできます。各エンティティで一度にイネーブルにできるテンプレート

は 1つだけです。サンプルを取得すると、データは外部 TFTPサーバ上のディレクトリに送信さ
れ、新しい収集サイクルが開始されます。データをコピーするディレクトリは、performance-mgmt
resources tftp-server, （444ページ）コマンドを使用して設定します。ディレクトリ内の統計情報
データには、エンティティのタイプ、パラメータ、インスタンス、およびサンプルが含まれます。

これらのデータはバイナリフォーマットであり、カスタマーから提供されたツールを使用して表

示する必要があります。または、収集する際にXMLを使用してクエリーを行うことも可能です。
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performance-mgmt apply statisticsコマンドを使用すると、すべてのインスタンスのデータを継続
的に収集できます。特定のインスタンスを一定の期間だけ分析するには、performance-mgmtapply
monitor, （427ページ）コマンドを使用します。

統計情報の収集をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。特定の期間
の特定のエンティティに関するパフォーマンス管理統計情報の収集は 1件だけイネーブルにでき
るため、パフォーマンス管理統計情報の収集をディセーブルにする際は、defaultキーワードまた
は templateキーワードと template-name引数でテンプレート名を指定する必要はありません。

テンプレートの作成方法については、performance-mgmt statistics, （446ページ）コマンドを参照
してください。

イネーブルにされた個々の収集では、一定量のリソースが必要となります。このリソースは、

収集がイネーブルになっている限り割り当てられ続けます。

注意

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込み、実行monitor

___________________
例 この例は、bgp1というテンプレートを使用して、BGPの統計情報の収集を開始する方法を示して

います。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply statistics bgp template bgp1

この例は、デフォルトのテンプレートを使用して、汎用カウンタの統計情報の収集をイネーブル

にする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply statistics interface generic-counters
default

この例は、デフォルトのテンプレートで定義した設定に基づいて、CPUの統計情報の収集をイネー
ブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply statistics node cpu location all default

この例は、デフォルトのテンプレートを使用して、基本的なカウンタの統計情報の収集をイネー

ブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply statistics interface basic-counters
default
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報テンプレートを適用して、特定のイン

スタンスに関するサンプリングサイズの1つの
サンプルセットを収集します。

performance-mgmt apply monitor, （427ページ）

しきい値テンプレートを適用して、しきい値の

モニタリングをイネーブルにします。

performance-mgmt apply thresholds, （435ページ）

統計情報の収集用の宛先 TFTPサーバを設定し
ます。

performance-mgmt resources tftp-server, （444ペー
ジ）

パフォーマンス管理の統計情報の収集に使用す

るテンプレートを作成します。

performance-mgmt statistics, （446ページ）

テンプレートのリスト、および適用しているテ

ンプレートを表示します。

show running performance-mgmt, （478ページ）
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performance-mgmt apply thresholds
しきい値テンプレートを適用して、しきい値の収集をイネーブルにするには、グローバルコン

フィギュレーションモードで performance-mgmt apply thresholdsコマンドを使用します。しき
い値の収集を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtapplythresholdsentitylocation{all | node-id}{template-name | default}

noperformance-mgmtapplythresholds

___________________
構文の説明

しきい値テンプレートを適用するエンティティを指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）用のしきい値モニタリング
テンプレートを適用します。

• interface basic-counters：基本的なカウンタ用のしきい値モニタリングテンプ
レートを適用します。

• interfacedata-rates：データレート用のしきい値モニタリングテンプレートを
適用します。

• interfacegeneric-counters：汎用カウンタ用のしきい値モニタリングテンプレー
トを適用します。

• mpls ldp：MPLSラベル配布プロトコル（LDP）ネイバーを監視するためのテ
ンプレートを適用します。

• nodecpu：中央処理装置（CPU）利用率用のしきい値モニタリングテンプレー
トを適用します。このエンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブ

ルにする際は、locationキーワードを allキーワードまたは node-id引数とあわ
せて使用します。

• node memory：メモリの利用率用のしきい値モニタリングテンプレートを適
用します。このエンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブルにす

る際は、locationキーワードを allキーワードまたは node-id引数とあわせて使
用します。

• node process：プロセス用のしきい値モニタリングテンプレートを適用しま
す。このエンティティの統計情報収集テンプレートをイネーブルにする際は、

locationキーワードを allキーワードまたは node-id引数とあわせて使用しま
す。

• ospf v2protocol：OSPFv2用のしきい値モニタリングテンプレートを適用しま
す。

• ospf v3protocol：OSPFv3用のしきい値モニタリングテンプレートを適用しま
す。

entity
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すべてのノードまたは特定のノードを指定します。

すべてのノードを指定する場合は location allキーワードを使用し、特定のノード
を指定する場合は node-id引数を使用します。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形
式で入力します。 location allキーワードを指定するか locationキーワードと node-id
引数を指定し、さらに node cpu、nodememory、または node processエンティティ
を指定する必要があります。

location {all
| node-id}

しきい値の収集に使用する定義済みテンプレートの名前。テンプレート名にはあ

らゆる英数字の組み合わせを使用可能で、アンダースコアも使用できます。 show
running performance-mgmt, （478ページ）コマンドを使用すると、使用可能なテン
プレートのリストを表示できます。

template-name

デフォルトのテンプレートを適用します。default

___________________
コマンドデフォルト しきい値の収集はディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interface basic-countersキーワードが、基本的なカウンタに対する
しきい値モニタリングテンプレートのイネーブル化をサポートす

るために追加されました。

リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

performance-mgmt apply thresholdsコマンドを使用すると、しきい値テンプレートを適用してし
きい値の収集をイネーブルにできます。複数のテンプレートを設定できますが、各エンティティ

で一度にイネーブルにできるテンプレートは 1つだけです。

しきい値の収集をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。特定の期間
の特定のエンティティに関するパフォーマンス管理しきい値モニタリングテンプレートは 1件だ
けイネーブルにできるため、パフォーマンス管理統計情報の収集をディセーブルにする際は、

defaultキーワードまたは templateキーワードと template-name引数でテンプレート名を指定する
必要はありません。
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しきい値テンプレートの作成方法については、performance-mgmt thresholds, （450ページ）コマン
ドを参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込み、実行monitor

___________________
例 この例は、stats1というテンプレートを使用して、BGPのしきい値収集を開始する方法を示して

います。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply thresholds bgp stats1

この例は、stats2というテンプレートを使用して、汎用カウンタのしきい値収集をイネーブルにす
る方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply thresholds interface generic-counters
stats2

この例は、cpu12というテンプレートを使用して、CPUのしきい値収集をイネーブルにする方法
を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply thresholds node cpu global cpu12

この例は、stats3というテンプレートを使用して、基本的なカウンタのしきい値チェックをイネー
ブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt apply thresholds interface basic-counters
stats3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

しきい値の収集に使用するテンプレートを作成

します。

performance-mgmt thresholds, （450ページ）

テンプレートのリスト、および適用しているテ

ンプレートを表示します。

show running performance-mgmt, （478ページ）
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performance-mgmt regular-expression
定義済みの正規表現グループを 1つまたは複数の統計情報またはしきい値テンプレートに適用す
るには、グローバルコンフィギュレーションモードで performance-mgmt regular-expression
regular-expression-nameコマンドを使用します。正規表現の使用を停止するには、このコマンドの
no形式を使用します。

performance-mgmtregular-expressionregular-expression-nameindexnumberregular-expression-string

no performance-mgmtregular-expressionregular-expression-name

___________________
構文の説明 1つまたは複数の統計情報またはしきい値テンプレートに対する、

定義済み正規表現グループを指定します。

regular-expression-string

正規表現インデックスを指定します。範囲は 1～ 100です。index

___________________
コマンドデフォルト 正規表現は、デフォルトでは 1つも設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 performance-mgmt regular-expressionコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# performance-mgmtregular-expressionreg1index10
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performance-mgmt resources dump local
統計データダンプの対象となるローカルファイルシステムを設定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで performance-mgmt resources dumplocalコマンドを使用します。ローカ
ルファイルシステムの統計データのダンプを停止するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

performance-mgmtresourcesdumplocal

noperformance-mgmtresourcesdumplocal

___________________
構文の説明

データダンプパラメータを設定します。dump

統計データダンプの対象となるローカルファイルシステムを設定します。

TFTPサーバの場所の統計データもダンプできます。ただし、ローカ
ルダンプと TFTPサーバの両方を同時に設定すると、設定は拒否さ
れます。

（注）

local

___________________
コマンドデフォルト ローカルファイルシステムはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次に、performance-mgmt resources dumplocalコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# performance-mgmtresourcesdumplocal
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performance-mgmt resources memory
パフォーマンス管理（PM）におけるメモリ消費量の限度値を設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで performance-mgmt resources memoryコマンドを使用します。デフォル
トのメモリ消費量限度値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtresourcesmemorymax-limitkilobytesmin-reservedkilobytes

noperformance-mgmtresourcesmemory

___________________
構文の説明 PM統計情報収集機能がデータ収集の要求に応えるために使用できる、メ

モリの最大量（kilobytes引数で指定）を指定します。範囲は0～4294967295
キロバイトです。デフォルト値は 50000キロバイトです。

max-limit kilobytes

新しいPMデータ収集要求の承認後に、システム内で使用可能にしておく
必要があるメモリの最低容量（kilobytes引数で指定）を指定します。範囲
は 0～ 4294967295キロバイトです。デフォルト値は 10000キロバイトで
す。

min-reserved kilobytes

___________________
コマンドデフォルト max-limit：50000キロバイト

min-reserved：10000キロバイト

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

performance-mgmt resource memoryコマンドを使用すると、PMのデータバッファに使用される
メモリ量の合計が常に上限以下に抑えられるとともに、新しい PMデータ要求が原因でシステム
内の使用可能メモリ容量が一定のしきい値を下回ることはなくなります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例は、PMのデータバッファによる総メモリ消費量が 30,000キロバイトを超えないよう、ま

た新しい PMデータ要求によってシステム内の使用可能メモリ容量が 5000キロバイトを下回らな
いようにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt resources memory max-limit 30000 min-reserved
5000
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performance-mgmt resources tftp-server
PM統計情報収集における宛先 TFTPサーバを設定するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで performance-mgmt resources tftp-serverコマンドを使用します。リソースをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtresourcestftp-serverip-addressdirectorydir-name

noperformance-mgmtresourcestftp-server

___________________
構文の説明 TFTPサーバの IPアドレスを指定します。tftp-server ip-address

パフォーマンス管理統計情報をコピーするディレクトリを指

定します。

directory dir-name

___________________
コマンドデフォルト 宛先 TFTPサーバは設定されず、収集サイクル（サンプリングサイズ）の終了後もデータはシス

テム外にコピーされません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

performance-mgmt resources tftp-serverコマンドを使用すると、パフォーマンス管理用の TFTPリ
ソースを設定できます。 TFTPサーバ上のディレクトリ名を作成することで、統計情報収集がイ
ネーブルの場合に統計情報を収集できる場所が作成されます。

TFTPリソースをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。
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TFTPサーバにコピーされるファイルは、ファイル名にタイムスタンプが含まれ、それによっ
てファイル名が一意になります。このため、ユーザが事前に TFTPサーバホストでファイル
を手動作成する必要がないよう、使用する TFTPサーバはデータ転送時のファイルの作成をサ
ポートしている必要があります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例は、IPアドレスが 192.168.134.254の TFTPサーバをパフォーマンス管理リソースとして指

定し、/user/perfmgmt/tftpdumpというディレクトリを PM統計情報収集の宛先として指定する方法
を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt resources tftp-server 192.168.134.254 directory
/user/perfmgmt/tftpdump

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報テンプレートを適用して、統計情報の

収集をイネーブルにします。

performance-mgmt apply statistics, （431ページ）

しきい値テンプレートを適用して、しきい値の

モニタリングをイネーブルにします。

performance-mgmt apply thresholds, （435ページ）
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performance-mgmt statistics
パフォーマンス管理の統計情報の収集に使用するテンプレートを作成するには、グローバルコン

フィギュレーションモードで performance-mgmt statisticsコマンドを使用します。テンプレート
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtstatisticsentity{templatetemplate-name |
default}[sample-sizesize][sample-intervalminutes]history-persistent regular-expression

noperformance-mgmtstatistics

___________________
構文の説明

統計情報テンプレートを作成するエンティティを

指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）用の統計情報収集テンプレートを作
成します。

• interface basic-counters：基本的なカウンタ
用の統計情報収集テンプレートを作成しま

す。

• interface data-rates：データレート用の統計
情報収集テンプレートを作成します。

• interface generic-counters：汎用カウンタ用
の統計情報収集テンプレートを作成します。

• mpls ldp：MPLSラベル配布プロトコル
（LDP）ネイバーを監視するためのテンプ
レートを適用します。

• nodecpu：中央処理装置（CPU）用の統計情
報収集テンプレートを作成します。

• nodememory：メモリの利用率用の統計情報
収集テンプレートを作成します。

• node process：プロセス用の統計情報収集テ
ンプレートを作成します。

• ospf v2protocol：Open Shortest Path First v2
（OSPFv2）プロトコルインスタンス用の統
計情報テンプレートを作成します。

• ospf v3protocol：OSPFv3プロトコルインス
タンス用の統計情報テンプレートを作成しま

す。

entity
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テンプレートを収集に使用するよう指定します。template

テンプレート名にはあらゆる英数字の組み合わせ

を使用可能で、アンダースコアも使用できます。

show running performance-mgmt, （478ページ）を
使用すると、テンプレートに関する情報を表示

し、使用しているテンプレートも表示することが

できます。

template-name

デフォルトのテンプレートの設定を適用します。

デフォルトのテンプレートには、次の統計情報お

よび値が含まれています。値は分単位です。

各エンティティにはデフォルトのテンプレートが

あります。各デフォルトテンプレートでは、サ

ンプルインターバルが 10分、デフォルトのサン
プル数が 5になっています。

default

（任意）取得するサンプルの数を設定します。sample-size size

（任意）各サンプルの頻度を分単位で指定しま

す。

sample-interval minutes

（任意）統計情報収集の履歴を永続的に維持しま

す。

history-persistent

（任意）正規表現によるインスタンスフィルタ

リングを設定します。

regular-expressionregular-expression-group-name

___________________
コマンドデフォルト すべてのエンティティの統計情報収集がディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interface basic-countersキーワードが、基本的なカウンタに対する統
計情報収集テンプレートの作成をサポートするために追加されまし

た。 history-persistentキーワードおよび regular-expressionキーワー
ドが追加されました。

リリース 4.0.1
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

統計情報用のディレクトリをまだ作成していない場合は、performance-mgmt resources tftp-server,
（444ページ）コマンドを使用して外部 TFTPサーバ上にディレクトリを作成します。
performance-mgmt apply statistics, （431ページ）コマンドでテンプレートを適用して統計情報収集
をイネーブルにすると、サンプルが収集され、後で使用できるようそのディレクトリに送信され

ます。

収集される統計情報には、エンティティのタイプ、パラメータ、インスタンス、およびサンプル

が含まれます。 TFTPサーバ上の収集ファイルはバイナリフォーマットであり、カスタマーから
提供されたツールを使用して表示する必要があります。または、収集する際に XMLを使用して
クエリーを行うことも可能です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 この例は、データレート統計情報の収集用に int_data_ratesという名前のテンプレートを作成し、

サンプルサイズを 25に設定し、サンプルインターバルを 5分に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#performance-mgmt statistics interface data-rates int_data_rates
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_stats-if-rate)# sample-size 25
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_stats-if-rate)# sample-interval 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報テンプレートを適用して、統計情報の

収集をイネーブルにします。

performance-mgmt apply statistics, （431ページ）

いずれのエンティティからも独立した、パ

フォーマンス管理システム用のリソースを設定

します。

performance-mgmt resources tftp-server, （444ペー
ジ）

しきい値統計情報の収集用のテンプレートを設

定します。

performance-mgmt thresholds, （450ページ）
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説明コマンド

テンプレートのリスト、および適用しているテ

ンプレートを表示します。

show running performance-mgmt, （478ページ）
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performance-mgmt thresholds
しきい値のチェック用のテンプレートを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで performance-mgmt thresholdsコマンドを使用します。しきい値テンプレートを削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

performance-mgmtthresholdsentity{templatetemplate-name|
default}attributeoperationvalue[ value2 ][ percent ][rearm{toggle| windowwindow-size}]

noperformance-mgmtthresholds

___________________
構文の説明

テンプレートを作成するエンティティを指定します。

• bgp：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）用のしきい値収集テンプ
レートを作成します。

• interface basic-counters：基本的なカウンタ用のしきい値モニタリングテン
プレートを作成します。

• interface data-rates：データレート用のしきい値モニタリングテンプレー
トを作成します。

• interface generic-counters：汎用カウンタ用のしきい値モニタリングテンプ
レートを作成します。

• mpls ldp：MPLSラベル配布プロトコル（LDP）ネイバーをモニタするため
のテンプレートを適用します。

• node cpu：中央処理装置（CPU）用のしきい値モニタリングテンプレート
を作成します。

• node memory：メモリの利用率用のしきい値モニタリングテンプレートを
作成します。

• nodeprocess：プロセス用のしきい値モニタリングテンプレートを作成しま
す。

• ospf v2protocol：Open Shortest Path First v2（OSPFv2）プロセスインスタン
ス用のしきい値モニタリングテンプレートを作成します。

• ospf v3protocol：OSPFv3プロセスインスタンス用のしきい値モニタリング
テンプレートを作成します。

entity

テンプレートを収集に使用するよう指定します。template
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しきい値の収集に使用する定義済みテンプレートの名前。テンプレート名には

あらゆる英数字の組み合わせを使用可能で、アンダースコアも使用できます。

show running performance-mgmt, （478ページ）を使用すると、テンプレートに関
する情報を表示し、使用しているテンプレートも表示することができます。

template-name

デフォルトのテンプレートの設定を適用します。default

エンティティの属性です。属性のリストについては、表 37：属性値, （453ペー
ジ）を参照してください。

attribute

しきい値処理のための制限演算子。たとえば、次のものがあります。

• EQ：等しい。

• GE：より大きいまたは等しい。

• GT：より大きい。

• LE：より小さいまたは等しい。

• LT：より小さい。

• NE：等しくない。

• RG：範囲外。

operation

サンプリングの基準とするベース値。value

（任意）この値は必ず RG演算子と共に使用します。たとえば、演算の引数値
として RGを使用すると、valueと value2の間の範囲が作成されます。

value2

（任意）前のサンプルインターバル値を基準とした値を指定します。詳細につ

いては、「使用上のガイドライン」の項を参照してください。

percent
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（任意）これを使用すると、冗長イベントの報告を抑制してイベントの数を減ら

すことができます。通常、サンプルインターバルで条件が満たされるたび、

syslogエラーが生成されます。 toggleキーワードを使用する場合は、条件が true
のときに syslogエラーメッセージが生成されますが、それ以降は、条件が false
になってからもう一度 trueになるまではメッセージが生成されることはありま
せん。このようにすると、しきい値を超過しているときに、「新しい」イベン

トだけが表示されます。

windowキーワードを使用すると、イベントが 1つのウィンドウにつき 1回だけ
送信されるように指定できます。条件が trueの場合は、syslogエラーメッセー
ジが生成されます。ウィンドウサイズを設定するには、windowキーワードを
使用してインターバルの数を指定します。ウィンドウサイズによって、その数

のインターバルでイベント通知を発行することが指定されます。たとえば、ウィ

ンドウサイズが 2でサンプルインターバルが 10の場合は、そのイベントの通知
（エンティティ内の各インスタンスにつき）が送信されるのは、条件が満たされ

た後、20分に 1回だけとなります。

rearm {toggle |
window}

rearmキーワードと共に使用するインターバルの数。window-size

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

interface basic-countersキーワードが、基本的なカウンタに対す
るしきい値モニタリングテンプレートの作成をサポートするため

に追加されました。

リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

percent引数を使用すると、前のサンプルのインターバル値を基準とした値を指定できます。
percent引数を使用し、valueを 50と指定した場合の計算は次のようになります。現在のサンプリ
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ング値は sample1（S1）、前のサンプリング期間にサンプリングされた値は sample 0（S0）である
とします。

(S1 - S0) GT 50% of S0

たとえば、カウンタBGPInputErrorsの値が50%増加したことをチェックする場合は、次のattribute
と operationを percent引数と共に使用します。
BGPInputErrors GT 50

この表にしきい値の動作を示します。BGPInputErrorsの値は連続するサンプリングによるものと
します。

表 36：しきい値の動作

イベント計算値

——10

イベントを生成16 - 10 = 6、10の 50%より大き
い

16

イベント生成なし20 - 16 = 4、16の 50%より大き
くない

20

イベントを生成35 - 20 = 15、20の 50%より大
きい

35

次の表に、エンティティでサポートされる属性値を示します。

表 37：属性値

説明属性エンティティ

接続がドロップされた回数。ConnDroppedbgp

接続が確立された回数。ConnEstablished

接続で受信されたエラー通知の

数。

ErrorsReceived

接続で送信されたエラー通知の

数。

ErrorsSent

受信されたメッセージの数。InputMessages
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説明属性エンティティ

受信されたアップデートメッ

セージの数。

InputUpdateMessages

送信されたメッセージの数。OutputMessages

送信されたアップデートメッ

セージの数。

OutputUpdateMessages

受信したバイト（64ビット）。InOctetsinterface basic-counters

受信したパケット（64ビッ
ト）。

InPackets

入力キューのドロップ（64ビッ
ト）。

InputQueueDrops

インバウンドの廃棄された適正

なパケット（64ビット）。
InputTotalDrops

インバウンドの廃棄された不正

なパケット（64ビット）。
InputTotalErrors

送信したバイト（64ビット）。OutOctets

送信したパケット（64ビッ
ト）。

OutPackets

出力キューのドロップ（64ビッ
ト）。

OutputQueueDrops

アウトバウンドの廃棄された適

正なパケット（64ビット）。
OutputTotalDrops

アウトバウンドの廃棄された不

正なパケット（64ビット）。
OutputTotalErrors
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説明属性エンティティ

帯域幅（kbps単位）。Bandwidthinterface data-rates

入力データレート（kbps単
位）。

InputDataRate

入力パケット/秒。InputPacketRate

ピーク入力データレート。InputPeakRate

ピーク入力パケットレート。InputPeakPkts

出力データレート（kbps単
位）。

OutputDataRate

出力パケット/秒。OutputPacketRate

ピーク出力パケットレート。OutputPeakPkts

ピーク出力データレート。OutputPeakRate
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説明属性エンティティ

受信されたブロードキャスト

パケット。

InBroadcastPktsinterface generic-counters

受信されたマルチキャストパ

ケット。

InMulticastPkts

受信されたバイト数。InOctets

受信されたパケット数。InPackets

不正な CRCで廃棄されたイン
バウンドパケット。

InputCRC

インバウンドフレームエ

ラー。

InputFrame

入力オーバーラン。InputOverrun

入力キューのドロップ。InputQueueDrops

インバウンドの廃棄された適正

なパケット。

InputTotalDrops

インバウンドの廃棄された不正

なパケット。

InputTotalErrors

受信されたユニキャストパケッ

ト。

InUcastPkts

不明なプロトコルで廃棄された

インバウンドパケット。

InputUnknownProto

送信されたブロードキャスト

パケット。

OutBroadcastPkts

送信されたマルチキャストパ

ケット。

OutMulticastPkts

送信されたバイト数。OutOctets

送信されたパケット数。OutPackets

アウトバウンドの廃棄された適

正なパケット。

OutputTotalDrops
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説明属性エンティティ

OutputTotalErrors アウトバウンドの廃棄された不

正なパケット。

送信されたユニキャストパケッ

ト。

OutUcastPkts

出力アンダーラン。OutputUnderrun
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説明属性エンティティ

受信されたアドレスメッセー

ジ。

AddressMsgsRcvdmpls ldp

送信されたアドレスメッセー

ジ。

AddressMsgsSent

受信されたアドレスウィズド

ローメッセージ。

AddressWithdrawMsgsRcvd

送信されたアドレスウィズド

ローメッセージ。

AddressWithdrawMsgsSent

送信された初期メッセージ。InitMsgsSent

受信された初期メッセージ。InitMsgsRcvd

受信されたキープアライブメッ

セージ。

KeepaliveMsgsRcvd

送信されたキープアライブメッ

セージ。

KeepaliveMsgsSent

受信されたラベルマッピング

メッセージ。

LabelMappingMsgsRcvd

送信されたラベルマッピング

メッセージ。

LabelMappingMsgsSent

受信されたラベルリリース

メッセージ。

LabelReleaseMsgsRcvd

送信されたラベルリリース

メッセージ。

LabelReleaseMsgsSent

受信されたラベルウィズドロー

メッセージ。

LabelWithdrawMsgsRcvd

送信されたラベルウィズドロー

メッセージ。

LabelWithdrawMsgsSent

受信された通知メッセージ。NotificationMsgsRcvd

送信された通知メッセージ。NotificationMsgsSent

TotalMsgsRcvd
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説明属性エンティティ

受信されたメッセージの合計

数。

送信されたメッセージの合計

数。

TotalMsgsSent

システムの平均 CPU利用率。AverageCPUUsednode cpu

プロセス数。NoProcesses

現在使用中のアプリケーション

メモリ（バイト単位）。

CurrMemorynode memory

ブートアップ後に使用された最

大システムメモリ（MB単
位）。

PeakMemory

平均 CPU利用率。AverageCPUUsednode process

スレッド数。NumThreads

起動時以降に使用された最大ダ

イナミックメモリ（KB単
位）。

PeakMemory
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説明属性エンティティ

受信されたパケットの合計数InputPacketsospf v2protocol

送信されたパケットの合計数OutputPackets

受信された helloパケットの合
計数

InputHelloPackets

送信された helloパケットの合
計数

OutputHelloPackets

受信された DBDパケットの合
計数

InputDBDs

DBDパケットで受信された
LSAの数

InputDBDsLSA

送信された DBDパケットの合
計数。

OutputDBDs

DBDパケットで送信された
LSAの数

OutputDBDsLSA

受信された LS要求の数。InputLSRequests

LS要求で受信された LSAの
数。

InputLSRequestsLSA

送信された LS要求の数。OutputLSRequests

LS要求で送信された LSAの
数。

OutputLSRequestsLSA

受信された LSAアップデート
の数。

InputLSAUpdates

LSAアップデートで受信された
LSAの数。

InputLSAUpdatesLSA

送信された LSAアップデート
の数。

OutputLSAUpdates

LSAアップデートで送信された
LSAの数。

OutputLSAUpdatesLSA

InputLSAAcks
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説明属性エンティティ

受信された LSAアクノレッジ
メントの数。

LSAアクノレッジメントで受信
された LSAの数。

InputLSAAcksLSA

送信された LSAアクノレッジ
メントの数。

OutputLSAAcks

LSAアクノレッジメントで送信
された LSAの数。

OutputLSAAcksLSA

チェックサムエラーで受信さ

れたパケット数。

ChecksumErrors

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 461

パフォーマンス管理コマンド

performance-mgmt thresholds



説明属性エンティティ

受信されたパケットの合計数。InputPacketsospf v3protocol

送信されたパケットの合計数。OutputPackets

受信された helloパケットの合
計数。

InputHelloPackets

送信された helloパケットの合
計数。

OutputHelloPackets

受信された DBDパケットの合
計数。

InputDBDs

DBDパケットで受信された
LSAの数。

InputDBDsLSA

送信された DBDパケットの合
計数。

OutputDBDs

DBDパケットで送信された
LSAの数。

OutputDBDsLSA

受信された LS要求の数。InputLSRequests

LS要求で受信された LSAの
数。

InputLSRequestsLSA

送信された LS要求の数。OutputLSRequests

LS要求で送信された LSAの
数。

OutputLSRequestsLSA

受信された LSAアップデート
の数。

InputLSAUpdates

LS要求で受信された LSAの
数。

InputLSRequestsLSA

送信された LSAアップデート
の数。

OutputLSAUpdates

LSAアップデートで送信された
LSAの数。

OutputLSAUpdatesLSA

InputLSAAcks
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説明属性エンティティ

受信された LSAアクノレッジ
メントの数。

LSAアクノレッジメントで受信
された LSAの数。

InputLSAAcksLSA

送信された LSAアクノレッジ
メントの数。

OutputLSAAcks

LSAアクノレッジメントで送信
された LSAの数。

OutputLSAAcksLSA

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 この例は、いずれかの BGPピアでドロップされた接続の数が 50を超えるかどうかをチェックす

る、BGPしきい値のモニタリング用のテンプレートを作成する方法を示しています。 toggle rearm
キーワードが指定されているのは、しきい値を超過した後、ConnDroppedの値がリセットされる
まではイベントが報告されないようにするためです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt thresholds bgp template bgp_thresh1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-threshold-bgp)# ConnDropped GT 50 rearm toggle

この例は、いずれかのインターバルにおいて 25%の増加が見られるかどうかをチェックする、
ノードの CPU利用率のモニタリング用のテンプレートを作成する方法を示しています。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt thresholds node cpu template cpu_thresh1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-threshold-bgp)# AverageCPUUsed GT 25

この例は、インターフェイスにおける入力CRCエラーのモニタリング用のテンプレートを作成す
る方法を示しています。ルールにより、特定のインターフェイスでエラーの数が 1000に達して
いるまたはそれを超えているかどうかがチェックされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# performance-mgmt thresholds interface generic_ctr template
intf_crc_thresh1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-threshold-bgp)# InputCRC GE 1000
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPのしきい値モニタリングをイネーブルにし
ます。

performance-mgmt apply thresholds, （435ページ）

パフォーマンス管理のための TFTPリソースを
設定します。

performance-mgmt resources tftp-server, （444ペー
ジ）

テンプレートのリスト、および適用しているテ

ンプレートを表示します。

show running performance-mgmt, （478ページ）
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show performance-mgmt bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）エンティティインスタンスのモニタリングまたは統計
情報の収集によるパフォーマンス管理（PM）データを表示するには、EXECモードで show
performance-mgmt bgpコマンドを使用します。

showperformance-mgmt{monitor| statistics}bgp{ip-address| all}{sample-id| all-samples| last-sample}

___________________
構文の説明

エンティティインスタンスのモニタリング収集で収集されたデータを表

示します。収集されるデータは、BGP統計情報収集テンプレートの 1つ
のサンプルサイクルのものです。データはモニタデータをイネーブルに

した場合だけ使用できます。

monitor

統計情報収集サンプルから収集されたデータを表示します。statistics

BGPピアの IPアドレスip-address

すべての BGPピアインスタンスを表示します。

このオプションは、必ず statisticsキーワードと共に使用しま
す。 monitorキーワードと共に使用することはできません。エ
ンティティインスタンスのモニタリング収集では、エンティ

ティインスタンスからのデータが 1サンプリングサイクル分
キャプチャされるからです。

（注）

all

表示するモニタリングまたは統計情報収集のサンプル ID。sample-id

収集されたすべてのサンプルを表示します。all-samples

最後に収集されたサンプルを表示します。last-sample

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show performance-mgmt bgpコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show performance-mgmt monitor bgp 10.0.0.0
all-samples BGP Neighbor: 10.0.0.0 Sample no: 1
---------------------------------------------- InputMessages: 0 OutputMessages:

0
InputUpdateMessages: 0 OutputUpdateMessages: 0 ConnEstablished: 0 ConnDropped:

0
ErrorsReceived: 0 ErrorsSent: 0 BGP Neighbor: 10.0.0.0 Sample no: 2
---------------------------------------------- InputMessages: 0 OutputMessages:

0
InputUpdateMessages: 0 OutputUpdateMessages: 0 ConnEstablished: 0 ConnDropped:

0
ErrorsReceived: 0 ErrorsSent: 0 BGP Neighbor: 10.0.0.0 Sample no: 3
--------------------------------------------------- InputMessages: 0

OutputMessages: 0
InputUpdateMessages: 0 OutputUpdateMessages: 0 ConnEstablished: 0 ConnDropped:

0
ErrorsReceived: 0 ErrorsSent: 0

次の表に、表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 38：show performance-mgmt bgp フィールドの説明

説明フィールド

接続がドロップされた回数。ConnDropped

接続が確立された回数。ConnEstablished

接続で受信されたエラー通知の数。ErrorsReceived

接続で送信されたエラー通知の数。ErrorsSent

受信されたメッセージの数。InputMessages

受信されたアップデートメッセージの数。InputUpdateMessages

送信されたメッセージの数。OutputMessages
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説明フィールド

送信されたアップデートメッセージの数。OutputUpdateMessages
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show performance-mgmt interface
インターフェイスエンティティインスタンスのモニタリングまたは統計情報の収集によるパフォー

マンス管理（PM）データを表示するには、EXECモードで show performance-mgmt interfaceコマ
ンドを使用します。

showperformance-mgmt{monitor| statistics}interface{basic-counters| data-rates|
generic-counters}{typeinterface-path-id| all}{sample-id| all-samples| last-sample}

___________________
構文の説明

エンティティインスタンスのモニタリング収集で収集されたデータを

表示します。収集されるデータは、インターフェイスデータエンティ

ティ収集テンプレートの 1つのインスタンスの 1つのサンプルサイク
ルのものです。

データはモニタデータが収集される際にだけ表示できま

す。

（注）

monitor

統計情報収集サンプルから収集されたデータを表示します。statistics

インターフェイスの基本的カウンタのエンティティ収集によるデータを

表示します。

basic-counters

インターフェイスデータレートのエンティティ収集によるデータを表

示します。

data-rates

インターフェイスの汎用カウンタのエンティティ収集によるデータを表

示します。

generic-counters

（任意）インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用してください。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を
使用してください。

interface-path-id

すべてのインターフェイスインスタンスを表示します。

このオプションは、必ず statisticsキーワードと共に使用しま
す。 monitorキーワードと共に使用することはできません。
エンティティインスタンスのモニタリング収集では、エン

ティティインスタンスからのデータが 1サンプリングサイク
ル分キャプチャされるからです。

（注）

all
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表示するモニタリング収集または統計情報収集のサンプル ID。sample-id

収集されたすべてのサンプルを表示します。all-samples

最後に収集されたサンプルを表示します。last-sample

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

basic-countersキーワードが、基本的なカウンタのエンティティ
収集をサポートするために追加されました。

リリース 4.0.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 次に、show performance-mgmt interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show performance-mgmt monitor interface generic-counters
pos 0/3/0/0 all-samples Interface: POS0_3_0_0 Sample no: 1

------------------------------------------------ InPackets: 0 OutPackets: 0
InOctets: 0

OutOctets: 0 InUcastPkts: 0 OutUcastPkts: 0 InMulticastPkts: 0 OutMulticastPkts:
0

InBroadcastPkts: 0 OutBroadcastPkts: 0 InputTotalDrops: 0 OutputTotalDrops: 0
InputTotalErrors: 0 OutputTotalErrors: 0 InputOverrun: 0 OutputUnderrun: 0
InputQueueDrops: 0 InputUnknownProto: 0 InputCRC: 0 InputFrame: 0 Interface:

POS0_3_0_0
Sample no: 2 ------------------------------------------------ InPackets: 0

OutPackets: 0
InOctets: 0 OutOctets: 0 InUcastPkts: 0 OutUcastPkts: 0 InMulticastPkts: 0
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OutMulticastPkts: 0 InBroadcastPkts: 0 OutBroadcastPkts: 0 InputTotalDrops: 0
OutputTotalDrops: 0 InputTotalErrors: 0 OutputTotalErrors: 0 InputOverrun: 0

OutputUnderrun: 0 InputQueueDrops: 0 InputUnknownProto: 0 InputCRC: 0 InputFrame:
0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 39：show performance-mgmt interface フィールドの説明

説明フィールド

受信されたブロードキャストパケット。InBroadcastPkts

受信されたマルチキャストパケット。InMulticast Pkts

受信されたバイト数。InOctets

受信されたパケット数。InPackets

不正な CRCで廃棄されたインバウンドパケッ
ト。

InputCRC

インバウンドフレームエラー。InputFrame

入力オーバーラン。InputOverrun

入力キューのドロップ。InputQueueDrops

インバウンドの廃棄された適正なパケット。InputTotalDrops

インバウンドの廃棄された不正なパケット。InputTotalErrors

受信されたユニキャストパケット。InUcastPkts

不明なプロトコルで廃棄されたインバウンドパ

ケット。

InputUnknownProto

送信されたブロードキャストパケット。OutBroadcastPkts

送信されたマルチキャストパケット。OutMulticastPkts

送信されたバイト数。OutOctets

送信されたパケット数。OutPackets

アウトバウンドの廃棄された適正なパケット。OutputTotalDrops

アウトバウンドの廃棄された不正なパケット。OutputTotalErrors

送信されたユニキャストパケット。OutUcastPkts
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説明フィールド

出力アンダーラン。OutputUnderrun
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show performance-mgmt mpls
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）エンティティインスタンスのモニタリングおよ
び統計情報の収集によるパフォーマンス管理（PM）データを表示するには、EXECモードで show
performance-mgmt mplsコマンドを使用します。

showperformance-mgmt{monitor| statistics}mplsldp{ip-address| all}{first-sample-id| all-samples|
last-sample}

___________________
構文の説明

エンティティインスタンスのモニタリング収集で収集されたデータを表

示します。収集されるデータは、MPLSエンティティ収集テンプレートの
1つのインスタンスの 1つのサンプルサイクルのものです。

データはモニタデータが収集される際にだけ表示できま

す。

（注）

monitor

統計情報収集サンプルから収集されたデータを表示します。statistics

MPLSラベル配布プロトコル（LDP）収集によるデータを表示します。ldp

LDPセッションインスタンスの IPアドレスです。ip-address

すべての LDPセッションインスタンスからのデータを表示します。

このオプションは、必ず statisticsキーワードと共に使用します。
monitorキーワードと共に使用することはできません。エンティ
ティインスタンスのモニタリング収集では、エンティティイン

スタンスからのデータが 1サンプリングサイクル分キャプチャ
されるからです。

（注）

all

表示するモニタリングまたは統計情報収集のサンプル ID。first-sample-id

収集されたすべてのサンプルを表示します。all-samples

最後に収集されたサンプルを表示します。last-sample

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show performance-mgmt mplsコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show performance-mgmt monitor mpls ldp 192.0.2.45
last-sample LDP Neighbor: 192.0.2.45 Sample no: 2

------------------------------------------------------- TotalMsgsSent: 131,
TotalMsgsRcvd: 131 InitMsgsSent: 1, InitMsgsRcvd: 1 AddressMsgsSent: 1,

AddressMsgsRcvd:
1 AddressWithdrawMsgsSent: 0, AddressWithdrawMsgsRcvd: 0 LabelMappingMsgsSent:

6,
LabelMappingMsgsRcvd: 7 LabelWithdrawMsgsSent: 0, LabelWithdrawMsgsRcvd: 0
LabelReleaseMsgsSent: 0, LabelReleaseMsgsRcvd: 0 NotificationMsgsSent: 0
NotificationMsgsRcvd: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 40：show performance-mgmt mpls フィールドの説明

説明フィールド

送信された初期メッセージ。InitMsgsSent

受信された初期メッセージ。InitMsgsRcvd

送信されたメッセージの合計数。TotalMsgsSent

受信されたメッセージの合計数。TotalMsgsRcvd

送信されたアドレスメッセージ。AddressMsgsSent
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show performance-mgmt node
ノードエンティティのモニタリングおよび統計情報の収集によるパフォーマンス管理（PM）デー
タを表示するには、EXECモードで show performance-mgmt nodeコマンドを使用します。

showperformance-mgmt{monitor| statistics}node{cpu|memory| process}location{node-id| all}{sample-id|
all-samples| last-sample}

___________________
構文の説明

エンティティインスタンスのモニタリング収集で収集されたデータを表

示します。収集されるデータは、ノードエンティティ収集テンプレート

の 1つのインスタンスの 1つのサンプルサイクルのものです。

データはモニタデータが収集される際にだけ表示できま

す。

（注）

monitor

統計情報収集サンプルから収集されたデータを表示します。statistics

中央処理装置（CPU）からのデータを表示します。cpu

メモリからのデータを表示します。memory

プロセスからのデータを表示します。process

データ発信元の場所を指定します。location

ノードの場所です。 node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力しま
す。

node-id

すべての LDPセッションインスタンスからのデータを表示します。

このオプションは、必ず statisticsキーワードと共に使用しま
す。monitorキーワードと共に使用することはできません。エ
ンティティインスタンスのモニタリング収集では、エンティ

ティインスタンスからのデータが 1サンプリングサイクル分
キャプチャされるからです。

（注）

all

表示するモニタリングまたは統計情報収集のサンプル ID。sample-id

収集されたすべてのサンプルを表示します。all-samples

最後に収集されたサンプルを表示します。last-sample

___________________
コマンドデフォルト なし
___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show performance-mgmt nodeコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show performance-mgmt monitor node process location
0/RSP1/CPU0 process
614587 last-sample Node ID: 0_RSP1_CPU0

Sample no: 1 ---------------------------------------------- Process ID: 614587
---------------------------------------------- PeakMemory: 908 AverageCPUUsed:

0
NoThreads: 5

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 41：show performance-mgmt node フィールドの説明

説明フィールド

ブートアップ後に使用された最大システムメモ

リ（MB単位）。
PeakMemory

システムの平均 CPU利用率。AverageCPUused

スレッド数。NoThreads
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show performance-mgmt ospf
Open Shortest Path First（OSPF）エンティティインスタンスのモニタリングおよび統計情報の収集
によるパフォーマンス管理（PM）データを表示するには、EXECモードで showperformance-mgmt
ospfコマンドを使用します。

showperformance-mgmt{monitor| statistics}ospf{v2protocol| v3protocol}instance{sample-id| all-samples|
last-sample}

___________________
構文の説明

エンティティインスタンスのモニタリング収集で収集されたデータを表

示します。収集されるデータは、OSPFエンティティ収集テンプレート
の 1つのインスタンスの 1つのサンプルサイクルのものです。

データはモニタデータが収集される際にだけ表示できま

す。

（注）

monitor

統計情報収集サンプルから収集されたデータを表示します。statistics

OSPFv2プロトコルインスタンスのカウンタを表示します。v2protocol

OSPFv3プロトコルインスタンスのカウンタを表示します。v3protocol

表示するモニタリングまたは統計情報収集のサンプル ID。sample-id

収集されたすべてのサンプルを表示します。all-samples

最後に収集されたサンプルを表示します。last-sample

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 show performance-mgmt ospfコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0 /CPU0:router(config)# show performance-mgmt statistics ospf v2protocol 100 all-samples

Mon Aug 3 06:41:15.785 PST
OSPF Instance: 100 Sample no: 1
------------------------------------------------------------------------
InputPackets: 12323 OutputPackets: 12045
InputHelloPackets: 11281 OutputHelloPackets: 11276
InputDBDs: 18 OutputDBDs: 20
InputDBDsLSA: 508 OutputDBDsLSA: 530
InputLSRequests: 1 OutputLSRequests: 2
InputLSRequestsLSA: 11 OutputLSRequestsLSA: 0
InputLSAUpdates: 989 OutputLSAUpdates: 109
InputLSAUpdatesLSA: 28282 OutputLSAUpdatesLSA: 587
InputLSAAcks: 34 OutputLSAAcks: 638
InputLSAAcksLSA: 299 OutputLSAAcksLSA: 27995
ChecksumErrors: 0
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show running performance-mgmt
設定済みのテンプレートおよび適用されているテンプレートのリストを表示するには、EXECモー
ドで show running performance-mgmtコマンドを使用します。

showrunningperformance-mgmt[apply| resources| statistics| thresholds]

___________________
構文の説明

（任意）現在の設定におけるテンプレート適用コマンドのリストを表示

します。

apply

（任意）適用されている既存のリソースコンフィギュレーションコマ

ンドを表示します。

resources

（任意）設定済みの統計情報テンプレートのリストを表示します。statistics

（任意）設定済みのしきい値テンプレートのリストを表示します。thresholds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例は、統計情報テンプレートおよびしきい値テンプレートのリスト、各テンプレートの設定、

および最後に、収集がイネーブルになっているテンプレートを示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#show running performance-mgmt

performance-mgmt resources tftp-server 192.168.134.254 directory muckier/jagrelo/pmtest
performance-mgmt statistics bgp template template3
sample-size 5
sample-interval 60
!
performance-mgmt statistics node cpu template template4
sample-size 30
sample-interval 2
!
performance-mgmt statistics interface generic-counters template template2
sample-size 3
sample-interval 10
!
performance-mgmt statistics interface data-rates template template1
sample-size 10
sample-interval 5
!
performance-mgmt statistics node memory template template5
sample-size 30
sample-interval 2
!
performance-mgmt statistics node process template template6
sample-size 10
sample-interval 5
!
performance-mgmt thresholds node cpu template template20
AverageCpuUsed GT 75
sample-interval 5
!
performance-mgmt apply statistics interface generic-counters template2
performance-mgmt apply statistics node memory global template5
performance-mgmt apply statistics node process 0/0/CPU0 template6
performance-mgmt apply thresholds node cpu global template20
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統計情報サービスコマンド

このモジュールでは、ルータでのシステムモニタリングのためのインターフェイス統計情報

（StatsD）の収集に関連する Cisco IOS XRソフトウェアコマンドについて説明します。ルータ
上のインターフェイス統計情報は、ハードウェア（ほとんどの場合）およびソフトウェア（例外

パケット）にあります。カウンタは常に、インターフェイスのホームになっているノードのロー

カル（CPUを基準とする）になります。 Cisco IOS XRソフトウェアは、これらのカウンタをさ
まざまな特定用途向け集積回路（ASIC）または NetIOから収集し、インターフェイスに関する
一連の正確な統計情報を組み立てるための効率的なメカニズムを提供します。統計が生成され

たら、それを関係先（コマンドラインインターフェイス（CLI）、簡易ネットワーク管理プロト
コル（SNMP）など）にエクスポートすることができます。

Cisco IOSXRソフトウェアの統計情報収集システムは、あらゆるインターフェイス所有者がそれ
ぞれのインターフェイスの統計情報のエクスポートに使用できる、共通のフレームワークを提供

します。このシステムはまた、すべてのインターフェイスに関連する一連の共通の統計情報も

定義し、それによってルータ上のあらゆるインターフェイスと常に関連付けられ維持される一貫

した持続的なカウンタのセットが提供されます。

統計情報収集システムには、統計情報マネージャ、統計情報サーバ、1つまたは複数の統計情報
収集機能、および必要なライブラリが含まれます。ルータ上の各ノードには、それぞれ 1つの
統計情報サーバが格納されています。

統計情報サーバに加え、各ノード（インターフェイスがあるもの）には1つまたは複数の統計情
報収集機能が備えられています。統計情報収集機能はプラットフォーム別になっており、さま

ざまなハードウェアおよびソフトウェアのカウンタを入手して統計情報サーバからの要求に応え

ることができます。

統計情報マネージャは、統計情報収集機能が登録されていないインターフェイスに関する統計情

報の生成は行いません。統計情報収集機能が登録されていないインターフェイスに関する統計

情報の要求を行うと、統計情報マネージャから要求元に対してエラーが返されます。

• clear counters, 482 ページ

• load-interval, 484 ページ
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clear counters
インターフェイスカウンタをクリアするには、EXECモードで clear countersコマンドを使用しま
す。

clearcounters[all| typeinterface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのインターフェイスのカウンタをクリアします。all

（任意）インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイスのカウンタがクリアされます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear countersコマンドを使用すると、show interfacesコマンドで表示されたすべての統計カウン
タをクリアできます。オプションの引数を入力しなかった場合や、allキーワードを指定した場合
は、すべてのインターフェイスのカウンタがクリアされます。インターフェイスタイプを指定し

た場合は、そのインターフェイスのカウンタだけがクリアされます。
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clear countersコマンドを allオプションと共に使用すると、すべてのインターフェイスのカウン
タがクリアされます。このコマンドを入力すると、確認を求めるメッセージが表示されます。

clear countersコマンドを有効にするには、Enterキーまたは yキーを押します。

このコマンドは、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）で検索されたカウンタはクリア
せず、show interfacesコマンドで表示されるカウンタだけをクリアします。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行interface

___________________
例 次の例は、すべてのインターフェイスのカウンタをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear counters all
Clear "show interface" counters on all interfaces [confirm]

次の例は、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/1/0/0のインターフェイスカウン
タをクリアする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear counters POS 0/1/0/0
Clear "show interface" counters on this interface [confirm]

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネットワーキングデバイスで設定されたすべて

のインターフェイスの統計情報を表示します。

show interfaces
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load-interval
インターフェイスの負荷計算のインターバルを指定するには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで load-intervalコマンドを使用します。負荷インターバルをデフォルト設定に
戻す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

load-intervalseconds

noload-intervalseconds

___________________
構文の説明

インターフェイスの負荷計算の秒数。値の範囲は 0～ 600秒で、30ずつ増分
します（30、60、90など）。デフォルトは 300秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：300秒（5分）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

負荷インターバルをゼロに設定すると、負荷計算はディセーブルになります。負荷インターバル

を設定する場合は、30の倍数を使用する必要があります（最大 600秒）。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り/書き込みinterface
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___________________
例 次の例では、負荷インターバルを 30秒に設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface pos 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# load-interval 30
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